


[image: ]







最後の魔法使い


西風の皇子デイデイウス





喜多みどり














[image: ]





角川ビーンズ文庫







本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。




本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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西風の皇子デイデイウス　登場人物紹介





ディディウス


ミュドラネ帝国の皇子。〈滅びの女神〉を倒すことができる力を持つ〈大地に愛されし者〉とされているが……？　口が悪くて生意気。メイヴェーラに片想い中。







メイヴェーラ


西風をつかさどる女神。昔、ディディウスの父親に想いをよせていた。ディディウスの身体に同居し、彼を守護している。







ウィルゴ


強く美しく乱暴者な女剣士。天空神の血を引き、〈滅びの女神〉打倒に必要な鍵である境界の剣を呼び出すことができる。







ノクス


ウィルゴと〈酸の海〉を封じる旅をした青年剣士。その後、彼女と共にいたのだが……？　実は亡国の王子様。







ダークロア


自称世界一のオレ様魔法使い。実は見た目よりもかなり長い時を生きていたり、複雑な過去を持っていたりする。







ミューシカ


年齢性別不詳の、酒と音楽をつかさどる天空神（たまに旅の琴弾き）。普段は猫かぶりだけど、かなり好戦的。







〈滅びの女神〉


強大な力を持つ女神。「いつか私を打ち倒す者となれ」という契約をディディウスと結ぶ。現在はギャンダルフィッハによって連れ去られてしまっている。







ギャンダルフィッハ


昔〈滅びの女神〉の封印に成功した魔法使い。「過去の汚名をすすぐため女神を倒す」と言うのだが、その真意は？







エイルセイル


霧をつかさどる天空神。ディディウスに複雑な愛憎を抱き、その命を狙っていたが、何者かの手により殺される。
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序章　約束







　少女からはエニシダの黄金色の花の、甘くてお菓か子しみたいな匂においがした。


　華きや奢しやな身体からだと、その身体には重すぎるだろう長い銀の髪かみの持ち主だった。長いまつげに隠かくされた双そう眸ぼうは憂うれいを秘ひめて煌きらめき、雨雲から垣かい間ま見みえる銀月を思わせる。


　それに向かい合う人物は、頭からマントのフードを被かぶり、俯うつむいて、顔を隠していた。


　こちらの背せ丈たけは少女より拳こぶし一つ分高い。


「約束ね」


　風が駆かけ抜ぬけ、垂れた草の花か穂すいを撫なで、少女の言葉を連れ去った。


「約束だ」


　答えてフードの下から聞こえてきたのは、男性の、あまり特とく徴ちようのない声だった。彼は、ぼそぼそと、小声で言った。


「ここで、待つ」


　少女はためらいがちに男を見上げ、フードの中の静かな目と視線を合わせた。


「じゃあ、メイはここに来るね。約束ね、覚えていてね」


　男は口を開くのも億おつ劫くうそうで、気け怠だるげに頷うなずいた。


　遠くの梢こずえを揺ゆさぶり、風が音を立てて近づき、二人の頭上を通り過ぎていった。枝から引きちぎられた葉が、音もなく水面みなもに落ち、小さな波は紋もんを広げる。アメンボがその波紋に新しい波紋を加え、水面を滑すべっていく。


「……ここなら、大だい丈じよう夫ぶよね」


　泉の縁ふちに立つ少女は、水面を、そして周囲を見回してつぶやいた。


「静かに暮らせるよね。普ふ通つうの人は、入って来られないようにしておいたし」


「もう心配しなくていい」


　さっさと行け、とでも言いたげに、フードの男は手を振ふった。


　梢を揺さぶり、風が森の中をこちらに近づいてくる音がした。今度は、さっきより大きい。


　少女は口を開きかけたが、結局閉じて、一つ、頷うなずいた。


　ざああああああ、と強い風が二人の間を吹ふき抜け、男は背を丸め、腕うでをかざして目を庇かばった。


　男のフードが風に飛ばされて脱ぬげ、背中でばたばたと音を立てる。


「約束ね！」


　そんな声が聞こえた気もしたが、男が再び目を開け、顔を上げた時には、もうそこに少女の姿はなかった。


　男はしばらくそこに立ちつくしていたが、ふと傍かたわらの梢を見上げた。


　小鳥が、ぴちぴちと耳にしたこともない歌を歌っている。


　男は、自分がもう一度歌を歌うことはあるのだろうかと考えてみたが、頭かぶりを振ってやめた。


　それからあとは、もう周囲を顧かえりみず、泉のそばに自分で建てた木と石の小屋に入っていった。


　岸辺では紫むらさきの花穂を垂れた草が風にざわめき、遠くではキツツキが高く響ひびく小気味よい音を立てて、木の幹に穴を開けていた。水面のアメンボがすいと泳いで水草の中に消える。蛙かえるが虫を捕つかまえて、無表情に、しかしどこか満足そうに喰くらう。


　穏おだやかな、午後。


　それは世界に許された、休息の時だった。


　そして、その休息の時が、彼の心を少しずつ、静かに狂くるわせていった。














一章　遠い時代







　今日も空気はからからに乾かわいている。


　ディディウスは馬車の扉とびらの陰かげに隠れて、『標的』を見張っていた。背中がじりじりと夏の日差しに焼かれ、黙だまってしゃがんでいるだけなのに、額ひたいからは汗あせが滴したたり落ちる。


『標的』は馬から馬具を外しているところだ。──と、突とつ然ぜん小さな声を上げ、身をよじる。束そく縛ばくから解放してやった馬に鼻はな面づらをこすりつけられたのだ。ディディウスに完全に背を向ける形になる。


（今だ！）


　ディディウスは隠れていた馬車の扉の陰から飛び出し、手にした棒を気合い鋭するどく突つき出した。


「えいやあ！」


　木を削けずりだして作った太く硬かたい棒の先が、『標的』の金きん髪ぱつで覆おおわれた頭を粉ふん砕さいする──


　……などということは、結局のところなかった。


　突き出した棒は、標的、すなわち金髪の女剣けん士しウィルゴによって振り向きざまにはっしと受け止められた。ディディウスは焦あせって棒を自分の手元に引き戻もどそうとするのだが、逆にウィルゴに無造作に引き寄せられ、棒から手を離はなしてしまう。


　おまけにいきなり棒を引っ張られたせいでつんのめり、馬の足あし下もとに無ぶ様ざまに転がる。


「ふげ」


　情けない声を上げながらも慌あわてて距きよ離りを取って立ち上がるが、そのときにはすでに、取った距離以上に深く、ウィルゴに踏み込まれている。


　ディディウスは咄とつ嗟さに膝ひざを曲げ、身を沈しずめる。間かん一いつ髪ぱつで、鋭い突きが頭上を通り過ぎていく。


　さらにディディウスはウィルゴが棒を手元に戻す前に、曲げた膝を伸のばす勢いで、肩かたから当たっていく。


　だがその動きは見切られていた。


　ディディウスの視界からウィルゴの身体が消える。


　代わりに目の前に迫せまるのは、葦あし毛げの胴どう体たいだ。


　しかもディディウスはウィルゴに足を引っかけられて、立ち止まることもできず頭から突っ込む。


「て！」


　馬とまともにぶつかって、ディディウスも驚おどろいたが馬の方はさらに驚いた。


「あ、あ、あ、ご、ごめ、ぎゃ!?」


　ディディウスは馬を落ち着かせようと慌て、馬はその手を振りきって後あと脚あしで立ち上がる。ここらで手に入る馬は、馬としては小こ柄がらな方らしいが、それでも立ち上がると本当に大きい。太陽が巨きよ体たいの陰になり、ディディウスは恐きよう怖ふを覚えるよりも呆ぼう然ぜんとする。舞まい上がる砂すな煙けむりの向こうに躍やく動どうする、綺き麗れいな前脚、強きよう靭じんな後脚、歯を剝むいて怯おびえ、怒おこった馬の顔──


「危ない！」


　ウィルゴの声が妙みように遠くから聞こえる。


　だがディディウスは、確かに危ないが大丈夫とわかっていた。だから動かなかった。


　飛び跳はねる馬の方に手を伸ばす。


　同時にウィルゴがディディウスを後ろから抱だきかかえ馬から引き離そうとする。


「大丈夫。落ち着いて──」


「大丈夫じゃないだろう！」


「いや、ウィルゴさんじゃなくて」


「何？」


　聞き返しながら、ウィルゴも気づいたようで、切れ長の目をそっと見開いた。


　さっきまで暴れていた馬は、少しおとなしくなっていた。まだ荒あら々あらしい目でこちらを睨にらみ付け、地面を引っ搔かくのは忘れないが、飛び跳ねたり、後脚で立ち上がったりするのはやめた。


「……いったいどうなっているんだ」


「魔ま法ほう。一個だけ教えてもらったんだ、この前。……よし、もう大丈夫だからな」


　馬はその呼びかけに応こたえるように一度いななくと、あとはもう落ち着いて、ディディウスの方にぽてぽてと近づき、鼻面を寄せてきた。


「わ、な、舐なめるなよう。ええとね、これは一番基き礎その魔法なんだって。動物の心を安心させたり、言うことを聞いてもらう魔法。他ほかに鳥を呼び寄せたりとか──」


　そこまでにこやかに話して、急にディディウスはハッと笑顔を凍こおりつかせた。自分が誰だれと話しているか思い出したのだ。


「く、くそ、なんでもないやい。いいか、今回はダメだったけどいつか父上の仇かたき取ってやるからな！」


　ディディウスはそう言い捨てると、くるりときびすを返した。


「どこへ行く」


「ダークロアんとこ！」


　関係ないだろ、と言い捨てようかとも思ったが、やっぱりいざというときに互たがいの居場所がわからないと困るのできっちり返事をしてから、馬車に戻って小さな荷をひっつかんだ。中身は薬草と、本と、その他色々だ。


　馬車を停とめたのは街かい道どうからほど近い空き地だ。ディディウスは荷を背負うとその空き地を突っ切り、草と低木で覆われたなだらかな斜しや面めんを駆かけ下りた。斜面を下りた先には、浅くて幅はばの広い川が流れている。ダークロアとノクスは、上流で魚さかな釣つりのはずだ。


　一方、魔法でおとなしくなった馬は、先さき程ほどの空き地でディディウスのあとを追いかけていこうかどうしようか迷い、立ちつくしていた。ウィルゴはその馬の手た綱づなを取り、近くの木に結んだ。他の馬の世話をして、終わったら水を飲ませて、草地に繫つないでおこう。


「……で、あの子はおまえのところに行くと言ってでかけたんだがな」


　ウィルゴは馬の世話をしながらそう呟つぶやいた。


　すると、ディディウスが今し方横を通り過ぎていった木こ陰かげから、ふらりと黒ずくめの男が現れて、頭を搔いた。


「見つかっちゃった」


「見つからないとでも思ったのか？」


　ウィルゴは鼻で笑い、近づいてきたダークロアに馬の手綱を放ほうった。


「手伝え」


「はいはい。ウィルゴちゃんの頼たのみならねー」


「で、どうして覗のぞきなんかしてた」


「気になったから」


　木々の間を通り抜け、川岸まで引いていくと、馬たちは勝手に水を飲み始めた。


「何を気にする？　私があの皇子を殺すとでも思っているのか？」


　ウィルゴは馬たちのようすを見守りながら、隣となりで同じように馬が水を飲み草をはむに任まかせているダークロアに言った。ダークロアはへらっと笑う。


「思ってないよう。やだな、そんな人でなしじゃないよ、ウィルゴちゃんは」


「じゃあなんだ」


「いや、なんとなくさ。仲良くしてるかなあって」


「仲良く、な」


　ディディウスは帝てい国こくの皇子だ。そしてウィルゴは帝国の南部を叩たたきつぶした〈酸の海〉を招いた人物。ディディウスはウィルゴを許せない。しかしウィルゴと一いつ緒しよに旅をしなければいけないことになってしまった。


　で、ディディウスは決めた。


　なれ合いはしない、と。


　ディディウスはそれを忘れないために、そしてウィルゴに忘れさせないために、ことあるごとにウィルゴを不意打ちした。戦績は今のところディディウスの十二戦十二敗。


　負けっぱなしでも、ディディウスは不意打ちをやめない。ウィルゴを「仇」と呼び、隙すきをうかがう。うち負かされるたびに自分がちっぽけであることを思い知らされ、とどめを刺さされず生かされるたびに小さな自じ尊そん心しんはずたずたに切り裂さかれるが、だからと言ってウィルゴを本当に闇やみ討うちして殺すことも、ウィルゴに殺されることも、ディディウスにはできない。


　だから、これが、帝都の死者たちに対する、ディディウスの唯ゆい一いつの義理の立て方なのだ。


「わかっているさ。──そういえば、見たか？　私の攻こう撃げきを避よけたぞ」


「見た見た。でも腕わん力りよくないからかなあ、ちょっと突きが弱いんだよなあ」


「ああ、本人もそんなことを言っていたな。昔剣けんを教わった時も、すぐに息が上がって大変だったとか。しかし旅のせいか体力もついてきたし、腕力の方ももう少し鍛きたえられるだろう」


「……あのさ、前にも言ったと思うけど、本気であいつに稽けい古こつけてやってくれない？　これから、もっと色々危険な目にも遭あうだろうし」


　ウィルゴは返答に窮きゆうして俯うつむき、ふと自分の身体からだに目を留とめた。必要以上に人目を引かないために鎧よろいは脱ぬいで、この辺り独特の袖そで無なしの麻あさのドレスを着ていたが、発達した腕の筋肉や大小の傷きず跡あとを見て、この服ではかえって人目を引くのかもしれない、とちらりと思う。ドレスなど着るよりは、「傭よう兵へい」で通した方がまだ自然だったかもしれない。


　ウィルゴは傷跡の一つをつつきながら答えた。


「あの子は、剣なんか覚えなくてもいい」


　剣を覚えれば傷を作る。生きるための剣は相手を殺すための剣になり、血は血を呼ぶ。何年も剣一本で戦ってきたウィルゴにはわかっている。最初は自分の命や誰かの安全を守るために覚えた剣でも、いつしかそうではなくなると。やがて刀身は血に曇くもり、守りたかったものすら見えなくなるのだと。


「もし身を守らせたいなら、おまえが魔法を教えればいい。あの子もそっちの方が向いているだろう」


「うーん。でも、魔法って一いつ朝ちよう一いつ夕せきで覚えられるもんじゃなくてさ」


「剣だって一朝一夕で覚えられるものじゃない。あの子の場合基礎はできているが」


「そうだね、でも、あいつに魔法覚えさせるのは……あ、こら、そっちに行くなっての」


　ダークロアは立ち上がり、魚に驚いて淵ふちにはまりそうになっていた馬の手綱を引いた。


　怯える馬をなだめようと悪戦苦く闘とうするようすを見て、ウィルゴが呟いた。


「ディディウスに教えた魔法を使えばいいのに」


「あ、あれ？　だめだめ、俺使えないんだよね」


　ダークロアはへらへらと笑う。馬は、なんとか落ち着いてきた。


「どうして？　基礎なんだろ？」


「基礎で、一番大切な魔法だよ。相手に話しかけて、信しん頼らいを得て、言うことを聞いてもらうっていうね。変な代だい償しようもないし入門編としては最適。でも、あれ使える人間には条件があるの」


「どんな？」


　ダークロアは馬の鼻はな面づらを撫なでながら、ウィルゴに向かって笑いかけた。


「血の匂においがしないこと」











　──また負けたねー。


　メイヴェーラが呑のん気きそうにそう言った。言った、というのは、つまりいつものように共有している肉体を通して、肉声にすることなく、思考を伝えてきたのだ。


「ま……負けたけどっ」


　もごもごと、ディディウスは声に出して言った。踏ふみ出した先の石が濡ぬれていたので、滑すべりそうになり、咄とつ嗟さに腕を振ふり回してバランスを取る。


　足が淵に突つっ込み、水がちょっと跳ねた。その冷たさが心ここ地ちよい。


　──ねえ、ディディ。


「なんだよ」


　──あのね、お願いがあるの。


「お願い？　おまえのお願いはろくなことにならないからなー。腹壊こわすまでもの食わされたり、酔よっぱらったり、気がついたら全然知らない森の中だったり」


　──な、何よぉ、でもそれはディディがいいって言ったからだもんっ。


「……そりゃ、そうだけど」


　メイヴェーラは肉体をなくした今でこそディディウスの身体に居い候そうろうのようなことをしているが、本来は西風を司つかさどる地上の女め神がみだ。その力は強大で、本当はディディウスの意思など無理やりねじ伏ふせて肉体を操あやつることも可能らしい。それでも彼女がそれをしないのは、元々の肉体の持ち主であるディディウスの意思を尊重してくれているからだ。


　だから、ディディウスもメイヴェーラの意思を尊重したかった。


　で、彼女の「お願い」を毎回聞くはめになる。


「まったく、とにかく言ってみろよ、今度は何だ？」


　──ディディの身体を出てこうかと思うの。


　メイヴェーラの言葉に、ディディウスは一いつ瞬しゆん足を止めた。


　言われた意味がよくわからなかった。出ていく？　どこから？


　ディディウスの身体から。


「………………………で、でも、おまえ、肉体なくしたから、俺の身体に入っているんだろ？　肉体がなくて魂だけの状態だと、海界に魂が引っ張られちゃうんだろ？」


　──魂だけにはならないよ。そこの鳥さんの身体借りようと思うの。


　メイヴェーラの言葉にディディウスが辺りを見回すと、赤い羽の小鳥が一羽、頭上の枝に止まって小首を傾かしげている。


　──夜になったら、梟ふくろうか、他の動物の身体を借りる。そうやって、ディディたちのちょっと先を行こうと思うの。


「でも、どうして？」


　──みんなの集まっているオドの町に着くのは、明後日あさつて以降でしょ？　早めに着いて、確かめておきたいことがあって……ギャンからみんなのところに連れん絡らくが入ったみたいなの。


「ギャンダルフィッハから？」


　ギャンダルフィッハはメイヴェーラの友人であり、長い時を生きた魔ま法ほう使つかいだ。


　だが、ギャンダルフィッハはメイヴェーラを裏切った。今は行方ゆくえ知れずで、どこでどうしているかまったくわからない。あちらからの連絡を待つしかない状態だ。


　その連絡が、入ったという。


　──西風がちょこっと教えてくれたの、みんなのところに、ギャンから何か連絡があったみたいだって。あ、えっと、『みんな』っていうのは、メイの他の地上の神々のことね。だから、先にみんなのところに行って、とにかく確認だけしてきたいなあって。……その、どうせ一日かそこらしか違ちがわないのはわかってるの。でもね、できれば、行きたいなあって……ね、だめ？


　ディディウスは一いつ拍ぱくだけ考えたが、そんな願いを拒こばめるわけもなかった。


「……わかった。行ってこいよ」


　──ほんと!?　ありがとう、あのね、ディディたちがみんなのところに着くまでの間は、シャラサラが守ってくれるから、大だい丈じよう夫ぶだと思うの！　じゃ、ダークロアにも伝えておいてね！


「ああ──って、今すぐ行くのか!?」


　ディディウスは止めようとしたが、遅おそかった。


　メイヴェーラの魂はディディウスの口から銀色の光球となって飛び出て、明めい滅めつを繰くり返しながら、今しも羽ばたこうとしていた小鳥の身体にぶつかり、消えてしまった。


「メイ？」


　小鳥は一瞬よろめいたように枝から落ちかけたが、すぐに体勢を立て直して飛び立った。


　ディディウスは、小鳥の赤い羽が青い空に滲にじんで消えるまで見送った。


「……まったく、急なんだからなあ」


　おそらく、メイヴェーラは無事に小鳥の身体に入り込んで、その意識を乗っ取り、身体を操って目的地へ向かって飛んでいったのだろう──外から見ていただけではよくわからないが、そのはずだ。


　ディディウスは、さっきよりは少しゆっくり歩き始めた。岩を乗り越こえつつしばらく行くと、川沿いの木こ陰かげに、ノクスの姿が見えた。


「ノクスさん」


　声をかけると、ノクスは顔を上げ、人好きのする笑顔をディディウスに見せた。


「あれ？　おっさんいないの？」


　そばまで行って、ディディウスは近くにダークロアがいないことに気づいた。


　仕方ないので、釣つり糸を垂たれるノクスの隣となりに腰こしを下ろす。


「ダークロアに用？」


「いや、ちょっと薬草のこと教えてもらいたくて──ああ、でも今は伝えなきゃいけないことがあったんだ。あのさ、メイが先に行くって言って、飛び出しちゃった」


「メイ？　西風の女神様かい？」


「うん」


　肉体を失ったメイヴェーラがディディウスの肉体に同居していることは、もうノクスやウィルゴにも伝えてある。最初は説明が面めん倒どうくさくて言わなかったのだが、一いつ緒しよに何日も旅をすることが決まったときに、きちんと説明した。メイヴェーラが西風の女神であることや、たまにディディウスに代わってディディウスの肉体を操ること、出会ったいきさつ。メイヴェーラ自身にもディディウスの身体からだから魂の状態で出て来て説明してもらったから、ノクスもメイヴェーラと面識がある。


「小鳥の身体に入って、羽ばたいて行っちゃった」


「小鳥か。可愛かわいい女神様だね」


　くすくすとノクスは笑う。ディディウスはその屈くつ託たくのない笑顔を見て、なんとなく不ふ機き嫌げんになっている自分が照れくさくなった。ノクスには、そういうところがある。人を和なごませて、幸せにするような。


「釣れた？」


　ノクスは肩かたを竦すくめる。確かに、魚が釣れたようすはない。


「……って、何それ。餌えさついてないよ！」


　ディディウスはノクスの垂らす糸の先を見て、呆あきれた。水面下で、流れに弄もてあそばれた糸がひらひらと踊おどっている。枝を削けずって作った竿さおの先に糸を結んであるのだが、肝かん心じんの餌がない。


「あれ？　本当だ」


「もう～、なんだよそれ。待ってて、こういうところに……」


　ディディウスは水に濡れる石の幾いくつかをひっくり返して、餌になる虫を探し始めた。


「君、魚釣りしたことあるの？」


「うん。別べつ荘そうの土地に川が流れてて……ノクスさんこそ釣りしたことないの？」


「あるよ。食うや食わずだったころ」


　さらりとノクスは言った。ディディウスはダークロアが使っていたのだろうもう一本の釣り竿を手に取り、その糸の先に捕つかまえた虫を結びつけた。


「ならなんで餌つけ忘れるの」


「話し込んでて」


「おっさんと？」


「うん。本当は釣りを口こう実じつに誘さそい出しただけだし」


「……誘い出す？」


　にこりと、ノクスは微笑ほほえむ。


「そう。差し向かいで話したいことがあったから」


　ノクスの笑顔があんまり屈くつ託たくなくて、どんな話？　と尋たずねるのは、なんとなく気が引けた。


　ノクスはやっぱり餌をつけようとしない。


　ディディウスは餌をつけた糸を川に放った。


　しばらく、水音と、石の上を歩く小鳥の鳴き声と、離はなれたところにいる大きな水鳥の羽音ばかりが聞こえた。


　世界は平和で、穏おだやかだった。


　ここは平和だ。だが、帝てい都とは今いま頃ごろどうなっているのだろう？　──平和な光景に気が緩ゆるみ、それまでずっとため込むばかりで口にしてこなかった思いが、ふらりと表に現れた。


「……帝都って」


　どうなっているの、と言いかけて、ディディウスは口を閉じた。


「帝都のこと、知りたい？」


　ノクスが、そう確認してきた。


　ディディウスは迷い、迷った末に首を振ふった。


「……うん。でも、いい。自分の目で見るまで、何も信じられないと思うから」


「じゃあ、だから、帝都の他の人たちに近づこうとしなかったの？」


「あ、いや、そういうわけじゃないんだけど、そっちはまあ、ばれたら困るな、とか色々」


　ディディウスは帝都の入植者たちに会う機会があった。数日一緒に過ごしもしたが、ディディウスはこそこそと遠くから眺ながめていたばかりで、言葉を交かわすことはほとんどなかった。


　ディディウスが彼らと接せつ触しよくしないようにしたのは、皇子だと知られるのを避さけるためだった。皇子存命などということが知れ渡わたったら、色々と面倒なことになる。


　それでも、帝都の人間に会うことができただけで、実は結構幸せだった。


「ウィルゴが言ってた」


　ディディウスはウィルゴの言葉を思い出しながら言った。


「また、種を蒔まいてみるって。だから、今はそれでいい。ウィルゴは帝都に戻もどれなくなったけど、他の人たちが種を蒔いててくれるんだって、わかったから。帝都に、誰だれかがいるってことはわかったから。なんか、今はそれでいい」


　魚は全く餌にかからない。これだけ騒さわいでいたら、魚も逃にげていってしまうだろう。まあ、それはそれでどうでもいいや、というふうにディディウスも思えてきた。


「そういえば、なんでノクスさんは一緒に来たの？　ウィルゴさんが一緒に来たのは、境界の剣うんぬんって話が関かかわっているからだってわかるけど」


　ウィルゴは一振りの剣が原因で、ある魔法使いに周囲の人々（ノクスを含ふくむ帝都の人々だ）を誘ゆう拐かいされ、人ひと質じちに取られたことがあった。人質は解放されたのだが、今後同じことが起こらないよう、帝都に戻らず、そいつを捜さがし出して決着をつけることにした。


　で、その魔法使いと敵対する（というかむしろ一方的に命を狙ねらわれている）ディディウスに同行することにした。何しろディディウスに張り付いていれば、自おのずと相手が姿を現すのだ。


　だが、ノクスにはディディウスらに同行する理由はない。ここまで来る前に、解放された人質と一緒に帝都に戻ってもよかったのだ。


「ああ、だってウィルゴが行くから」


　ノクスは臆おく面めんもなく言った。


「…………あ、ああ、そうなんだ」


　ディディウスの方が、赤面した。











「それで」


　ウィルゴは馬を草地まで誘ゆう導どうして、手近の木に手た綱づなを結びつけると、ダークロアに向き直った。ダークロアの方も手綱を木の幹にくくりつけ、顔を上げる。


「ノクスとなんの話をしてた？」


「ウィルゴちゃんとのこと。どこまで進んだのかな～って」


「え……」


　さっとウィルゴの顔に朱しゆが走る。ダークロアは殴なぐられる前に訂てい正せいした。


「噓うそ、噓。本当は怒おこられてたの」


「怒られていた？　どうして」


「いや、ほら、俺、〈酸の海〉のことに片がついたあと、ノクスに黙だまって姿くらましたじゃない。あれ、怒られた」


　ダークロアは、こめかみの辺りをぽりぽりと搔かいた。


「俺としてはウィルゴちゃんとノクス二人きりにしてやろうかなーとか思ってのことだったんだけど。海界で、ノクスのこと一瞬とはいえ裏切ったし、ちょっとこれからも一緒ってのはどうかなーと思って」


「……そんなこと気にしてたのか」


「ほら、繊せん細さいだから、俺様。で、傭よう兵へいで組んでた時も組んだり離れたりが多かったから、気軽に離れちゃったんだけど、それでも確かに何も言わずに消えたのはアレが初めてだったわけで、ノクスとしては、気に入らなかったみたい」


　馬は話の間も我われ関せずともくもくと草をはみ、日は静かに傾かたむいていく。


　ダークロアは火を焚たくべく、地面が剝むき出しになっているところを石で囲い始めた。ウィルゴはそれを手伝い、薪まきを組むと、荷から火打ち石と鉄片を取り出し、打ち合わせた。


　用意していた火ほ口くちに火をつけ、さらにそれを焚き火の炎ほのおにまで大きくしたころ、やっとダークロアは先を続けた。


「今でも相棒だと思ってるって、言われちゃった」


　ウィルゴは、隣となりに膝ひざを抱かかえて座るダークロアの顔を見た。なんだか情けないような、照れたような顔をしていたが、悪い顔ではないと思った。


「……ノクスは、お人ひと好よしだからな」


「そだね」


　飛び上がった火花が、ちり、とウィルゴの肌はだを焼いた。







◇◆◇







　メイヴェーラと別れてから、二日が経たった。


「今日も天気いいなあ」


　御ぎよ者しや台のダークロアが、やる気のなさそうな声を上げた。


　隣で馬車の振動に顔をしかめていたディディウスは、呆れて言った。


「当たり前だろ、夏なんだから」


「あ、そっか。ここじゃそうなんだっけな」


　ここ、すなわち、ミュドラネ帝国南東部では、夏はたいてい快晴で、乾かん燥そうする。半年前までディディウスらが雪に閉とざされた冬を過ごした帝国北西部とは、同じ帝国辺境でも気候はまったく異なる。帝国の広大さのゆえである。


　ディディウスはこの広大な帝国を統すべる皇帝の息子だ。だが、色々あって──本当に色々あって、神々と魔法に関わる事件に巻き込まれている。


　それらの事件の根っこには、ギャンダルフィッハという名の魔法使いの執しゆう念ねんがあった。彼は宿しゆく願がんであった〈滅ほろびの女神〉との戦いのために、地上の神々を裏切って色々と動き回っており、つい半月ほど前にはディディウスを殺そうとさえした。


　結局それは半なかば成功、半ば失敗した。ギャンダルフィッハは〈滅びの女神〉を〈種〉に封ふうじ、それをディディウスから奪うばい去ることには成功したが、ディディウスを殺しそこねたのだ。


　神々は今もギャンダルフィッハを捜しているが、彼の行方ゆくえも、彼が奪った〈滅びの女神〉の〈種〉の行方も、まったく知れない。


「やだなあ、暑いの」


　ダークロアが雲一つない空を見上げて、ぶうぶうと文句を垂れた。


「はあ？　これからまだ暑くなるよ。暑いのいやなら、そんな黒いの着なきゃいいのに」


　黒ずくめのダークロアは、ちち、と指を振る。


「いや、そこは譲ゆずれないのよ」


「…………」


　ダークロアのこだわりはさておく。


　とにかく、このままでは、いつかどこか見知らぬ土地で〈滅びの女神〉が目覚めて、地上に〈滅び〉をまき散らしてしまう。それは避けなければならない。〈滅びの女神〉に食われた者は、他者の記き憶おくからすらも忘れられてしまう。〈滅びの女神〉は貪どん欲よくで、満ち足りることを知らないのだ。


　ではいったいどうしたらいいのか？


　現時点で〈滅びの女神〉を唯ゆい一いつ倒たおせるのはディディウスらしい。ディディウス自身には何がなんだかわからないが、ギャンダルフィッハはそのために〈女神〉殺しのライバルであるディディウスを殺そうとしているのだそうだ。事情を知る神々から詳くわしいことを聞くために、そしてギャンダルフィッハから身を守るために、ディディウスは地上の神々の集つどう地へ行くことにした。


　半島東部で船を借りて、海岸線に沿って南下し、ピュエラ半島の東岸からそこだけ東海へ突つき出ているエリン地方に入ったのが、五日前。エリン地方では馬車を調達し、街かい道どうを南東へ進んだ。今は、山々の麓ふもとを縫ぬうように続く、かなり状態の悪い街道を、東へ向かっているところだ。


　その山やま間あいにエルクレイダ人の町があり、その町で、神々の待つ地へ案内してもらえると影かげの神シャラサラに教えられたのだ。


「お、あれだな」


　ダークロアが、先さき程ほどよりは多少やる気の感じられる声で言い、前方の一点を指さした。


　その先に、小山の半ばに埋うもれるように立つ、オドの町があった。











　オドの町は山間にある。


　ミュドラネからエルクレイダに陸づたいで行こうと思ったら、たいていはエリン山地を抜ぬけ、オドの町を通ることになる。かつてミュドラネがエルクレイダに侵しん攻こうした際、オドの町の領主は真っ先にミュドラネに寝ね返がえり、ミュドラネの軍隊が領内を通ることを認めた。代わりにオドの町はミュドラネの支配下に入ったのちも、かなりの自治権を認められている。


　オドの町に入るには、長く曲がりくねった上り坂を通るしかない。馬をなだめすかしてなんとかそれを登りきると、白い切り出し石を積み重ねた巨きよ大だいな城じよう壁へきが目の前に現れる。


　その城壁の長大さに驚おどろきつつ、城門を潜くぐり、町の中に一歩踏ふみ込めば、耳には賑にぎやかなざわめきが、目には鮮あざやかな彩いろどりが飛び込んでくる。市場が開かれているのだ。市場には日常の品の他ほか、ここらが産地の貴石もちらほらと並び、隅すみでは家か畜ちくの取引も行われている。


　通りを行く人は、やはりエルクレイダ人が多い。


　エルクレイダ人は、白い肌に、濃こいめの茶色や黒色の髪の持ち主たちだ。オドのあるエリン地方は、半島中に散らばったエルクレイダ人の発はつ祥しようの地で、かつ、一番最後に彼らに残された土地でもある。気が遠くなるほど古い歴史を持つエルクレイダの王国はここで誕生し、ここから世界に飛び立ち、そして最終的にはここまでその勢力を押し戻されて滅びたのだ。


　そんなエリン地方の一都市・オドの光景は、ミュドラネ帝てい国こくの他の都市とは、やはりどこか違ちがう。都市特有の埃ほこりっぽい空気の中に、知らない調味料の香りや、見慣れない獣けものの臭においが混じっている気がする。エリン地方に初めて来たディディウスは、物もの珍めずらしげに辺りを見回しながら、市場を歩いた。今はとりあえず馬車を城門前に預け、シャラサラから前もって教えられている宿を探しているところだ。


　日はすでに高く、日差しはきつい。


「そろそろおなか空すかない？　そこで何か買って来ようか」


　隣を歩いていたノクスはそう言うと、目に入った店の主あるじに声をかけた。


（……あれ？　ダークロアとウィルゴは）


　ディディウスは周囲を見回した。珍しいものばかりで、ついつい仲間の存在を忘れていた。


　……だが捜さがすまでもなかった。


　わっと声が上がり、なんだろうとディディウスがそちらを向くと、ウィルゴが筋肉質の大男を回し蹴げりで鮮やかにのしたところだった。他にも男が二人、剣を手にウィルゴの周りを取り囲んでいるが、二人ともすでに及および腰ごしだった。ダークロアはその後ろでちょこちょこと動いているなあと思ったら、喧けん嘩かを見に集まった野や次じ馬うまに「どちらが勝つか」という賭かけを持ちかけているらしい。


「…………なんですかあの喧嘩」


　ディディウスは野次馬の一人に聞いた。野次馬は笑って答えてくれた。


「ああ、なんでもあの綺き麗れいなねーちゃんの尻しりをあの男どもが触さわったってんでな、騒さわぎになったみたいだよ。あの男どもはわしも知ってるけどね、市場の露ろ天てんに脅おどしをかけて金品をかっさらってく、いやなやつらでさ、いやあ、いいねえ、こう、胸がすくねえ」


　ウィルゴがまた一人倒たおし、賭は「何秒でウィルゴが全員のすか」というものに変わった。


（目立つなって言っておいたのに……）


　地上の神々はごく最近永い眠ねむりから目覚めたが、あくまで静かに、隠かくれていることを望んだ。それはことあるごとに邪じや魔ましてくる天空の神々の動きを警けい戒かいしてのことでもあったし、地上の人間たちの間にあまり大きな混乱を招きたくないからでもあった。


　だから、ディディウスらも普ふ通つうの旅行者に見えるよう、多少の変装はしてきた。家族というには全員あまりにも肌の色や顔立ちが違うので、設定は「若わか夫ふう婦ふとその従者たち」だ。ノクスが「妻の親しん戚せきを頼たよってミュドラネに行き、商売を始めようとしているエルクレイダ人」、ウィルゴが「商人の父についてエルクレイダに来てエルクレイダ人と結けつ婚こんしたミュドラネ人」、ダークロアが「昔からノクスに仕えていた奴ど隷れい」で、ディディウスが「嫁よめ入いりに際してウィルゴがミュドラネから連れてきた奴隷」だ。


　奴隷はミュドラネでもエルクレイダでも、家人に仕え、家人の「所有物」とされるが、どういう扱あつかいを受けるかは家の方ほう針しんによって違う。ノクスの家は、奴隷に対しても「おおらか」な方針ということにしておいた。ディディウスが着ているのは通りを行く人々とあまり違わないこざっぱりした生き成なりのズボンと上着の上下で、鞭むちの傷もなく健康だ。


（…………新にい妻づまが足上げて男をのすなよ）


　ディディウスは心の中でだけそう呟つぶやいた。


　幸い、エルクレイダでは女性もスカートの中にズボンを穿はくのが普通らしく、「中身」は見えないのだが、だからといって男を蹴り上げたのでは、せっかく目だたないようにと変装してきた意味がなくなってしまう。


「綺麗なお姉さんだねえ」


　知らない声に振ふり向くと、リンゴや野菜を売っている露天商が、腰こしを伸のばしてウィルゴの方を眺ながめていた。


　露天商はディディウスの視線に気づいて、ニッと笑った。三十代くらいの女性だった。


「ようこそ、ミュドラネのぼうや。宿をお探しかい？」


「……おばさんは……」


　また、わ、と声が上がった。ディディウスはもうそちらを見なかった。どうせウィルゴが男を全員のしたのだ。露天商は勝負を見届けると、植物を編んで作った円座の上に座って、肩かたを鳴らした。


「今日はこの町で宿取るんだろう？　この先の『塔とうの飯屋』はいいところだ、宿もやってるよ」


　その宿の名に、ディディウスは緊きん張ちようする。シャラサラから教えられた宿だったのだ。


　ディディウスの緊張を見て取ったのか、露天商は片目を瞑つぶり、声を潜ひそめて囁ささやいた。


「わかってるよ、あんたが西風のお方のお友達だろ？　見ればわかるさ。そんな淡あわい色の長い髪と、濃い色の肌してるんだから。大だい丈じよう夫ぶ。オドの町の者は、みんなあんたを歓かん迎げいするよ。影のお方から、面めん倒どう見ろって言われてるしね」


　影のお方──つまり、シャラサラだ。


　ディディウスは、ほうと息をついた。そうだった、ここは地上の神の愛めでる町。危険はないのだ。


「ありがとう。そのお店どこ？」


「この市場をまっすぐ抜けて。町の中で一番高い尖せん塔とうのある建物だよ。すぐわかるさ。あんたの女め神がみさまによろしくね」


「ありがとう。おばさんにも神々のお守りがありますように」


　露天商は頷うなずき、


「それで、まさかあんたの一人旅ってこともないだろう？　お仲間はどこだい？」


「えっと」


　ディディウスは背後を振り返った。雑ざつ踏とうの向こうで、ダークロアがウィルゴと何か口論し、その近くでは買い物を終えたノクスが道ばたに座り込んで粗そ末まつな身なりの男と談だん笑しようしている。


「…………」


「やっぱりあの二人も仲間だね。まったく、あいつら何考えてんだい、目立って仕方ないよ。……ん、あの綺麗な顔の男も仲間かい。エルクレイダ人だね。あれ、ちょっと待ちな」


　露天商は、目を細めてノクスの方を穴が開くほど見つめて、小さく舌打ちした。


「あんたのエルクレイダ人の連れに、あのおっさんに関かかわるなって言っておきな」


　おっさん＝ダークロアという図式のできあがっていたディディウスは、一いつ瞬しゆん混乱した。


　が、すぐに、露天商の指す「おっさん」が、ダークロアのことではないと気づいた。


「あ、えっと、誰だれのこと？」


「あれだよ、ほら、今あんたの連れと話している、緑のでっかいマントを着たやつ」


「あの座り込んでるおじさん？　でも、どうして……」


「やっかいなのさ。あんなやつに関わったら、ろくなことにならない」


　緑のマントを着た男は、やがて立ち上がり、ノクスと別れて雑踏に紛まぎれて消えた。


　去り際ぎわ、男はディディウスのそばを通った。ちらりと見えた男の顔は、ごく普通のエルクレイダ人の顔に見えた。中年で、目め尻じりに皺しわがあって、善人そうですらあった。


　男が完全に通り過ぎてしまってから、露天商はため込んでいた息を忌いま々いましげに吐はき出した。


「さあ、あんたもお行き。知りたいことは、しかるべきところでしかるべき相手に聞きな。それはここじゃないし、その相手はあたしじゃないよ」


　露天商はそう言い、あとはディディウスを顧かえりみず、やってきた客ににこやかに対応し始めた。


　ディディウスはノクスたちに合流した。市場の開かれている通りから一歩入ると、それだけで人の通りはぐっと減る。ディディウスはそこに三人を引っ張り込んで、ノクスの買った串くし焼やき肉とパンを食べながら、手短に露天商の話したことを伝えた。


「それなら」


　ダークロアは串焼き肉を一口嚙かみ千切って、もぐもぐと嚙み、呑のみ込んで先を続けた。


「その店に行くか」


「うん。あと……」


　ディディウスは言いにくそうにノクスを見た。ノクスは水すい筒とうの中の葡萄ぶどう酒しゆを飲んでいたが、視線を受けて小首を傾かしげた。


「どうかした？」


「あの、さっき話してた相手、誰？」


　ディディウスの問いにも、ノクスの表情は変わらなかった。少なくともディディウスにはそう見えた。


「さあ？　ただ、声をかけられただけだよ。挨あい拶さつして、ちょっと食べ物を分けてあげただけ」


「なんか……宿のこと教えてくれた人が、あの男には気をつけろって言ってたよ。どういう意味かはわかんないけど」


「そう？　それなら、何か目的があって近づいてきた男なのかもしれないね」


　ノクスは男の去っていった雑踏を見つめたが、そこにはもう緑のマントは見えなかった。


「あ、そういえば、さっきの乱らん闘とう。あれなんだったの？　野次馬は尻を触られたのどうのって」


「尻？　尻で済めばまだいいが、暗がりに連れ込まれそうになったんだ」


　ぴく、とノクスの肩が震ふるえる。彼はにこやかな笑顔で、ダークロアを見つめる。


「ダークロアがついてたんだろう？」


「…………いや、ついてたんだけど、ちょっとしつこくって」


　ノクスに笑顔で睨にらまれて、ダークロアの額にうっすらと汗あせが浮かんだ。


　ノクスは笑顔のまま確かく認にんした。


「じゃあ、ウィルゴが男たちに絡からまれて暗がりに連れ込まれそうになって、ダークロアが割って入っても向こうがつきまとってきた……ってこと？」


「いや、あのさ、ノクス、俺様もね、ウィルゴちゃんを守ろうとがんばったんだよ。ね、ほらウィルゴちゃんも何か言ってよ」


　すがるダークロアに、ウィルゴはぴしゃりと言った。


「面おも白しろがって賭かけの対象にしたくせに、うるさい」


「……賭、ってなんのことだい、ダークロア」


　新しい情報を得たノクスは変わらぬ笑顔でダークロアを追いつめ、ウィルゴは我関せずで食事をかき込むと、元の通りに戻るべくダークロアらに背を向けてさっさと歩きだした。


　ディディウスも、ダークロアは放ほうっておいて、ウィルゴのあとを追った。











　煉れん瓦がと木でできた背の高い建物が、狭せまい土地に肩を寄せ合い建っている。


　市場を通り過ぎたあとは、町中は静かなものだった。子どもの声すら聞こえない。人間はどこに行ったのかと思うほどだ。石いし畳だたみの道を上りきると小さな広場になっていて、泉が湧わいている。泉を挟はさんで向かいに建つのは、煉瓦造りの建物だ。


　尖塔は、その建物から伸びている。


　ディディウスは泉を回り込んで建物に近づいた。緑の蔦つたが、赤茶けた煉瓦を積んだ壁かべの一面にはびこっている。軒のき先さきにはやはり蔦に覆おおわれた看板が下がり、そこに幾いくつかの文字と、料理屋を表す食事の皿が微かすかに見える。


「こんにちはー」


　ディディウスは他の者より一歩先に中に入ると、元気よく、エルクレイダの言葉で挨あい拶さつした。ミュドラネでもエルクレイダの詩文は好まれていたので、皇子時代に一通り習って、ある程度は喋しやべれるようになっていた。


　店内は薄うす暗ぐらいが広く、カウンターと、ついたてで区切られた食堂が幾つかあるようだ。客は少ない──カウンターに二人、奥の食堂にもう何人か。食事時を少し過ぎていたからかもしれない。


　手前のコの字型のカウンターの中に、大おお柄がらな髭ひげの男が立っていて、ディディウスが入ってくると、毛むくじゃらの（頭とう髪はつは薄うすい）顔を向けた。


「いらっしゃい。食事かね」


「いえ、食事はもう済まして来たから、宿だけ。こちらで宿もやってるって聞いたんです」


　男は小さな鋭するどい目でディディウスを見つめ、それからその背後を見た。ちょうど、ノクスとウィルゴが入ってくるところだった。


「……何人で？」


「四人です。旦だん那な様たちには一番良いお部屋を。宿しゆく泊はくは一日、あとで夕食もいただきたいんですけど、幾らになりますか？」


　従順な奴ど隷れいを装よそおって言い終えたところで、ダークロアが荷物を背負って入ってきた。こちらも奴隷ということでディディウスと大差ない簡かん素そな服だが、本人たっての希望で上下とも黒になった。ディディウスにはよくわからないが、人生にはこだわりが必要なのだろう。


　ダークロアは、慣れたふうでカウンター前のディディウスをどやしつけた。


「おいぼうず、金はけちるなよ、旦那様がけちだってことになっちまう」


「わかってら！　でも俺には旦那様の大事なお金を守る義務があるんだよ」


　ディディウスも負けじと言い返して、改めて店の主人と値段交こう渉しように入る。話がまとまると、主人はディディウスに奥の階段を指した。


「とりあえず上に。階段を上ってすぐのところに娘むすめがいるから、宿代はそっちで頼たのむよ」


　言われた階段を上って二階に行くと、廊ろう下かにあたる部分が広く取ってあって、ゆうに一部屋分はあった。そこに椅子いすと簡単なテーブルがあり、少女が一人、椅子に座ってぼうっと窓の外を眺ながめている。奥には扉とびらが幾つかあって、それぞれの客室に通じているようだった。


　少女は、近づいてくる足音に気づいて顔を上げた。耳の下辺りでふっつりと切りそろえた、短い茶色の髪の少女だ。年は十四、五だろうか。顔を上げると髪が目にかかり、少女は面めん倒どうそうにそれを搔かき上げ、ディディウスを見て──


「！　ディディー！！！！」


　パッと満面の笑みで椅子から飛び上がり、猛もう然ぜんと駆かけ寄ってきた。


「え？　ええ？」


　ディディウスは相手がわからず慌あわてるが、少女は凄すさまじい勢いでディディウスに飛びつき、ディディウスの頰ほおと自分の頰をすりあわせる。


「わーい、ディディだ～、良かったあ、ちゃんと無事に着いてー！」


「だ、誰、君、誰!?」


「やだあ、ディディわかんないの？」


　ディディウスは少女の身体からだを引き剝はがして、まじまじとその顔を見た。ちょっとつり上がり気味の猫ねこみたいな金茶の目、小さな鼻と顎あご。やっぱり知らない相手だ。


「よ、メイヴェーラ、元気してた？」


「あ、ダークロアぁ、メイは勿もち論ろん元気だよっ」


　少女はそう言って、ディディウスのあとから階段を上ってきたダークロアに笑いかけた──


「め……メイヴェーラ？」


「そうよぉ。もう、気づくの遅おそーい」


　茶色い髪の少女──メイヴェーラは、ぷっくらと頰を膨ふくらませる。確かにその仕し種ぐさはメイヴェーラだ。だが、これはいったいどうしたことか。


「その身体はどうしたんだよ」


「あ、これ？　あのね、この町の魔法使いさんの身体、だって。エルクレイダ人の女の子でね、神様の声を聞くために修行してた子だから、結構居い心ごこ地ちいいんだ。勿もち論ろん、メイが出てけばこの子の意識もちゃんと回復するから大丈夫。さ、こっちこっち」


　メイヴェーラは上じよう機き嫌げんで、ディディウスを引っ張って部屋の一番奥にある扉へと導いていく。


　扉の向こうには、またしても階段があった。今度は下に下りる階段だ。


　ディディウスらはメイヴェーラの案内でその階段を下りた。段数からして地下まで達しているようだった。地下特有の湿しめった臭においが強くなったころ、階段が終わった。


　そうすると、今度は狭い廊下のようなところを、メイヴェーラのかざす獣じゆう脂しを使ったランプ一つに頼たよって進むことになった。壁は石ではなく土で、曲がりくねって長く続いていた。


「でね、地上の神々は地上への影えい響きようをできるだけ小さくしたかったの。神々が目覚めたことも、〈滅ほろびの女神〉が暴れそうだってことも、ごく限られた人間しか知らないの。でも、天空の神々から隠かくれたり、〈滅びの女神〉と戦ったりするために、本ほん拠きよ地ちはどこかに必要。選ばれたのがここってこと。このオドの町」


　メイヴェーラは一行の先を行き、そう説明する。


「そもそもこの町には語りの神様が眠っていてね。オドラエルっていう。この町の人たちはオドラエルの作った部族の子孫で、オドラエルが眠りについてからもずっと、魔法使いたちが中心になってオドラエルへの信しん仰こうを守っていたの。いつかオドラエルは目覚めるからって。で、オドラエルとかシャラサラとか、地上の神々とかが目覚めたとき、どこか天空の目から隠れられる場所はないかって探したんだけど、それならオドの町がいいかもしれないって話になったの。ここなら、町の人たちはみんな敬けい虔けんなオドラエルの信者で、結束も固いし秘密も漏もれない」


「ふぅん……この町の人は、みんな、オドラエルの信者なのか？」


　メイヴェーラは立ち止まって、ディディウスを振ふり返った。ランプの灯も動いて、ふ、と闇やみに残像を残した。


「そうよぉ。昔はそれが普ふ通つうだったの。でも、こういう町や村は、最近すっごく少なくなった。神々が寝ねている間に幾つも戦争があったでしょ？　だから、負けた部族は、自分たちの神が眠っている先祖伝来の土地から離はなれなくちゃいけなくなって、信仰を捨てることもあったの。──でも、ここは長くエルクレイダの土地で戦争もなかったし、この前の戦争ではミュドラネについたおかげで自治が許されたしで、昔のまま残ったみたい。オドの町の人たちはみんな、神様が目覚めたってこと知らされて、メイたちに協力してくれているの」


「じゃあ、なんでこんなふうにこそこそ移動してるんだ？」


　ディディウスは宿の主人の無愛想な顔を思い出して言った。町の人間が皆みなオドラエルの熱心な信者なら、別にここまでこっそり案内される必要はなかったのではないかと思う。


「だって、オドは宿しゆく場ば町だもの。旅人も多いのよ？　そんなところであんまり派は手でなことできないわ。天空の下僕しもべだって、どこに潜ひそんでいるかわからないもの。あの市場は、オドの表の顔。裏の顔は、外の人間には見せないの……さあ、もう着くわ」


　メイヴェーラの言葉の通り、行く先に小さな光の点が見え、近づくにつれて大きく、強くなっていった。


　それは、外の光の射さし込む、四角い出口だった。


「これがオドの裏の顔──」


　メイヴェーラに続いて、ディディウスが外に出た。


　強い風が頰に当たる。見たり考えたりするより先に、緑と土の臭いを胸いっぱいに吸い込む。


　暗いところから急に明るい所に出て眩くらんでいた目が、徐じよ々じよに光に慣れてくる。


　そこは、広い草原だった。


　風がびょうびょうと夏の草を撫なでていく。


　ディディウスはよろりと草原に足を踏ふみ出した。


　草原はなだらかに下り、遥はるか下ではその一部が耕たがやされ畑となっている。畑の近くには数すう軒けんの民家があり、人が働いているのが小さな黒い点となって見える。草原の果ては森となり、森はやがて山やま裾すそを這はい上がり、山は緑豊かな盆ぼん地ちを隙すき間まなく囲んで連つらなっている。


「ど──どうして」


　ディディウスは背後を、自分が今出てきた方を振り返った。そこには、巨きよ大だいな岩山がそびえている。岩いわ肌はだに四角い小さな出入り口が一つだけぽっかり口を開けていて、ディディウスは今そこを通ってここに出てきたのだ。


「この岩山で、表の方からは見えないの。でも、ここも確かにオドなの。町の人たちは最初は別に隠していたわけじゃなかったらしいんだけど、そのうち治安があんまりよくなくなってね、じゃあどうせなら隠しちゃおうってことになったの。出入り口は一つしかないから、万が一攻せめられても出入り口潰つぶしちゃえばいいし。何百年か前にも、そうやって戦争凌しのいだんだって」


　家と畑があるのとは別の方向から、白い塊かたまりが草の斜しや面めんを上ってきた。羊と、羊飼いだ。羊飼いの男は、メイヴェーラの方を見て帽ぼう子しを取って挨あい拶さつした。メイヴェーラもそれに応こたえた。


　彼が近づいてくる前に、メイヴェーラはディディウスの耳元で素す早ばやく囁ささやいた。


「あのね、オドの町の人たちは、〈滅びの女神〉のことは知らないの。ディディのことも、ただ、メイの友達が来るっていうふうにしか伝えてないの。


　──ルゥお爺じい、ディディよ、言ったでしょ」


　メイヴェーラはそばにきた羊飼いににこりと笑いかけ、ディディウスを紹しよう介かいした。老いた羊飼いは、ぎゅっと目を細め、目め尻じりに細かな皺しわを作って笑った。


「ようこそ、お客人。お待ちしておりました。どうぞ、神々がお待ちです」


　老人の案内で、ディディウスは斜面を下り、畑の間の細い道を歩き、何軒かの家が集まった集落の一つを通り抜けた。子供たちは好こう奇き心しん一いつ杯ぱいでディディウスらを見て、ひそひそと語り合い、大人たちに叱しかられて頭を引っ込めていた。大人たちはメイヴェーラに丁てい寧ねいに挨拶し、ディディウスにも頭を下げた。ディディウスも慌てて頭を下げながら、なんだか夢の中にいるような心地がしていた。この町の人々は、おそらく最初は驚おどろきとか衝しよう撃げきとかがあったにしろ、今は神々とともに歩むことを日常として受け入れているのだ。


「……なあ、メイ」


「ん？」


　弾はずむ足取りで畑の間の小道を行っていたメイヴェーラが、くるりと回ってディディウスを振り返った。白い麻あさのスカートが、涼すずしげに膨らんだ。


「昔って、もしかしてこういう風だったのか？」


「昔？」


「だから、ほら、神様と人間たちが一いつ緒しよにいた時代」


「ああ、そうね。こんな感じだったかな。懐なつかしいなあ──」


　メイヴェーラが目を細める。二万年の歳月に、目を細めている。世界は美しく完かん璧ぺきで、永遠に続くものと思われた時代──


「綺き麗れいなところだな」


　ウィルゴが、ため息をついて言った。彼女も同じ思いだったのかもしれない。収しゆう穫かくを待つ畑に、飛び交かう虫に、鳴く鳥に、美しい背の低い家々に、何か言いようのない感かん嘆たんと──居心地の悪さを感じていたのかもしれない。


　場ば違ちがいなところに迷い込んでしまった異い邦ほう人じんの気分だ。


　ミュドラネ人は元々ピュエラ半島の住人ではない。よそから来たミュドラネ人がピュエラ半島の色々なものを変えた。戦争で領土を拡大し、住民を追い出しもした。改宗を迫せまるようなことはあまりなかったが、帝てい国こく支配下に入り、人々の生活は変わり、生活の変化は信仰の在あり方かたをも変えたはずだ。


　何が良くて何がいけなかったかなどわからない。ただ、確実に、帝国の支配下でピュエラ半島は変わってきた。


　神々は、それをどう思っているのだろう？


　やがて、道は森に入った。案内人の羊飼いはディディウスらを置いて道を引き返し、ディディウスはメイヴェーラと一緒に森の中のあぜ道をまっすぐ進んだ。


　木々の葉と葉の間から落ちる光は優やさしかった。夕暮れが近づいている。ずいぶん歩いていたことに、ディディウスはやっと気づいた。羽虫がぶぅんと音を立てて耳元をよぎっていく。


　そして、何の前まえ触ぶれもなく、道は終わった。


　森の中に、草地が開けていた。真ん中には巨きよ大だいな木が生えている。非常に太く、背の高い木だ。幹を囲むには、大人が何十人手を繫つないでも足りないだろう。枝えだ振ぶりも立りつ派ぱで、見上げても青空がほとんど見えなかった。


　そして、その巨木の根本に、一人の男が微睡まどろんでいた。


「あら、オドラエルったら！」


　メイヴェーラが寄っていって頰ほおを抓つねると、男は丸っこい目を開けて、髭ひげ面づらを穏おだやかに微笑ほほえませて何事か言い、ディディウスの方を見て、低い、落ち着いた声でまた何か言った。


　だがそれはミュドラネの言葉でも、エルクレイダの言葉でもなく、ディディウスは戸と惑まどうばかりだ。メイヴェーラが横から口を出した。


「ようこそって言ってるわ。オドラエルは昔の言葉しか喋しやべれないの」


「あ──えっと、初めまして。ディディウスです──ええと、オドラエル様……ってことは、」


「オドラエルは、オドの町の守護者よ。オドの祖先はオドラエルが作って、守ってきたの」


　オドラエルは巨体を起こし、座り直して、ディディウスや、その後ろのウィルゴ、ノクス、それにダークロアにも自分の前に座るよう促うながした。


「オドラエル」


　メイヴェーラがオドラエルと、また数語交わした。メイヴェーラは顔をしかめ、オドラエルはそれを慰なぐさめるように腕を叩たたいた。


「どうしたんだ、メイ？」


「他の神々は、ギャンダルフィッハのことで忙いそがしいから、今はオドラエルしかいないんだって。戻るのは夜。みんなが帰ってきたらギャンからどうやって〈種〉を取り戻すかっていう話し合いをするから、それまでにオドラエルにギャンのことや〈滅びの女神〉のことを説明しておいてもらわないといけないんだけどー……」


「？　何か問題でもあるのか？」


　ディディウスは勧すすめられるままにオドラエルの向かいに座り、メイヴェーラに聞いた。メイヴェーラは頭の痛そうな顔で言った。


「長いのよ、オドラエルの話は」


「…………」


　オドラエルは、濃こい髭ひげの生えた顔を子どものようにほころばせて、優しい目でディディウスを見つめている。その額には尖とがった短い角が突つき出ていたが、恐おそろしいというよりは、どこか滑こつ稽けいな感じがした。それでも、はちきれんばかりの力強い雰ふん囲い気きが熊くまのような巨体から滲にじみ出ていて、彼が力を秘ひめた人ならぬ存在であることを明らかにしていた。


　聞き慣れない言葉で、オドラエルはディディウスに語りかけ、手を伸のばした。


「!?」


　ディディウスは巨大な手に腕を摑つかまれ、強ごう引いんに引き寄せられた。


　分厚い胸むな板いたに顔が埋うまる。暴れようとすると、大きな手に背中を撫でられた。


　そうされると、なぜだかほっとして、温かいものが胸に広がった。


「何をするんだ？」


「大丈夫よ。ダークロアもあとで説明してもらえるから」


　しばらくはそういうダークロアとメイヴェーラのやりとりが聞こえていたが、すぐに気にならなくなった。


　ディディウスは目を閉じた。とても心が安らいでいた。身体からだから力が抜け──


　そして、意識は深い闇やみの中に落ちた。







◇◆◇







　落ちていく、どんどん落ちていく。


　その意識が、ふわりと、どこかで止まる。硬いもの、地面のように硬いものの上で止まる。


　ディディウスは目を開けた。そこには地面があり、空があり、そして〈樹き〉があった。


　ディディウスは、最初、それが樹木であるとは認にん識しきできなかった。


　ただ、緑色の壁かべだと思った。次に、それがひどくでこぼこして、緑の植物で覆おおわれているのに気づいて、ああ、山なんだと思った。最後に、視線を上げて、枝や葉が青い空を覆っているのを見て、やっと樹木であることに気づいた。


　それはたった一本の〈樹〉だった。その影かげの下に幾いくつもの都市が完全に入ってしまうほど大きく、太く、古かった。


〈樹〉からは、あらゆる種類の植物が生えていた。杉すぎも、柳やなぎも、樫かしも、柏かしわも、どんな種類の木もあったし、どんな種類の花もあった。〈樹〉の樹皮が傷ついたところからは樹液が流れ出て小川を作り、やがて大河となって大地に曲がりくねりつつ続いていた。その枝はどのような大木の幹よりも太く、縦横に絡からまりあい、天に向かって、あるいは地に向かって伸びていた。根は時に隆りゆう起きし、小山を作り、また地面に潜もぐり込んで、あらゆる大地の奥深くに張っていた。


「これは、〈樹〉だ。天と、海に今もあり、そしてかつては地上にもあった〈樹〉」


　聞き慣れない、だが聞いたことのあるような声に振ふり向くと、オドラエルが立っていた。その口から出てくる言葉は、ディディウスにはミュドラネの言葉のように思えた。だが彼はミュドラネの言葉が話せなかったはずでは？


　オドラエルは、優しそうな黒い瞳ひとみを、きらりと輝かがやかせた。


「私と君の心を直接つなげたよ。これは、私が覚えている時代の光景。私は過去を現在に伝える者……昔すぎて神々ですら覚えていないような過去を、語り伝える唯ゆい一いつの者」


「これは、昔の光景ってこと？」


「さよう。すべてが完璧で、あらゆる希望に溢あふれていた時代。けれど私たちは過あやまちを犯おかした──それを過ちとは呼びたくないが」


「過ち──って？」


「見よ。私たちの母なる三本目の〈樹〉を」


　ディディウスはもう一度〈樹〉を見た。鳥が飛び、獣けものが走り、妖よう精せいが戯たわむれ、そして神々は世界を守り、導き、幸せだったその時代、地上に生えていた〈樹〉。


「？　あれは──」


〈樹〉の根本に、幾つかの影が現れた。それは人には持ち得ない輝きを全身から放っていた──神々だ。


　神々は〈樹〉の幹を登り、やがて枝の一本に達すると、その充じゆう分ぶんに太い枝の上を歩き始めた。彼らの手には鋭するどい輝きがあった。鋭く、何故なぜかぞっとする輝きだった。


　やがて、彼らは樹上のある地点で立ち止まり、何事か囁ささやいた。鋭い光が一ひと際きわ強く輝いた。そして──


　そして、枝から分かれて生えていた、細い、指先ほどの太さの枝を、切った。


「…………切った」


　ディディウスは呟つぶやいた。別におかしいことではない。ごく普ふ通つうの動作だ。枝を切った。


　だが、何かとても大きな意味があるような気がした。


「私たちは、枝を切った」


　オドラエルの声には、畏おそれが含ふくまれていた。


「私たちに許されていたのは、ただ実を採とることだけだったのに。私たちが生きていくにはそれで充分だったのに、私たちは、枝を切った」


「……どうして、枝を切ったの？」


「私たちは世界とともにあり、世界を守り、導みちびいていた。だが、それだけでは満足できなくなった。だから〈樹〉の創造の力を盗ぬすんだ。枝を切って、それを粘ねん土どの中に埋め込んだ。そして、＊＊を作った」


「え？　何を作ったって？」


　オドラエルは、聞き返すディディウスを見下ろし、諦あきらめを含んだ声で呟いた。


「始まりに関することは耳にできぬか……仕方あるまい、他の大たい抵ていの神々でさえそうなのだからな」


「？　始ま……うあっ」


　ざあああああああああ、と風が吹ふいた。突とつ風ぷうが駆かけ抜ぬけたあと、〈樹〉はすでに葉を持たなかった。小川のように流れていた樹液はなくなり、樹皮に生えていた植物も枯かれた。


　そして、〈樹〉が、枯れた。


　抜け殻がらのようになった〈樹〉のうつろを、風が吹き抜けた。葉はすべて落ちていた。新しい風が吹くたび、枝が折れ、地面を転がった。


「──〈樹〉が」


「そう、枯れた。私たちは枝を切り、〈樹〉の怒いかりに触ふれた。〈樹〉は私たちに力を与あたえるのをやめた。海界から〈樹〉の苗なえ木ぎを譲ゆずり受け植えても、もはや根づくことはなかった。真なる力の供きよう給きゆうを断たれ、私たちの命は尽つきることとなった」


　枯れた〈樹〉はやがて塵ちりとなって風の中に消えた。


「ごくまれに、地上には〈樹〉の枝の力が色いろ濃こく出る者が生まれる。地上に残された妖精たちは、そういう力を持つ者を慕したう。彼らの魂たましいに刻み込まれた古い時代の記き憶おくが、彼らに〈樹〉の匂においをするものを慕わせるのだ。つまりな、人の子よ」


　オドラエルは、太い指で涙を拭ぬぐってディディウスを見つめた。


「それが、〈大地に愛されし者〉だ。〈滅びの女神〉は〈滅び〉そのもの、彼女を傷つけることができるのは、〈創造〉の力だけ」


「ちょ──ちょっと待って、わけわかんなくなってきた！　なんなの、その〈創造〉の力って！」


「かつて地上に生えていた〈樹〉の欠片かけらが、おまえの身体に眠っているということだ。かつてはギャンダルフィッハにもあった力だ。だが彼は〈滅びの女神〉に死を奪うばわれ、それと同時に生をも奪われた。だから彼に〈創造〉の力はもう使えない。他の〈大地に愛されし者〉は、皆みなギャンダルフィッハに殺された。もう、おまえしかおらんのだ」


「で、でも、そんな力なんて俺何にも感じないよ！」


「大丈夫だ。それは普ふ段だんは眠っている。私が目覚めさせよう。さあ、怖こわがらずに、力を抜いて」


「え、ええと」


　ディディウスはオドラエルの言葉を拒こばみたかった。わけのわからない状じよう況きように身を任せる気にはなれない。だが、身体からは自然と力が抜けて、抵てい抗こうの気力は根こそぎ奪われた。


　オドラエルは、ディディウスの手を取った。太い指が、ディディウスの掌てのひらの真ん中を指す。不思議な歌が、オドラエルの口から出てくる。心ここ地ちよい声──


「力は、すぐに使える形で引き出そう。たいていは、弓や、剣の形を取る。ギャンダルフィッハも、素す晴ばらしい力の持ち主だった。彼の場合は、角つののような、美しく鋭い槍やりとなって現れた」


「う」


　急に、ディディウスは掌に熱を感じた。いきなり蠟ろう燭そくの炎ほのおを押しつけられたような、痛みを伴ともなう熱さだ。ディディウスは手を引っ込めようとした。だが、オドラエルの力強い腕はそれを許さない。ディディウスの視界は暗くなる。がんがんと頭が痛む。


　──熱も、痛みも、突とつ然ぜん終わった。ディディウスはその場にくずおれた。息を切らしてオドラエルを見上げると、彼はひどく驚いたような顔をしていた──目をまんまるくして、口をあんぐり開けて。


「？」


　オドラエルの視線を追って、ディディウスは自分の手を見た。


　掌から、カミツレのような、細い茎くきと細かい葉と小さな花を持つ植物が生えていた。


　非常に可愛かわいらしい植物だ。なんというか、一ひと握にぎりしたら潰つぶれてしまいそうなくらいだ。


　ディディウスは試ためしに手を握ってみた。





　ぷち。





　おや。本当に潰れた。


　ディディウスもオドラエルも、しばらく何も言わなかった。


　気がつくと周囲の光景はまた変わっていて、すでに〈樹〉はなかった。今のオドラエルの心情を反映しているのか、なんだか灰色と黒と桃もも色いろの、子どもの落書きみたいなぐちゃぐちゃした地面と空だけがどこまでも続いている。


「…………これで、〈滅びの女神〉と戦うの？」


「…………」


「ギャンダルフィッハの時は、立りつ派ぱな槍だったんですよね？」


「…………」


「あのー」


　オドラエルは、思案げに顔をしかめて、明後日あさつての方向を見た。














二章　戦場の残像







　大きな、槍だった。


　切っ先は天を突つかんと鋭く尖とがり、持ち手は自然と手になじんだ。


　材質はまったくの謎なぞだった。何か動物の骨か、牙きばかとも思われたが、穂ほ先さきも柄えも一ひと繫つながりでつなぎ目はなく、それがまた不思議だった──たった一本の牙や骨からこれほど巨きよ大だいな槍を造り上げられるとは、到とう底てい思えなかったからだ。


　実際、それは牙でも角でも骨でもなかった。地上のどのような生き物の牙や骨や角よりも硬かたく、鋭く、美しかった。


　それは〈樹き〉の枝だった。もっとも、樹木を思わせるところはまったくなかったが。


『女神を倒たおすために、枝はその姿を変えたのだ』


　神々の一柱はしらがそう言った。誰だったかは忘れた。


　そうだ、とギャンダルフィッハは思った。どうせなら全て忘れてしまえば良かったのだ。


　なのにギャンダルフィッハはまだ色々なことを覚えていて、その空っぽの頭ず蓋がい骨こつの裏側に、みっともない記憶を、皿について落ちない残飯みたいにこびりつかせている。


　ギャンダルフィッハは目を開けた。そこは過去の輝かがやかしい夢の世界ではなく、現実の闇やみの中だった。


　狭せまい部屋に、彼はいた。窓のない部屋だ。扉とびらも閉めて、光は一いつ切さい入らないし、空気はそよとも動かない。光が入れば影かげができる。影ができればシャラサラに見つかる。空気が動けば風となる。風が吹けばメイヴェーラに見つかる。だから闇の中に、彼は凝ぎよう然ぜんと座り続ける。


　かた、と彼以外誰もいないはずの空間で物音がした。


　かたかた、と音が続いて、ギャンダルフィッハの手に硬く冷たいものが当たった。


　ギャンダルフィッハはそれを拾い上げた。


　闇の中でも、彼にはそれが何かわかった。〈滅びの女神〉を封ふうじた〈種〉だ。


　ギャンダルフィッハの歌声は、一つの魔ま法ほうだった。傷を癒いやし、大地を癒し、そして〈滅びの女神〉すら癒す。だが〈滅びの女神〉の力は癒しを拒む。〈滅びの女神〉自身の意思とは関係なしに、彼女の〈滅び〉の力は癒しを拒み、鎧よろいを勝手に殻からに変え、その内に閉じこもる。ギャンダルフィッハの歌声だけが〈滅びの女神〉の心を揺ゆさぶり、彼女を封じ込める。


　だが、今度の殻はごく薄うすい。自力ではまだ出て来られないが、意識はもう取り戻した。そう、この殻の中で、〈滅びの女神〉はもう目覚めている。


「……おはようなのじゃね」


　ギャンダルフィッハは言った。


「地上の神々に、何日か前に二通目の手紙を出したのじゃね。取引の方法を教えたのじゃね。最初にディディ・ディディを殺させて、我わが輩はいがそれを確かく認にんしてから、神々に会うのじゃね。そうしたら、神々は我が輩に頼たよる他ほかなくなる。だって、〈滅びの女神〉を殺す力を持つ者は、ディディ・ディディが死んだらもう我が輩だけになるのじゃから」


　いかにもつまらなさそうな、熱のこもらない話し方。


　つまらなくて、くだらなくて、どうしようもなくて、ただ気を狂くるわせるだけの現実に、彼は倦うんでいた。そして今も倦み続けている。いくつかの計画を巡めぐらし、実行に移す時だけ、彼の心はわずかに晴れる。ほんの少しずつではあっても、理想とする現実に近づいているのだと思えるから。


　しかし心が本当に安らぐことはない。決してない。だから心安らぐ時を求めて、彼は蠢うごめき続ける。


　その彼の手の中で、〈女神〉は突然激しく暴れ出した。がん！　がん！　がん！　と大きな音が立て続けに響ひびく。怒りだとか、憎にくしみだとか、そういった感情が限界を超こえて弾はじけたような音だった。ギャンダルフィッハの掌にも、びりびりという、痺しびれるような感情の波が伝わる。


　その激情を愛いとおしむように、ギャンダルフィッハは〈種〉を撫なでる。


「殻が割れてしまうのじゃよ」


　殻の内側から、あざ笑うような調子の声が、声こわ高だかに叫んで応こたえた。


『割れればいい！　割れたならばもはや待たぬ、十年待つも一年待つも同じこと、おまえらはいつも最後には私を裏切る！』


「裏切られるのは、信じた罰ばつなのじゃね」


　ギャンダルフィッハの返答に、くっ、と〈女神〉は笑った。泣くように笑った。本当に泣いていたのかもしれない。血も涙もなく恐きよう怖ふをまき散らす〈滅びの女神〉の声は、そのとき、掠かすれ、震ふるえていたから。


　だが、すぐに甲かん高だかく弾ける笑い声がその涙の気配を拭ぬぐい去ってしまう。〈女神〉は声を上げて、己おのれと、己の周りのすべてを笑った。闇に抱だかれた空間に、その哄こう笑しようだけが延えん々えんと反はん響きようした。


〈女神〉を慰なぐさめるように、ギャンダルフィッハは歌い始めた。優やさしい時代の優しい歌を。すべての生き物が幸福で、調和がとれて、完かん璧ぺきだった時代の、今はもう遥はるか遠い歌を。歌は〈滅びの女神〉に昔を思い出させる。その怒いかりを和やわらげ、その悲しみを洗い流してしまう。けれど彼女はそれを拒む。だから彼女は両耳を塞ふさぎ、夢の彼方かなたに落ちるより他なくなる。


　やがて種はこそりとも音を立てなくなった。静せい寂じやくが狭い部屋を支配して、ギャンダルフィッハは目を閉じた。


　そして、また微睡まどろんだ。


　破は滅めつの目覚めるときは、もうすぐ。







◇◆◇







　ノクスは一軒の民家の軒先に座り込んでいた。


　その家は、オドの町の人たちがディディウスらに滞在中好きに使うようにと貸し与えてくれた家だった。この地方特有の赤い石を積んで白土で固めた、小さいが美しい家だ。


　森の奥で、神オドラエルとディディウスは「話し合った」らしい。傍はたで見ていたノクスには、ただディディウスがオドラエルに抱きしめられて眠ったようにしか見えなかったが。


　とにかくしばらく経たってディディウスは目覚めた。で、その話し合いの結果が、ノクスやダークロアにも伝えられた──つまり、ディディウスには〈滅びの女神〉ときちんと戦うだけの力がなかった、ということが。


　そのあとは、もう何がなんだか。今いま頃ごろは森の中に神々が集まって、そのことについて話し合っているはずだ。ディディウスとウィルゴもさっきまではその話し合いに加わっていたのだが、今は家の中で休んでいる。


　ノクスは、一人で外に出てきた。ちょっと考えたいことがあったのだ。


『お久しぶりですね、殿でん下か。ノルフェウス王子』


　囁ささやかれた声が、耳を擽くすぐる呼こ気きとともに思い出される。


　ノクスは、ごち、と頭を後ろの壁かべにぶつけた。


　ノルフェウス王子。何年も聞かずに過ごしてきた名だ。それはエルクレイダ王国の何百何十何代目かの王になるかもしれなかった王子の名で、何年も前に死んだことになっている少年の名で、つまりはノクスの大昔の名だった。


　エリン地方に入ると決まった時点で、こうなる可能性は考えていた。だが、王子時代のノクスに仕えた者はほとんど処しよ刑けいされているし、その他の、ちょっと王宮に仕えたことがある程度の者では、王子の顔をじろじろと真っ正面から見る機会などそうなかったはずだ。もしもめざとい者がいたとしても、なんとかごまかせるだろう──そう思っていた。


　だが、今回は相手が悪かった。


　オドの町でノクスに声をかけてきた男の名は、ウィスシュゲル家のアエス・リド。エルクレイダ王国の最後の神官長だ。ノクスのこともよく知っているし、何より王子時代のノクスと敵対していた。エルクレイダの王宮内が正せい妃ひエレノラと王子ノルフェウスとに分かれて密ひそかに争った時代、アエス・リドはエレノラの側についたのだ。


　そのアエス・リドが、今再びノクスの前に姿を現した。


『お忘れですか？　ウィスシュゲル家のアエスです』


　忘れるわけがない。小さい頃ころに、エルクレイダの歴史やら何やらを教え込まれた相手だ。いわば、アエス・リドはノクスの教師でもあったわけだ──エレノラの子どもが生まれた途と端たん、与くみしやすしと見てそちらに乗り換かえていったが。


　ウィスシュゲル家は王家の分家である。そもそもエルクレイダ王家は地上神の血を引いているという言い伝えがある。真しん偽ぎのほどは定さだかではないが、初期のエルクレイダ王家の者が、眠れる神々の声を聞く特別な力を持っていたことは事実らしい。その力のため、王家の者は実質的にほとんど魔法使いだった。魔法使いは神々の声を聞き、その眷けん属ぞくたる妖よう精せいを使し役えきするが、王家の者はまさにそういった力を、しかもとりわけ強力な力を持っていたのだ。神官とか巫女みことかいうのは、そういう魔法使いだらけの王家の中で、特に神に仕えるべく選ばれ、身を潔けつ斎さいした者のことである。


　だが、時の流れとともに血は薄まり、今は分家のウィスシュゲル家に何十年かに一度そういった力の者が現れるだけになった。彼らは例外なく神官長の位につき、王家と民のために神の声に耳を傾かたむける。エルクレイダでは神しん託たくが重要視され、祭と政まつりごとは非常に近い関係にあったから、当然ウィスシュゲル家も代々政治に近しいところにあった。


　その中でも、とりわけアエス・リドは政治への興味が強く、権力にすり寄っていく傾けい向こうが強かった。


　だが、そのアエス・リドも、先のミュドラネとの戦争では対処を過あやまったと見える。さっさとエルクレイダを捨ててミュドラネに鞍くら替がえすれば権力の幾いくらかでも維い持じできただろうに、彼はそれをしなかった。いつまでもエルクレイダの繁はん栄えいを信じ、新参者の支配者に膝ひざを屈くつするのを潔いさぎよしとしなかった。


　エリンの城が落ちたあと、アエス・リドも姿を消した。


（とっくの昔に死んだと思ってた──）


　だが、彼は生きていた。そして、ノクスと巡り会った。ボロを纏まとい、垢あかだらけの顔を狂きよう気きじみた笑みで歪ゆがませて。


『お笑いですか？　私がこのような身なりで──あなたも変わられたようですがね。驚いてらっしゃいますね。何故なぜ私がここにと？　あなたこそどうしてこちらに？　ああ、お答えにならずとも結構です。私には神の加か護ごがある。神が私に教えてくれたのです。そっとね。本当は秘密だけれど、おまえにだけは特別だと。ええ、ええ、私にはわかっています、あなたが何故ここに来たか──』


　それだけだ。アエス・リドが言ったのはそれで全部。指を震わせ、かつての威い厳げんある面おも持もちをほとんどうち捨て、しかし瞳には底知れぬ強さを秘ひめて、彼はそう言い、鼠ねずみのように素す早ばやく去った。


　ノクスは、彼に摑つかまれた肩かたに触ふれた。まだ痛みが残っているような気がした。


（彼は、知っている……？　どこまで？　神々のことも？）


　アエス・リドは恐おそろしい男だった。精力的で、野心家で、強ごう引いんで大だい胆たんな男だった。何かをたくらんでいるのかもしれない。だが、もしかしたら何もたくらんでなどいなくて、すべては妄もう言げんで、ノクスと再会したのも偶ぐう然ぜんに過ぎなかったのかもしれない。


　さらに気になるのは、アエス・リドの印象があまりにも変わってしまっていたことだ。単に身を持ち崩くずしたというだけのことではない。生気がまったく感じられなかったのだ。こちらを見つめてきた輝かがやきのない黒目と黄ばんだ白目が、今もはっきりと思い出される。


（まるで、死人が目を見開いているような──）


「おい」


　横から肩を小こ突づかれて、ノクスは姿勢を崩し、地面に手をついた。見ると、すぐそばにダークロアがカンテラを持って立っている。


　抗こう議ぎを籠こめて睨にらむと、ダークロアは謝あやまりもせず、隣となりに腰を下ろしてきた。


「あれ、誰だ」


　ダークロアは、いきなりそう言った。ノクスは答えなかった。


「何が『食べ物分けてあげただけ』だよ。知り合いだったんだろ。雰ふん囲い気き普通じゃなかったぞ」


「…………」


「言えよ。……ウィルゴちゃんも心配してる」


　渋しぶ々しぶ、ノクスは男の名を口にした。


「アエス・リド」


「……なんか聞き覚えあるな」


「神官長」


「！　思い出した、あの男生きてたのかよ。で、なんだって？　何か言われたんだろ？」


「……特に、何も。ただ、俺が来るのはわかってたって。神々の加護で……」


「加護？　でも、オドラエルはアエス・リドのことなんか一言も言ってなかったぞ。……神の加護か。アエス・リドが仕えたのはどの神だ？　ええと、エルクレイダで一番重要な神は王家の神だな。エリン王家の神は……」


「王家の神はエリ・リフ・オルダ。エルクレイダの始し祖そで、半人半神の英えい雄ゆうだよ。天の神々と壮そう絶ぜつな戦いを繰くり広げて死んだけど、今も海界で子孫を見守っているって教わった」


「つまりエリ・リフ・オルダはもう地上にはいないってことだな？　なら他の神々は？　特にアエス・リドが熱心に仕えていた神はいるか？」


　ノクスは目を細め、昔の記き憶おくを掘ほり起こした。


「彼はウィスシュゲル家の守護神にもよく仕えていた。眠りの神イルマ。詳くわしいことはわからない……ウィスシュゲル家の守護神で、夢の中にたまに現れて神託を残していくってことくらいしか。他の神々と同じように眠っていて、今回一いつ緒しよに目覚めたのかもしれない」


「……とにかくオドラエルに確認しに行こう。いいな？」


　ノクスは項うな垂だれた。ダークロアの手が、背中を叩たたく。


「大丈夫だ。心配するな」


　だが、不意に、ダークロアは顔をしかめて空を見上げた。何かあったのかと、ノクスが同じようにしてその視線を追うと、姿は見えなかったが鳥の羽音が聞こえてきた。


「……梟ふくろうかな。どうかしたの、ダークロア」


「いや、なんか気になって」


「鳥のこと？」


「鳥も気になるけど、そもそも、おまえがアエス・リドに会ったってことが」


「？」


「俺も、前に似たようなことがあってな。会いたくない昔の知り合いが、急に目の前に現れるっていう。そいつは魔女だった。ご丁てい寧ねいに、俺に死の予言までしてくれた」


「……その魔女とは、どうなったの？」


　自らの答えを求めるように、ノクスはダークロアに尋たずねた。


　ダークロアの答えは、簡かん潔けつだった。


「敵対したから、殺した」


　ノクスは嘆たん息そくし、家の外がい壁へきに頭をごんとぶつけた。











　ウィルゴは夜よ更ふけに目が覚めて、寝しん台だいから下りた。彼女だけは一応女性ということで、一人で一室を与あたえられていた。わざわざ灯あかりをつけるのも面めん倒どうなので、そろそろと、暗くら闇やみの中を手て探さぐりで隣の居間まで進む。居間の燭しよく台だいには何故か灯りが灯ともっていた。誰か起きていたのだろうか？　ウィルゴはあまり気にせず、卓たく上じようの水差しに手を伸のばした。


　その途端、背後でばん！　と音がした──扉とびらの開く音だ。背後で何者かが床ゆかを強く踏ふむ。鋭するどいものが空気を切る、危険な音が聞こえる。


　ウィルゴは咄とつ嗟さにしゃがんだ。卓上の水差しがひどい音を立てて壊こわれた。棒だ──誰かが背後の扉を開けて、ウィルゴを木の棒で襲おそったのだ。


　誰かと言っても、そういうことをしそうなのは一人しかいなかったが。


「やあ！」


　鋭い声とともに、二撃げき目。低い位置にいるウィルゴの頭を狙ねらって、棒の先が突つき出される。ウィルゴはその動作よりも一いつ瞬しゆん早く向き直って懐ふところに入り、左腕で相手の腕を棒ごと抱かかえ込むと、すかさず足を払はらって押し倒たおす。


「いだ！」


　ディディウスは頭を打つが、ウィルゴはさらに容よう赦しやなく馬乗りになって、相手が──ディディウスが割った水差しの欠片かけらをその喉のどに突きつける。


「…………降参？」


　静かな声で囁ささやくと、ディディウスはものすごく不本意そうな顔で、渋しぶ々しぶ負けを認めた。


　ウィルゴはディディウスの上から下りて、割れた水差しの欠片を拾い集め始めた。ディディウスも、頭をさすりながらそれを手伝う。


　二人で黙もく々もくと作業を進めるうちに、ディディウスが言った。


「もしもさ、あんたが俺を殺す気だったら、俺、何回も殺されてるよね」


「……だろうな」


　欠片はあらかた拾い終わったので、今度は零こぼした水を雑ぞう巾きんで拭ふきながら、ウィルゴは答えた。


　ディディウスは拾った欠片を卓上でひとまとめにして、言った。


「剣、教えてくれない？」


「…………」


　ウィルゴは答えず、土ど間まに行って雑巾を絞しぼって干した。


　その背に、ディディウスは頭を下げる。


「教えてください。お願いします」


「君に〈滅びの女神〉に勝つ力がないのは、君が剣を使えないせいじゃない」


　答えたウィルゴの声は、冷たい。


「知ってる。でも、剣で守れるものがあるかもしれない」


「無む駄だだ。〈滅びの女神〉には普通の武器は通用しないんだろう？」


　ウィルゴはディディウスを振ふり返った。


「今君にできることは、ゆっくり休むことだ。オドラエルは、君には〈滅びの女神〉を討うつ力はないが、それでも力の気配のようなものは感じられるとか言ったな？　どういうことか私にはよくわからんが、たぶん、君の力は、誰かを傷つけるような類たぐいのものじゃないんだろう。私と君は違う。私には戦士としての戦い方があるが、君にはたぶん違う戦い方がある……そういうことなんだろうと思う」


「…………」


「寝ねろ」


　ウィルゴはディディウスの横を通り過ぎ、自分の部屋に戻った。


　寝しん具ぐにくるまり、寝台の上で背中を丸めて寝転がった。


（お綺き麗れいないいわけだ）


　自分の台詞せりふを思い返し、吐き気を覚えた。


　ウィルゴには無力で守られなければいけないことへの痛みも、奪うばわれることへの憎にくしみも、よくわかっていた。幼いころ、祖母は不ふ義ぎの子であったウィルゴを虐しいたげたが、祖母が死ぬと、今度は親しん戚せき連中が寄ってたかってやってきて、ウィルゴと兄が受け継つぐべき遺産をかっさらっていった。祖母に体たい罰ばつを受けたときも、為なす術すべもなく財産を奪われ路ろ頭とうに迷って帝てい都とに出てきたときも、いつも兄はウィルゴを守ろうとしてくれた。だから、帝都で貴族に拾われた兄は力を、とりわけ権力を求めたし、ウィルゴはそれを補おぎなうための、より直接的な力を求めた。


　だから、力のない者がどれほど切実に力を欲するか、ウィルゴは知っていた。今、ディディウスがどれほど焦しよう燥そうしているかということにも、気づいていた。


　だからこそ、剣など教えたくなかった。


　剣を習い始めたとき、ウィルゴは、力さえあれば、人としての尊そん厳げんを踏みにじられることも、大切なものを奪われることもないのだと信じていた。


　でも違った。自らの身につけた力は自らに返ってきて、その身を痛めつけた。


　いつまでも終わらない、泥どろ仕じ合あいだ。


（誰かを引きずりこむなんてごめんだ）


　身を守る術がディディウスにとってどれくらい重要かくらいわかっている。わかっているが、教えたくない。自分のなれなかった「無力で平和ないい子」をディディウスに押しつけているのだ。「守られているいい子」。それは周囲の大人や兄がウィルゴに押しつけようとしていた像と寸すん分ぶん違たがわない。


　おそらくは、ダークロアがディディウスに魔法を教えるのを躊躇ためらうのも、同じような理由からなのだろう。


（……くそっ）


　ウィルゴは唸うなって寝返りを打った。


　どうも、結論はすぐには出せそうもなかった。











「あら」


　神々は大木の根本に輪になって座り、話し合いを続けていた。メイヴェーラもその輪の中にいたが、カンテラの灯りが小道をやってくるのに気づいて、目を凝こらした。


「すみませんね、お話中に」


　灯りを持って現れたのは、ダークロアだ。


「どうしたの？」


　メイヴェーラは立ち上がってダークロアの許もとに駆かけ寄った。


「いや、ちょっと聞きたいことがあって……あのですね、この中にアエス・リドって男をご存じの方っていらっしゃいます？」


　ダークロアの問いに、神々の中からオドラエルが立ち上がった。


「おう、アエス・リドか。知っておる。エルクレイダの魔法使いであったな。イルウァに……イルウァは私の眷けん属ぞくの下位神で、夢の女神だが、そのイルウァによう仕えておったそうだ。だが、何年か前に死んだと聞いておるぞ」


「死んだ……で、イルマ様……えっと、正確にはイルウァ様、ですか？　その方はどちらに？」


「イルウァはここにはいない。ギャンダルフィッハを捜さがして夢の世界を飛んでおる。そのアエス・リドがどうかしたのか？」


　他の神々も興味ありげな視線を送ってくる。


「いやあ、町でちょいと見かけまして、どうもこちらのようすを知っているふうだったので、地上の神々に仕えているのかなと思ったんですけど」


「こちらのようすを知っている？　そんなことはない。私たちが目覚めたのを知るのはこの町の者だけだし、その中でも私たちの目覚めた目的を知る者はごく限られている。アエス・リドが実は生きていておまえの目に留まったとしても、彼は町の者でもないし、私たちの仲間でもない。……気になるな、あとで調べさせよう」


「ええ、俺も町の人に聞いておきます。あ、じゃ、それだけですんで。お邪じや魔ましましたー」


　ダークロアは神々に頭を下げ、メイヴェーラに手を振ってその場を去ろうとした。


「あ……ねえ、ダークロア」


　ダークロアのマントの裾すそを、メイヴェーラが摑つかむ。


「ディディ、大丈夫？」


「ああ、気にするな。飯もちゃんと食ったし。今は寝てる」


「……本当に本当に大丈夫？」


　メイヴェーラは重ねて訊きいた。


　力がないとわかったあと、ディディウスはただ呆ぼう然ぜんとして、困こん惑わくしていたようだった。


　ディディウスは〈滅びの女神〉とまともに戦える可能性のあった唯ゆい一いつの人間だった。〈滅びの女神〉と戦う力がなかったのはディディウスのせいではないが、だからといって気にせずにいられるほど、ディディウスは図ず太ぶとくない。


　気にしないでね、と言ったところでそうできるわけではないだろうが、そばにいて、何かしてあげたい。メイヴェーラは、ここを離れられないことがひどくもどかしかった。


「大丈夫。おまえは話し合いをちゃんと終わらせろ」


　気持ちを察してくれたのか、ダークロアはそう言ってメイヴェーラの頭をぽんぽんと叩たたくと、森の小道に消えていった。


「メイヴェーラ、話してくれ」


　深い深い響ひびきを持った古代の言葉が、メイヴェーラにそうせがんだ。


　メイヴェーラは仲間の方を振り返った。


「でも、メイはディディのことが……」


「心配か？　大丈夫だ、魔法使いが言っただろう。さ、ギャンダルフィッハについて、知っていることをなんでも話してくれ。あの子どもに力がないということはわかったが、だからと言って諦あきらめるわけにはいかん。ギャンダルフィッハから〈種〉を取り戻し、次の手を打たねばならない。そのためには、ギャンダルフィッハを知るそなたの話が必要なのだ」


「…………」


　メイヴェーラは戸と惑まどい、神々と、ダークロアが去っていった森の小道とを見比べた。


　もはや、地上に〈滅びの女神〉を倒たおせる力のある者はいない。〈滅びの女神〉を倒すには、ギャンダルフィッハに殺された力ある者たちが転生してくるまでの時間、待たねばならない。何年かかるか、何十年かかるかわからない。なのに封ふう印いんはたった数十日しか保もたない。地上の神々は、〈滅びの女神〉をギャンダルフィッハから取り戻し、その封印を長引かせる方法を、何か考えなければならないのだ。


　メイヴェーラはそういった事情を考え、そして──


「やだ！　メイはやっぱりディディのとこ行くのー！」


　あっさり決断し、小道に向かって駆け出した。


　だが、すぐにころぶ。見れば、くるぶしに草が絡からみついている。


「ミードレースね!?　やめて、メイは行くんだからー！」


　ミードレースと呼ばれた小こ柄がらな女性の姿をした神が、その細い目をさらに細めて言った。


「だめじゃぞぅ、メイヴェーラ。皆みなで話し合うのが先じゃぞぅ」


「やー！　やだー！！！」


「ほいよ」


　ミードレースは細い腕を一ひと振ふりして、その辺りの枝や草を操あやつり、メイヴェーラを吊つるし上げた。


「きー！！！！」


　大きな柳やなぎの木の枝に胴どう体たいを縛しばり上げられ、メイヴェーラが手足をばたばたさせる。その下に影かげを司つかさどるシャラサラが寄り、嘆たん息そく混じりに言った。


「頼たのむ、メイヴェーラ。そなたがギャンダルフィッハと一番親しかったではないか。力を貸しておくれ。あれはどこにいると思う？　取引を持ちかけては来たが、あれは本気であろうか？」


「ぷーんだ、こんなことされても教えてあげないもーん！　何さ、みんななんかメイのこと放ほっておいたくせに！」


「好きで放っておいたわけではない、色々と警けい戒かいすることが多くて身動きできなかったのだ」


「知らない知らない知らなーい！」


「……そなたの話がどのようなものであっても、我らはあの子どもを殺したりしない」


「！」


　無視を決め込もうと思っていたメイヴェーラは、シャラサラの言葉に敏びん感かんに反応した。


「そなたが先に来たのは、あの子どものために安全を確認しておきたかったからであろう？　ギャンダルフィッハの第二の要求の内容を知って、それで我らにあの子どもを傷つける意思がないか確認するために、あの子どもらの先を行って、ここに来たのであろう」


　新しいギャンダルフィッハの要求は、神々がディディウスを殺すこと、だった。ギャンダルフィッハはディディウスの死を確認したら神々の前に姿を現すと言ってきたのだ。


　メイヴェーラはしばらくはむすうっと頰ほおを膨ふくらませていたが、そのうちこれでは事態が一歩も進まないことに気づいて、しぶしぶ話し始めた。


「……ギャンは本気よ。いつだって本気。今回だってそう。みんながディディを殺さなかったら、ギャンは本当に〈滅びの女神〉をどっかメイたちの知らない場所で目覚めさせるつもりだわ。そしたら〈滅びの女神〉が暴れて大変なことになっちゃうけど、ギャンは気にしてない。あ、で、でもね、だからってディディを殺したりなんかしたら、メイは許さないんだからね！」


　最後に慌あわてて付け足す。


「いくらディディに力がなくって、みんなにとって利用価値がなくなっちゃっても、メイはそんなの絶対、絶対、ぜええええええったいに許さないんだから！」


「わかっている。私たちは地上に生きる者を、ただ必要なくなったからという理由で殺すようなことはしない」


「……ほんと？」


「本当だ。さて、ならばギャンダルフィッハについてわかる限りを教えてくれ。あのミュドラネ人の子どもをどうするかは、それから決めよう。どうするにしても身の安全だけは保ほ障しようする」


　メイヴェーラの身体からだから、柳の枝が離れていった。解放されて、メイヴェーラは足からとんと地面に降り立つ。


「……わかったわよぅ。じゃあ、どこから話そうか？」


「生おい立ちから。我らはあれのすべてを知らねばならない」


　メイヴェーラは頷うなずき、一息ついて──縛られた足をわざと痛そうにさすってミードレースを睨にらみ付けたりして──話し出した。


「ギャンが生まれたのは、漆しつ黒こく山脈の中の、小さな村だった。お父さんはいなくて、お母さんはギャンに歌を教えてくれた」


　メイヴェーラは目を閉じた。かりそめの肉体から、過去の世界へと意識は飛ぶ。長い時のヴェールをくぐり抜ぬけ、細切れの記き憶おくの欠片かけらにたどり着く。


「……お母さんはすぐに亡くなった。ギャンはひとりぽっちになって、村を出て、町に行った。そこで歌を歌って生きていたの。ギャンの歌はとっても素す敵てきなの。でも、あの時代は」


　断片的だった記憶がつながり、影を帯びる。それは時代の影だった。


　闇やみが恐おそろしくなって、メイヴェーラは目を開け、額を押さえた。


「あの時代は……普ふ通つうの時代じゃなかった。〈滅びの女神〉の勢いが一番強かった時代。女神の眷けん属ぞくだった〈モドキ〉が半島の半分を支配して、人間も神々も獣けものも妖よう精せいも虫も森も湖も山も、すべてを貪むさぼり喰くらっていた時代」


　懐なつかしい、愛いとおしむべき時代。神と人とがともにあった時代。けれどその時代と交差し、混じり合って、忌いむべき時代もまたあった。神と人とがともに破は滅めつに直ちよく面めんしていたその時代──


　メイヴェーラは震ふるえた。


「……そんな時代に、歌だけじゃ生きていけなかった。ギャンはなんでもやった。盗ぬすみとか、詐さ欺ぎとか。そのうちに、魔法使いの家に盗みに入って、そこの魔法使いに気に入られて、魔法を習うことになったの。歌は魔法の一番の始まりなんだって。メイにはよくわからないけど。そう、そして、メイがギャンを見つけたんだわ……力の……ある者を探さがしていて。……あれ？　何か、おかしいような……」


　メイヴェーラの震えは大きくなっていた。


　色々なものが狂くるった時代。何か、恐ろしいことを、自分は忘れているような気がする。ざわざわという胸むな騒さわぎと一緒に、武器と盾たてを打ち合わせる戦いくさの音が、激しく心をかき乱す。たくさんの足音、馬のいななき、飛び交かう火矢、傷つき、倒れる戦士たち。戦士はいくらいても足りず、あちこちからかき集め、ろくな訓くん練れんもせずに投入し──


　メイヴェーラは息を呑のんだ。折り重なる死体のイメージが、突とつ然ぜん頭に飛び込んできた。


「メイヴェーラ？　どうした？」


　シャラサラの黒く優しい手が、メイヴェーラの肩かたを撫なでる。メイヴェーラはその手を咄とつ嗟さに強く、握にぎりしめた。


「ねえ、シャラサラ。メイがギャンに初めて会ったのはいつだったっけ？　なんだかよく思い出せないの」


「いつ？　それは我らもわかっているぞ、ギャンが赤子の頃だ。忘れたのか？　赤子のギャンダルフィッハの中に〈滅びの女神〉と戦う力のあることを、そなたが最初に気づいたのだ。ギャンダルフィッハはだから村から逃げ出したのだろう？　そなたは──」


　メイヴェーラは目を見開いた。シャラサラの腕を摑つかみ、震える唇くちびるで訊きいた。


「……今、なんて言ったの？」


「だから、ギャンは、そなたの、最後の──」


　最後の──


　その言葉の続きをメイヴェーラは聞いた。頭の中で幾いくつものイメージが溢あふれ、弾はじけ、そしてメイヴェーラは時の向こうに忘れさろうとしていた事実を思い出し、大事な大事な約束を思い出し、その約束を交わす前に自分が彼に何をしたか思い出し、彼の絶望と苦く悩のうを思い出し、否定しようとして、けれどそうでなければつじつまが合わないことに気づき、まだ思い出せない幾つもの恐ろしい事実があることに気づき、


　気を失った。


「メイヴェーラ!?」


　シャラサラが、崩れた彼女の身体を支えた。











　扉とびらが静かに開いた時、ディディウスはまだ居間にいた。


「あ……なんだ、ダークロアか」


「俺様で悪かったな」


「いや、メイかと思ったから」


　居間にあたる一番大きな部屋には平たい石が敷しき詰つめてあって、石から足の裏に冷気が伝わる。ディディウスは夏の暑さを石の冷たさで紛まぎらわせつつ、クッション付きのゆったりした椅子いすに、いっそう深く腰こし掛かけた。


「……なんか疲つかれた」


「そこで寝るなよ」


「わかってる。あ、ノクスさんは？」


「ちょっと考えたいことがあるからって、まだお外。あれ？　そういえばおまえ、なんで起きてんの？　寝られる時に寝ておけよ」


「うん。……あのさ、明日はどうするの？」


「明日は──」


　ダークロアは言いかけたが、卓たく上じようの水差しの残ざん骸がいを見て顔をしかめ、言葉を切る。


「……何、これ」


「俺が壊こわしちゃった……あ、ここ借家じゃないか！　水差しとかも借り物だよ、どうしよう！」


「どうしようって、弁べん償しようだろ。落としたのか？」


「……いや、その……ごめんなさい、棒振ふり回して割りました」


　ディディウスはもごもごと、言いにくそうに言った。


「謝るなら俺じゃなくて家主に謝れ。……なんだったか。ああ、明日だな。明日はウィルゴちゃんに剣を呼び出してもらう。ギャンダルフィッハが欲しがってたやつ。ここなら神々の守ってる場所だし、何かあっても安全だろう。で、色々調べよう。ギャンダルフィッハがその剣を求めたのは、たぶんその剣が〈滅びの女神〉を討うつ上で何らかの役割を果たすからだろうし、そうだとすれば、おまえに女神を討つ力がなくても、なんとかなるかもしれない」


「でも、ギャンダルフィッハは剣だけで女神を倒たおせるとは思ってないんじゃない？　あいつは自分の力を引き出せって神々に求めているわけで、それってやっぱりそうやって力を引き出してもらわないと女神を倒せないからなんだろう？」


「かもな。……あのな、ディディウス。あんまり深く考え込むな」


「何が？」


　反射的に問い返したが、ディディウスは何について言われたのかわかっていた。


「自分に力がなかったってこと。ないならないで仕方ないだろ。おまえがこのあとどういう選せん択たくをしても、俺はおまえをできる限り手助けするぞ？」


　ディディウスは黙だまり込み、そっぽを向いた。


「帝てい都とに戻るんでも、この半島出て逃げるんでも、なんでもいいだろ。おまえの好きなようにすればいい。あの戦いは元々神々の戦いで、おまえは巻き込まれただけなんだから」


「でも、帝都だって女神が暴れたらどうなっちゃうかわかんないだろ」


「ああ。だが、おまえが全部抱かかえ込む必要はない。俺はできればおまえにはあんまりたくさん抱え込んで欲しくない。力がなかったんなら、それでいいじゃないか。あとは神々に任せちまえ。


　……なあ、おまえ、明日辺り表の町行って来たらどうだ？」


　ディディウスは答えない。背中にダークロアの声を聞きながら、椅子の上で膝ひざを抱える。


「気分転てん換かんにさ。そんで、少し気分が良くなったら、戻ってきて結論出せ。な？」


　ダークロアの手がディディウスの背中をかなり力強く叩いた。その強さが、ディディウスには幾らか救いだった。これ以上優やさしく扱あつかわれたら、かえってどうしたらいいかわからなくなる。


　足音が背後を通り過ぎ、扉が開いて閉まる音がした。


　ディディウスは、椅子の背に寄りかかり、目を閉じた。


　蠟ろう燭そくの炎ほのおの残像が瞼まぶたの裏に赤く焼き付いていて、目を閉じたのに、なんとなく眩まぶしかった。


（…………どーしたもんかなあ）


　ダークロアは、帝都に戻ってもいいし、半島を出てもいいと言った。


　しかし、いつか〈滅び〉のやってくるのを頭の片かた隅すみで理解しながら帝都で残された時を過ごすというのは、ディディウスの趣しゆ味みではなかった。一方、半島を逃げ出すのはより現実的な選せん択たく肢しのようにも思えたが、どうせ逃げ出すなら自分一人ではなくて、帝国全体で逃げ出す──つまり移住でもした方がいいとも思う。しかし、移住するには土地が必要で、土地を獲えるには戦って先住民を追い出さなくてはいけないし、半島を出てもさらに〈滅びの女神〉は追ってくるかもしれない。何より、ディディウスは土地を捨てるのがいやだった。〈滅びの女神〉に食われた者は、すべて忘れ去られる。たとえ集団移住したとしても、帝都が女神に食われたら、ディディウスは帝都のことを忘れ去ってしまうのだ。それはひどすぎる。十四年間生きた記き憶おくのほとんどを奪うばわれて生きるのは、拷ごう問もんにも等ひとしい。


　ではどうしたらいいのだろう。


　それに、ディディウス以外の者たちはどうするつもりなのだろう。ウィルゴは？　ノクスは？　メイヴェーラは？　ダークロアは？（ついでにミューシカは？）


　ウィルゴとノクスは出会って日が浅いのでディディウスにはわからないが、メイヴェーラはきっとここに残って戦うだろう。彼女はこの地上の、西風を司つかさどる女神なのだから。


　メイヴェーラが残るなら、自分も残って彼女の助けとなりたい、という思いもある。しかし、〈滅びの女神〉と戦う力のない自分では、足手まといが関せきの山やまだ。


　ダークロアは──あるいはディディウスと一緒に来てくれるかもしれない。ダークロアはディディウスを〈滅びの女神〉の問題に巻き込んだことに責任を感じている。だから、最後までディディウスに付き合おうとするだろう。


（……おっさんこそ、自分の好きなようにすればいいのに）


　ディディウスはそのことを、ちょっと不満に思う。


　そして、どうせなら逆の方がしっくり来るのになあと思う。ダークロアに心配されるよりも、ディディウスがダークロアを心配する方がいいように思うのだ。いや、つい心配してしまうのだ。ダークロアは強い魔法使いで、旅慣れていて、万ばん事じそつなくこなす。そのダークロアを、弱っちくて、世間知らずなディディウスが心配するというのもおかしな話だが、ディディウスはずいぶん前からそう感じるようになっていた。ダークロアは、見ていてなんとなく危なっかしいのだ。ウィルゴは前にダークロアを評して「他人のことなんかどうでもいい男」と言ったが、ディディウスは、ダークロアは他人のこと以上に自分のことを一番どうでもよく感じているのではないだろうかと思う。


　だから、ディディウスはダークロアを見ていると、なんとはなしに不安になってくる。


（んー……）


　椅子の背もたれから、身体からだが少しずり落ちた。頭がかくんと下を向く。


　あ、寝ちゃだめだ、考えなきゃと思い、ディディウスはだいぶん鈍にぶくなった頭で、再び思考を巡めぐらせ始める。


（なんだっけ、ええと、あ、俺がこれからどうするかってことか）


　咄とつ嗟さに頭に浮かんだ答えは、とても率そつ直ちよくな、心のあらわれだった。


（メイと、ダークロアと、ついでにミューシカと、もう一回旅したいなあ）


　残り香がのように優しく、ごく短い期間の記憶が頭を掠かすめる。


　でも、そんな日々はきっともう来ない。


　これからは、〈滅び〉との戦いが始まるのだから。


　光は瞼まぶたの裏で泡あわぶくのように弾はじけ、やがて闇やみに塗ぬり込められ、ディディウスは夢を見始める。行ったことのない国、見たことのない草原、会ったことのない人──


　……かた。


　物音に、ディディウスは目を覚ました。


　目覚めてすぐ、結局居間で寝てしまったことに気づいて、焦あせって立ち上がる。


　それから、居間に自分以外の人間がいるのを見て、中ちゆう腰ごしの姿し勢せいで固まった。


　居間にいたのは、一人の少女だ。燃え尽つきそうな蠟燭に照らされる卓たくのそばに立って、猫ねこみたいな金茶の目で、ディディウスの顔をじっと見つめている。


「あ──なんだ、メイじゃないか。戻ってきたのか。神々との話し合い、終わったのか？」


　ディディウスはほっと息を吐はいて椅子に座り直すが、少女の硬かたい表情はにこりとも動かない。


「……メイ？」


　手にした長く細い杖つえは見慣れないものだが、顔も、服装も、前に見たときと変わらない。耳の下で切りそろえた茶色い髪に、つり上がり気味の大きな目。小さな顎あごとふっくらと丸い頰ほお。ディディウスと同じくらいの少女の身体に宿った、メイヴェーラ──


　にしては、ちょっと表情がいつもと違う。


　彼女は僅わずかに眉み間けんに皺しわを寄せていた。何か気に入らないことでもあったみたいだが、ディディウスには彼女が何を気に入らないのかさっぱりわからない。


　そうこうしている間に、奥の部屋の扉とびらが開いた。


　ダークロアとウィルゴが、それぞれ別々の部屋から、同時に飛び出てくる。


　二人とも気配から異常を察さつ知ちして警けい戒かいしていたのだろうが、居間にいたのが少女と知って、拍ひよう子し抜ぬけしたようだ。


　少女はウィルゴの方を見て、眉間の皺を深くした。


「そこどいて」


　彼女の声は、メイヴェーラの、いつもの明るく弾はずむような声とはまったく違った。冷たくて、硬くて、イライラを内ない包ほうしたような声だった。


「そこ、あたしの部屋なの。返して」


「……え？」


　ウィルゴが戸と惑まどった顔でダークロアとディディウスを見た。少女は硬い声で繰くり返した。


「部屋を返して。あたし寝たいの、疲つかれたから」


「ま、待って、何がなんだかわかんないよ。メイ、どうかしたの？」


　ディディウスがそう言うと、少女はキッと視線をディディウスに向けた。


「あたしはヤーテ。年は十五、ここの魔法使い見習い。ここはあたしの家なの、だからあたしに従って。いいわね？」


　少女は──ヤーテはそう言うと、黙り込んでしまった。ディディウスはどうしたらいいのかわからず、その場に立ちつくしていた。


「……メイじゃないの？」


　ディディウスのいささか間まの抜ぬけた問いに、ヤーテはきっぱりと首を振った。


「あの方は意識を手放された。存在は感じるから、まだあたしの身体にいらっしゃるけど、呼びかけには応こたえてくださらない」


「あの方ってメイのこと？　……ああ、そうか、メイは魔法使いの身体に宿っているとかなんとか言ってたっけ！　え、じゃあメイは奥に引っ込んで出てこないの？」


「そう言った」


「どうして？」


「知らない。あたしはメイヴェーラ様に身体を捧ささげていた間のことは何もわからない。気がついたらオドラエル様に介かい抱ほうされてたから。あなた、ディディウスね？　〈滅びの女神〉と契けい約やくを結んだミュドラネ人」


「え？　えーと、そうだけど。でもオドの町の人たちは、〈滅びの女神〉のことは知らないんじゃなかったの？」


「あたしは別。あなたには〈滅びの女神〉を倒たおす力があるってことも聞いてる」


「あ、そ、そのことだけど」


　ディディウスは、自分には期待されていた力はなかったことを伝えようとしたが、ダークロアに目め配くばせされてやめた。神々は、情報を与あたえる相手を慎しん重ちように選んでいる。神々が知らせていないなら、彼女には知らせない方がいい。ダークロアの顔はそう語っていた。


「何よ？」


「……なんでもありません」


「で、返事は？」


「返事って何の？」


　ヤーテは、ひどく苛いら立だたしげに言った。


「この家にいる間は、あたしの言うことに従って、と言ったの」


「えっと……ここが君の家ならそうするよ。ただ、俺たちはこの町にいる間、この家を好きに使っていいって言われたもんだから、勝手に上がらせてもらっちゃったんだけど」


「それは、みんなあたしの意識は戻らないと思ってたから。まさかこんなふうにメイヴェーラ様が肉体の支配を放ほう棄きされるなんて思いもしなかったのよ。でも、現実にメイヴェーラ様は深い眠りについてしまわれて、あたしに肉体が戻ってきてしまった。だからあたしはあたしの部屋を使わせてもらうわ。……それともあたしに出てけって言うの？」


「…………いいえ」


「じゃ、寝るから」


　ヤーテはウィルゴの横を通り抜け、開きっぱなしの扉に手をかけた。ディディウスは彼女が扉を開けて部屋の中に入ってしまう前に、慌あわてて呼びかけた。


「あ、待って！　ね、君は……ええと、ヤーテだっけ？　あの、他に家族は……」


「いないわ。母は六年前ミュドラネとエルクレイダの戦争に巻き込まれて死んだ。食しよく糧りようが尽きて町の外に出たのが運の尽きね。母が死んでからは、この町の魔法使いはあたし一人。父はそのずっと前にエルクレイダのバカ王おう妃ひに殺された。ああ、勘かん違ちがいしないでね、母が戦争に巻き込まれて死んだからって、別にミュドラネを恨うらんでなんかいないわ。ただ嫌きらいなだけだから」


　ヤーテは扉を開けたところで立ち止まり、顔だけディディウスの方に向けて言った。


「あたしのこと詮せん索さくしないで。オドラエル様からあなたたちの世話を頼たのまれたからこの家にはいさせてあげるし食事も用意してあげるけど、できる限りあたしに話しかけないで」


　冷さめた一対ついの目がディディウスを見み据すえ、そしてふいと逸そらされる。


「新しい水差し用意しておいてね」


　ヤーテはそう言い残し、部屋に入って扉を閉めた。


　ディディウスとウィルゴとダークロアは、揃そろって顔を見合わせた。


　家には居間の他ほかは二間しかなかったので、ウィルゴは仕方なく居間で寝ようとしたが、どうせなら一番体力の余ってそうなやつが居間の床ゆかで寝るべきだということになり、結果、ダークロアがウィルゴに寝しん台だいを譲ゆずった。


　大体、ウィルゴを床でなんか寝させてあとで帰ってきたノクスに怒おこられたくなかったのだ。











　夜が過ぎて、朝になった。まだ暗いうちから鶏にわとりが鳴き、ディディウスはヤーテに杖でたたき起こされ、彼女の鶏の面めん倒どうを見て、畑の手伝いをした。それから粥かゆの食事になったが、ヤーテは食事のあとは雑用があるとかで、集会所に出かけて行った。集会所もオドの町の「裏側」にあって、病人が集まる場所でもあった。


　ヤーテが出ていったあと、ディディウスらはあらためて話し合ったが、やはり今日はウィルゴに剣を呼び出してもらおうということになった。神々は相変わらず方々に散ってしまっていて、メイヴェーラが何故なぜ気を失ったのか、昨日の夜いったい何を話していたのか、確かめる術すべはなかった。森の中の巨きよ木ぼくの根本まで行ってみたが、オドラエルさえもその朝は不在だった。


「じゃ、ウィルゴちゃん、お願いします」


　巨木の根方に腰こしかけて、ダークロアがウィルゴを促うながした。


　剣を呼び出す場所は、この森の中ということにした。民家があるところで呼んで、何かあってはまずい。ウィルゴは呼吸を整え、目を閉じた。しばらくは何も起こらなかったが──


　不意に、熱い風が生まれた。


　その風はウィルゴの目の前の空間に小さな竜たつ巻まきとなって現れ、見守るディディウスの頰を撫なで、マントをはためかせた。まばゆい輝かがやきが一瞬目を焼き、ディディウスは目を閉じた。


　そして、再び目を開けた時には、一振りの剣が、ウィルゴの胸の高さに切っ先を下にして浮いていた。


　空気が急に張りつめる。息をするのも苦しくなるほど、誰だれもが緊きん張ちようした。


　それは幅はば広ひろの剣だった。柄つか頭がしらは鷲わしの形をした鋼はがねに似た金属で、刀身は火に入れられたみたいに真っ赤に燃えていた。吹ふき寄せる風の熱さに、ディディウスは顔を腕で庇かばった。


「ワーフの流れ。地を奔はしりてここに」


　ダークロアの呟つぶやきとともに、剣の真下で地面が割れ、水が噴ふき上がった。水流は獲え物ものを絞しめ殺す蛇へびのように剣に絡からみつく。


「……何するの？」


　ディディウスの問いに、ダークロアは答えた。


「この剣には心があるみたいだから、それを水でからめ捕とる」


「？　それってどうなるの？」


「話ができるようになる……うまくいけばな」


　ダークロアがさらに幾いくつかの言葉を紡つむぐと、剣を取り巻く水の層がその厚みを増した。やがて水は剣を完全にその内に閉じこめ、さらに見つめるうちに、柄の辺りを取り巻く水が膨ふくれ上がり、歪ゆがみ、獣けものの顔のような形を取った。


　水の獣は、ごう、と吠ほえた。


「よし、成功。剣の心を水に写し取った。聞きたいことがある人はどうぞ」


　そう言うと、ダークロアはまた呪じゆ文もんを唱え始めた。言葉が重なるに連れて、水の面には、よりはっきりとした獣の顔が浮かび上がってくる。


「……おまえの力は」


　ウィルゴが問うと、獣は唸うなり、歯ぎしりして、何事か言った──


「？　おい待てダークロア、何を言っているのかわからんぞ」


「あ。しまった、古代語って俺しかわかんないのか」


　ちょこんと手を挙あげたのはノクスだ。


「俺わかるよ」


「俺もちょこっとなら。神々のは古すぎてわかんないけど、こいつの言葉って割と新しい」


　それに続いて手を挙げたのは、ディディウスだ。「新しい古代語」というのも変な表現だが、確かにそれはディディウスが習ったことのある古エリン語だった。


「…………じゃあわからないのは私だけなのか!?　くそ、何て言っているんだ、訳してくれ」


　ノクスが頷うなずいた。その口から古い時代の言葉が流れ出る。ディディウスはその言葉をウィルゴのために訳することにした。


「ノクスが訊きいてるのは、ウィルゴのさっきの質問。おまえの力は？　──剣が答えた。私の力は、……混こん沌とん。境界を断ち切り、自由にする」


「境界とはなんだ」


　ノクスが言葉を訳し、また獣が吠え立てる──


「境界とは、死と生との境目、死者と生者の間の壁かべ。私は死者の生への執しゆう着ちやくを炎ほのおとして鍛きたえられた。あらゆる死者の、生への思いが──私の身を焼いた。だから私は境界を破は壊かいする……過去を現在に呼ぶために、死者を、生者の世界に呼ぶために……？」


　ディディウスは獣の言葉を訳しながら、困こん惑わくした。死者を生者の世界に呼ぶためにこの剣があるなら、いったいギャンダルフィッハは何を考えてこの剣を求めたのだ？


「何故私はおまえを呼ぶことができるのだ？」


　ウィルゴの問いは続く。ダークロアの低い詠えい唱しように、獣の声がまた重なる。


「私は、誰にも従わない。だが、一羽の鷲が、私を従わせた。私は、そのとき片割れの主に従うと……誓ちかった。それゆえに。だが、おまえは、あの鷲とは違う匂においがする……おまえは、誰。……ウィルゴ、剣が質問してきた。答えていい？」


「ああ。だが、なんと答える」


「正直に。この手のやつに噓うそは通用しない」


　詠唱の合あい間まに、ダークロアがそう囁ささやいた。声が掠かすれている──疲ひ労ろうが激しいらしい。


「おっさん、大丈夫？」


「平気だ。構かまわずさっさとやれ、ノクス。ついでに〈滅ほろびの女め神がみ〉のことも訊いておけ」


　ノクスは素す早ばやく剣の問いに答え、それをディディウスがウィルゴに伝える。


「ノクスが言った──彼女の名はウィルゴ。人間と天空の血を引く。おまえの片割れの主だ。おまえは〈滅びの女神〉を知っているか？　おまえは〈滅びの女神〉を倒すことができるか？」


　剣が、突とつ然ぜん激しく揺ゆれ始めた。それに一いつ拍ぱく遅おくれてダークロアの詠唱も力強さを増すが、剣の震ふるえは激しくなるばかりだ。刀身を覆おおっていた水の膜まくが剝はがれ、獣の顔が歪み──


　獣が、遠とお吠ぼえに似た声を発した。


　ディディウスはそれを訳そうとした。


「〈女神〉だと？　って言っ……」


「ダメだ伏ふせろ！」


　ダークロアが叫んだ。視界の隅すみでウィルゴとノクスが伏せるのが見えたが、ディディウスは足が竦すくんで動けなかった。獣の顔が、崩くずれながらもその目玉をディディウスに向けている。


　視線を逸そらせない。


「！」


　無理やり背中を押さえつけられて地に倒れた次の瞬間、ごう、と何か熱い塊かたまりが頭上を通り過ぎた。


　ディディウスは熱い風に目を閉じた。しばらくして静かになったので起き上がろうとするのだが、何故か身動きができない。まるで背中に重いものが乗っているよう──？


「お、おっさん、ちょっと重いって！」


　ディディウスに押されて、ダークロアはやっと身体からだをずらした。


　何かの異い臭しゆうが鼻につく。


　ディディウスは立ち上がって剣の浮かんでいた方を見るが、すでにそこに剣はなかった。


　張りつめていた空気が弛ゆるんだ。ディディウスは、やっと深く息を吐はく。


「どこ行ったの……？」


「わからん。消えた。虚こ空くうに溶とけるみたいにして……」


　ウィルゴがそう言いかけて、僅わずかに顔を歪めた。彼女の剝むき出しの肩には、小さな赤い点があった。ノクスが気づいて、心配そうに訊きく。


「怪け我がした？」


「火傷やけどだ。剣から、何かよくわからん熱い液体が飛び散ったんだ」


「ただの水だよ。剣の熱で熱湯になっただけ」


　呟くダークロアの声はほとんど嗄かれている。しかもまだ片かた膝ひざをその場についたままだ。ぽた、とその足下の地面に液体が落ちて、地面に染しみを作る──汗あせだ。ダークロアは、ひどい汗をかいている。髪がぐっしょり濡ぬれている。


　右腕を、左腕で庇かばうようにしている。


「──おっさん!?」


　ディディウスが気づいた。異臭。ぼた、とまたダークロアの足下に液体が落ちた。それは汗だけではない。剣がばらまいた熱湯と、ただれた皮ひ膚ふ。


　ウィルゴが顔色を変えて叫んだ。


「さっきの熱風と熱湯、喰くらったのか!?」


「ちょこっと。右腕だけ」


　ダークロアは汗に濡れた顔を上げて、あは、と笑ってみせたが、まったく完全にただの強がりにしか見えなかった。ノクスは険けわしい顔で水すい筒とうを出し、中身をローブの上からダークロアの右腕にぶちまけて言う。


「早く冷やそう。魔法で冷やせないか？」


「やってみる。杖つえくれ」


「おっさん、俺のこと庇って……！」


「気にするな」


　ダークロアがディディウスの頭に、無事な左手をぽんと載のせた。ディディウスは泣きそうになった。また庇われた。


　ノクスがダークロアの落とした杖を拾い、ダークロアに渡わたした。ディディウスも何か手伝おうとしたが、それはダークロアに拒こばまれた。


「おまえは先に戻って薬と包帯用意しておけ」


「わ、わかった」


　ディディウスは森の小道を、一足先に家に駆かけ戻った。











　ディディウスは扉を開けて、慌あわてて部屋に駆け込んだ。鞄かばんから瓶びん詰づめのどろっとした液体を幾つかと、乾かん燥そうさせておいた植物の根っこを取り出して、他の道具と一緒に卓たくの上に広げる。


　根を刻み、細かくして……


「……あんた何やってんの」


　作業に集中していたディディウスは、家の主が入ってくるのにも気づかなかった。


　ヤーテはディディウスの後ろから卓の上を覗のぞき込んだ。


「これ、薬？　なんの？」


「火傷、こっちは化か膿のう止めの──って！」


「きゃ！」


　ディディウスが振り返った途と端たん、ヤーテとぶつかった。ディディウスはよろめき、ヤーテは尻しり餅もちをつく。


「何するの！」


「ごめん！　ちょっとどいてて！」


「な──」


　ディディウスは竃かまどに火を入れ、鍋なべをかけて湯を沸わかす。湯が沸いたら用意しておいた根をぶち込み、しばらく煮に立たてる。それから包帯を──


「あああ！　ない！　そういえばこの間使い切っちゃった！　ねえ、包帯ない!?」


　鞄をひっくり返したディディウスは、ヤーテを振り返って続きを呑のみ込んだ。ヤーテはさっきの場所で腰こしをついたまま、ディディウスを睨にらんでいた。


「あの……」


「引っ張って」


　ヤーテは藪やぶから棒にそう言った。


「腰抜けたから起き上がるの手伝って！　そしたら包帯用意してあげる！」


「は、はい」


　ディディウスは慌てて手を貸した。ヤーテはころんだ時に腰を強く打ってしまっていたらしく、本当に痛そうにさすりながら起き上がった。


「大丈夫？　ごめん、急いでたから……」


「わかってるわ。いちいち謝らないで」


　ヤーテはむっつりとした顔で腰を押さえながら、壁かべ伝いにそろそろと移動して、自分の部屋に入り、すぐに白い綺き麗れいな麻あさ布ぬのを持って出てきた。


「それ……」


　ディディウスが何か言う間もなく、いきなりヤーテは布の端はしにハサミを入れた。


「え!?　ちょっと、それなんか勿もつ体たいなくない!?」


「服作ろうと思ってたんだけど、怪我人がいるなら仕方ないわ。で、誰がどうしたの？」


「え、ええと、おっさん……その、ダークロアって魔法使いがいただろ？　あいつが、右腕に火傷しちゃって」


「ひどいの？　これ煮しや沸ふつした方がいいわね。竃の上に干しておけばすぐ乾かわくから大丈夫よ」


　そう言うと、ヤーテは鍋を火に掛かけ、湯を沸かして布を中に放ほうり込んだ。


　ディディウスは呆ぼう然ぜんとそのようすを眺ながめていたが、ヤーテに睨まれて、慌てて自分の仕事に戻った。


　しばらくしてディディウスは薬を用意し終えて、ヤーテは煮沸した布を広げて干した。ダークロアはまだ来ない──冷やしているところなのだろう。ディディウスは焼けただれた皮膚を思い出して唾つばを呑み込んだ。今まで色々と怪け我がもして、痛みにはある程度慣れたが、他人の怪我にはいつまでも慣れない。しかも、自分を庇かばって傷ついた相手の怪我には。


（……やっぱりここにはいられないかもしれない）


　ディディウスはそう思い始めていた。


　戦う力がないとなれば、ディディウスはただの足手まといだ。気持ちだけではメイヴェーラを助けられない。そればかりか、危機に首をつっこんだディディウスを助けようとして、他の誰かが傷つくのだ──今のダークロアのように。


　──とん、と卓の上に陶とう器きのカップが置かれた。冷たそうな水が入っている。


　ヤーテは、ディディウスが礼を言う前に背を向けて、干した布の乾き具合を見始めた。


　仕方ないので、ディディウスはその背中に言った。


「…………ありがとう」


「仕方ないでしょ」


　怒おこったような声が返ってきた。


「あの……ところでさ、メイなんだけど、どうして寝ちゃったか、わかんないの？」


「わからないわ。何度も言わせないで！」


　ぴしゃり、とヤーテは言って振り返った。


「でも……何かわかんない？　少しでいいんだけど」


　ヤーテは数秒の間ディディウスを睨み付けていたが、ふと視線を逸そらした。


「……なんだか、すごく、怖こわいイメージがたくさんあった」


　ヤーテは、寒気でもするのか自分の腕を摑つかんだ。剝むき出しの二の腕には鳥とり肌はだが立っている。


「戦争……があったみたい。そして、それに関かかわるとてもひどいこと。メイヴェーラ様はそのことを思いだしたんだと思う。よくはわからなかった。あたしはメイヴェーラ様に身体からだをお預けして、ずうっと深い眠りについていたの。風が吹く草原の夢ばかり見ていたわ。でも、あるときいきなり、冷たい水を浴びせられたみたいになって、そういう、怖いイメージが入り込んできたの。……目覚めたら、メイヴェーラ様は気配はするのにこちらの呼びかけに答えてくださらなくなっていた」


　そのとき、がたん、と音がして、扉が乱暴に開かれた。振り向けば、ダークロアがノクスに助けられて中に入ってくるところだった。


「ノクスさん、これ薬！」


「ありがとう。ここはいいから、君は外に行っておいで」


「え？」


　ノクスは、もう一度やんわりと、しかしきっぱりと言った。


「外へ出て。ヤーテさんもだ」


「…………はい」


「ちょっとなんであたしがあんたたちに命令されなきゃ」


　ディディウスはヤーテの手を摑んだ。何故なぜ出ていろと言われたのかくらいはわかった。ダークロアは、苦しんでいるところをディディウスやヤーテに見せたくないのだ。特に、ディディウスに。


「きゃ、触さわらないでよ！」


　ディディウスに手首を摑まれたヤーテが、そんなことを怒ど鳴なった。


「じゃあ一緒に外行ってくれる？」


「……行くわよ、もう！」


　ヤーテは卓たくの上に置いていた杖を取ると、ふん、と鼻息荒あらく先に家を出た。ディディウスもそれに続こうとしたが、背中に何かぶつけられて立ち止まった。


　振り返ると、足下に自分の鞄が落ちている。お金が少しと、着き替がえと、薬草とが入った鞄だ。


「ついでに表の町に遊びに行け」


　椅子いすに座ったダークロアが言った。右腕を卓上に載のせて、ノクスにはさみで服の袖そでを切ってもらっているところだ。


　ダークロアは、顔を上げて、にやりと笑った。


「気分転てん換かんして来い。……昨日、そう話したろ？」


「…………わかった」


　投げられた鞄を拾い上げ、ぎゅっと胸に抱だき、ディディウスは家を駆け出た。


　そうしないと、泣き出すか、ダークロアを怒鳴りつけるかしてしまいそうだった。


　もう、無茶はしないでくれと。














三章　エルクレイダの魔法使い







「魔ま法ほうじゃ火傷やけどは治せないの？」


　ヤーテはカンテラで足下を照らしながら、ディディウスの数歩先を歩いている。


　ディディウスはそのあとについて、黙もく々もくと足を動かしている。


「ねえ、ちょっと、聞いてるの!?」


「……傷を治すのは死をひっくり返すのに通じる。死をひっくり返すことは禁じられているから、火傷も切り傷も刺さし傷も打だ撲ぼくも、魔法で治すのは禁じられているんだ。君魔法使い見習いじゃなかったの？」


「色々教わる前に先代が死んじゃったのよ！」


　二人が歩いているのは、暗い通路──オドの町の表と裏を繫つなぐ、地下道だ。


　やがて階段に辿たどり着き、それを上り、宿の一室に出る。そこからホールを通って別の階段を下りれば、『塔とうの飯屋』の一階だ。


「っていうかなんであたしまであんたについてこっちに来なくちゃいけないのよ」


　その階段を下りながら、ヤーテは相変わらずぶつくさ文句を言っている。だがディディウスが静かなので、その嫌いやみも空回り気味だ。


「もう、あんたね、気分転換って言われたんなら気分──」


「お、あの子だよ」


　ヤーテに続いてディディウスが階段を下りてくると、そんな声が上がった。


「おまえさんだろ、ディディって子は」


　そう言って近づいてきたのは、小こ柄がらな中年の男だ。ディディウスの知らない相手だ。


　戸と惑まどって周囲を見回すと、店内にいた数人の客が、皆みなしげしげとディディウスを見ている。


「あの、どうして俺の名を」


「ああ、大だい丈じよう夫ぶだよ、今店にいるのはみんな町の者で、神々が復活なされたってことも知ってるから」


「ジャエル、やめろ、あんなやつの話を鵜う呑のみにするな」


　カウンターの奥から小柄な男にそう言ったのは、髭ひげもじゃの店主だ。


「うるせえな、本当かどうかはこの子に直接聞いて確かめればいいじゃねえか」


　ジャエルと呼ばれた小柄な男は店主を振ふり返って怒鳴り返すと、あらためてディディウスに向き直った。


「で、本当なのかい。おまえさんがおっかねえ〈女め神がみ〉様と戦う力があるってのは」


　ディディウスは、硬こう直ちよくした。


　他の客も、口々に訊きいてくる。


「神々が復活されたのは〈滅ほろびの女神〉って邪じや悪あくな神と戦うためだって話は本当かね？」


「おまえさんは選ばれた英えい雄ゆうなんだろ？」


「なあ、どうなんだい、本当なのかい？　噓うそならどうして黙だまってんだい？」


　ジャエルが、ディディウスの腕を摑んだ。


「おい、みんなやめろ！　神々が黙っておいでなら、俺たちはまだ知らなくていいってことだ。その子を問いただすな。その子はメイヴェーラ様って神様のお友達だ、だからここに来た、それで充じゆう分ぶんだろ！」


　店主がカウンターの中から出てきて、ジャエルとディディウスの間に割って入ろうとした。


　だが、ジャエルは店主の手を振り払はらった。


「充分じゃないね。だいたい俺は前から知りたかったんだ、神様が復活されたのは嬉うれしいけどよ、なんでもかんでも秘密じゃねえか。神々は何故復活された？　これからは神々が俺たちを導いてくださるのか？」


「神々は今まで私たちを導いてきてくださったし、これからもそうだ。生活は変わらない」


　ぴしりと言ったのは、ヤーテだった。背筋を伸のばし、心持ち目を細めた彼女には、威い厳げんのようなものさえあった。


「ヤーテ様、そりゃ建たて前まえはそうでしょうけど……」


「建前も本音もない。自分たちにできることをし、あとは神にゆだねなさい。神は私たちを見守ってくださる。それ以上のことはないし、それ以下のこともない。何千年前も、今も。そしてこれからも、私たちはそうやって生きていくのだ」


　ヤーテは言いながら、ディディウスの前に進み出て、どん、と床ゆかを杖つえの先で叩たたいた。客の視線を一身に受けて、動じたようすもない。この辺りでは昔から魔法使いが人々の精神的指導者だったのだ。若いとはいえ、その貫かん禄ろくはさすがと言えた。


　だが──


「ヤーテ様、イトスギの魔法使い様、教えてください。その子についての話は結局のところ本当なんですか？　本当なら、世界を滅ぼしちまうようなすげえ〈女神〉のことを、神々は何故黙っていなすった？　俺たちを騙だましていなすったのかね？」


「騙すなど！」


　ヤーテの握にぎり締しめた拳こぶしが震ふるえているのに、ディディウスは気づいた。


「神にとって人は子も同然、騙したりなどしない！」


「でも、ヤーテ様、そんな大事なこと黙ってたのは、わしらが恐おそれて逃にげ出しちまわないようにってことなんでしょう？」


「ってことは、やっぱり〈女神〉の話は本当だったんですか？」


　他の客も、席を立ってそばに寄ってきた。


「話は本当なんですか？」


「ねえ、イトスギのお方、ヤーテ様、どうなんですかい」


「み、皆、座れ！」


　ヤーテの声は震えている。客の一人が、ヤーテの肩かたを摑つかんで揺ゆすぶった。その男を止めようとして、店主が他の客に殴なぐられる。ヤーテの声が悲鳴に変わる。


「やめろ！」


　ディディウスは怒鳴り、ヤーテを客の手から取り返して背後に庇かばった。ヤーテの背が階段の手すりに当たる。


「〈滅び〉など、この世界には珍めずらしくもなかろう」


　低い声で言い、ディディウスは鋭するどい目で客を睨にらみ付けた。客はがらりと変わったディディウスの態度に、一瞬啞あ然ぜんとする。その隙すきを逃のがさず、ディディウスは畳たたみかける。


「神々を信じろ。神々の選んだ私を信じろ。世界の危機が迫せまるとて心配するな。世界に危機があるのはいつものことだ。神々は、危機のたびにひそかに人の子を守ってきたのだ。おまえたちが気づかなかっただけだ。だが、今回は気づいた──それだけだ」


　皇子としての教育を受けたのは、何年も前のことではない。思い出すことも、実行することも容易たやすかった。明めい瞭りように、簡潔に話すこと、声に力を籠こめること、背筋を伸ばすこと、内心どんなに慌あわてていても泰たい然ぜんとした態度を崩くずさないこと、そして一番大事なのは、相手の求める答えを見つけだし、それを提供すること。


　客たちは怯おびえ、不安に思っている。彼らが本当に求めているのは、神々が隠かくした恐ろしい真実ではなく、自分たちを安心させてくれる「救い」だ。


　ならば、それを与あたえればいい。


「私が、おまえたちを救おう」


　ディディウスは言い切った。


　客たちは言葉に詰つまった。戸惑い、互たがいに視線を交かわす者たちもいる。


（ここで考える余よ裕ゆうを与えちゃダメだ）


　ディディウスは客たちに見えないよう、ヤーテに手で合図を送った。


　背後で、こそりと音がした。ディディウスは振り向かず、眼前の客たちを見つめ続けた。


　店主が一瞬呆あつ気けにとられ、それから慌てて膝ひざをついた。それに続くように、その場にいた客が、次々に膝をついた。


　ディディウスは背後を振り返り、手を差し伸のべた。皆と同じように膝をついていたヤーテが、その手にすがって立ち上がった。


　そしてディディウスは、客たちの間を縫ぬって、堂々と店を出た。











　店を出て、ディディウスは駆かけた。


　ヤーテの手を引いて、彼女が音ねを上げてもなお走り続け、市場の雑ざつ踏とうの中を駆け抜ぬけ、城門から外に出た。


「ちょ──ちょっと、ま、待って！」


　そして、城門を出て、なおしばらく坂道を走って、やっとディディウスは立ち止まった。


　ヤーテは座り込み、ディディウスも膝に手をついて声も出せずにいる。


　しばらく呼吸を整えてから、ヤーテが言った。


「なん……なんで？」


「ああするより、なかっただろう」


　向こうから旅人がやってきたので、ヤーテは道の真ん中から脇わきの草地に移動し、腰こしを下ろした。細い襞ひだのついた麻あさのスカートが、緑の草の上に綺き麗れいに広がる。


　ディディウスも、その隣となりに大の字に寝ね転ころがる。埃ほこりっぽい町中を駆けてきたからか、青々とした草の臭においが、いつもより優やさしく感じられる。


「つ、疲つかれたー」


「あ、あたしだって、もうくたくたよ！　あんたいきなり何も言わず走り出すんだもん！」


「だって店のお客さんたちが我に返って『やっぱおかしい！』って追って来たらやだもん」


　ディディウスは鞄かばんを下ろして、中から革の水すい筒とうを取り出した。


「はい」


「……ありがと」


　ヤーテは水筒を受け取ると、一口含ふくんで、ディディウスに返した。


「……大だい丈じよう夫ぶよ」


　ディディウスが返してもらった水筒から水を飲んでいると、ヤーテがそう言った。


「何が？」


「あの店にいたお客さん。『やっぱおかしい！』なんて思わないわ。あんた、王様か何かみたいだったもん」


「…………それはどうも」


「すごかったわ。みんな動どう揺ようしちゃって」


「うーん、でもアレは、魔法使いの君が膝をついたから、みんなそれに従ったってだけじゃないかなあ」


　ディディウスは青い空を仰あおいだ。口から入った水が喉のどを伝って臓ぞう腑ふに落ちていく心ここ地ちよさに、目を閉じる。汗あせで濡ぬれた肌はだを夏の風が撫なで、そうっと冷やしていく。


　こうしていると、店でのことがただの悪い夢のように思われてくる。


「あんた、どこでああいう物もの言いい習ったの？　普ふ段だんはただのちんちくりんじゃない」


「……君より背高いよ」


　そう言って、ディディウスは閉じていた目を開け、また水筒の水を口に含む。


「う、うるさいわね、あたしはこれから大きくなるのよ！」


　ディディウスは一瞬堪こらえようとしたのだが、無む駄だだった。含んだ水を口から噴ふき出す。


「き、汚きたない！　何噴いてんのよ！」


「君、俺とおんなじこと言ってる」


「え!?」


　ヤーテが顔を赤くする。ディディウスはあらためて水を飲もうとしたが、その顔を見てふたたび噴き出し、笑い転げてごろごろと草地の上を転がる。


　ごん、と街かい道どうの縁えん石せきに頭が当たる。そこでようやく、笑い止んだ。


「……あー……どーしよ」


「そんなところいたら轢ひかれるわよ」


　ディディウスは上半身を起こし、今は坂の上にあるオドの城じよう壁へきを見上げた。


「なんで、店の人たちは〈滅びの女神〉のことを知っていたんだ？」


「あたしもそれがわかんない。神々は、〈滅びの女神〉のことはみんなには秘密だっておっしゃってた。町の人たちが混乱するといけないからって」


　ディディウスとヤーテは顔を見合わせる。


「……ジャエルは、誰かから教えてもらったみたいなこと言ってたわ。誰から？」


「君の他に、〈滅びの女神〉とか俺のこと知ってるのは？」


「誰が知っているかはわからないけど、ほとんどいないはずよ。それに、みんなの言い方だと、なんだか信用できる人から聞いたってわけでもないみたいだった。神々は、信用できない人に秘密を明かしたりしない」


「そうだな。確か、店のおじさんが、『あんなやつの言うこと』とかなんとかって。普ふ通つうの知り合い指すのに、ああいう言い方しないよな」


「じゃあ、誰か怪あやしいやつが秘密を見つけたんだわ！　『裏』に戻って神々に知らせなきゃ！」


　ヤーテが立ち上がった。だが、ディディウスはあぐらをかいて首を振ふった。


「それは必要ないと思うよ。オドで起こった騒さわぎだし、今いま頃ごろもう気づいてるんじゃないかな。影かげのあるところのことならなんでもわかる神様とかいるんだし」


「あ、そっか……」


　ヤーテがまた座る。落ち着かないようすだ。


「……大丈夫？」


「え？　何が？」


「さっき、怖こわかったんだろ？」


「あ、あたしは、別に」


　ヤーテは顔を赤くして俯うつむいた。


「……本当は、あたしが場を収おさめないといけなかったの。あたしはここの魔法使いだから」


　ヤーテは、手にした細く長い杖つえの先を振った。


「見習いだけどね。使える魔法もちょっとだけだし。雨あま乞ごいのまじないとか、害虫退散の魔法とか。先代が早死にしちゃったから……ま、とにかく話を元に戻しましょう」


「うん。……なんか、店の人騙だましたみたいなことになっちゃったな」


「『信じろ』って？　でも、あんたは本当にその力があるんだから、噓うそを言ったわけじゃないわ。あんたはこれから英えい雄ゆうになるのよ。本当のこと言うと、あたしも〈女神〉の話を聞いたときは怖かった。でも、さっきのあんたの言葉で、不安な気持ちがちょっと飛んでいった」


　ディディウスは、自分に力がないことを言うべきか、迷った。が、やはり話せなかった。神々は真実を言うべき相手を慎しん重ちように選んでいる。その配はい慮りよをこれ以上壊こわしたくない。あり得ないとは思うが、もしかしたら彼女から町の人たちにディディウスに力がないということがばれてしまうかもしれないのだ。


　ディディウスは、店の客たちの、呆ぼう然ぜんとしたあとの、わずかに安あん堵どした顔を思い出した。


（……信じろ、って、言っちゃったしな）


　ヤーテが、ディディウスの考えに気づかないまま、ぶつぶつと呟つぶやいた。


「んー、あの店をもう一回通って戻るのは怖いわね。たぶんみんなあんたのこと信じてるとは思うけど、騒がしくなっちゃうし。戻るなら夜かしら……って、いけない、あたしお清きよめあるのに！」


「お清めって？」


「ほら、森の中に大きな古い木があったでしょ。今は神様たちが話し合いのたびに集まってる場所。あそこを掃はき清めてお供そなえするの」


「そんなの別にいーんじゃないの」


「そんなの!?　あのね、あそこには大地の妖よう精せいたちが集まるの、だからそこを綺麗にしてお供えして五ご穀こく豊ほう穣じよう無病息災お願いしてんのよ！　オドの魔法使いは代々そうやって妖精たちとイイ感じにやってきたのよ、あんたそれをバカにしてんの!?」


「……そうじゃないけど。でも、本当なら今もメイヴェーラが君の身体からだを支配してたはずだろ？　そしたら君はお清めなんてできない。今もメイヴェーラに身体を支配されてると思えばいいんじゃない？　……あ、そうだ！　メイ、どうしてる？　まだ返事ないの？」


「メ……」


　その名前に反応したように、突然、ヤーテが頭を押さえて蹲うずくまった。


「ど、どうしたの？　ヤーテ？」


「ま。待って、突然…………ぁ」


「ヤーテ!?」


　ヤーテの身体から力が抜けて、くたりと草の上に俯うつぶせに倒れた。


「ヤーテ！　大丈夫!?」


　肩を抱かかえるようにして起こすと、ヤーテの手がディディウスの腕を摑つかんだ。


「ディ……ディディ」


　眉まゆを顰ひそめ、辛つらそうな表情で、ヤーテが呟いた。だが、ディディウスはヤーテがディディウスのことを「ディディ」と呼ぶのを、初めて聞いた。


　これはひょっとして──


　ディディウスは、思い至いたって叫んだ。


「！　メイ!?」


「ディディ」


　ディディウスはすがりつくようにもたれてくるメイヴェーラを抱だき留める。


　メイヴェーラは苦しそうな顔を上げて、呻うめくように、ごく小声で囁ささやいた。


「西へ行くわ。メイはギャンのことを思い出さなくちゃいけない」


「メ、メイ？　おまえ顔色悪いぞ、ホントに大丈夫か？」


　メイヴェーラはディディウスの肩に摑まり、なんとか立ち上がって頷うなずいた。


「大丈夫。メイは行くから、ディディはオドに戻っていて」


「戻って……え、おまえだけで行くの!?　ど、どこに行くって？　西？」


「漆しつ黒こく山脈の中に、ギャンの生まれた村があったの。昔の名前はエーラ」


「漆黒山脈って、ここから大だい分ぶあるぞ！　一度戻って他の神様たちと相談した方が……」


「みんなには相談できない。……みんな、メイに甘いから」


　メイヴェーラは、西の方向を見る。


「メイが何を忘れていて、何を思い出そうとしているかに気づいたら、みんな反対する。忘れてしまったなら忘れたままにしておきなさいって言う。でもメイはメイの目でそれを見て、確かめたいの」


「思い出すって、何を……」


「大切なことを」


　その言葉に、どきりとした。


　詳くわしい事情はともかく、ディディウスにはメイヴェーラの気持ちがなんとなくわかった。


　周りが自分を守ろうとしてくれているのはわかる、でもおとなしくばかりはしていられない。そういう、申し訳ないような、もどかしいような、腹立たしいような気持ちだ。


　しかし、感情は理解できても、女の子の一人旅は危険すぎる。止めなければと思い、ディディウスは言った。


「じゃあ、せめて俺の身体とか、他の動物の身体に入るとかしたら？　ヤーテの肉体で山登りは辛いんじゃないか？」


「それは無理。この身体だからようやく保もってるのに……」


「保ってる？」


　メイヴェーラは西の方向を見つめたきり、答えなかった。西には漆黒山脈がある。それは半島の背骨で、南北に長く連なる、半島最大級の山脈だ。


　メイヴェーラは、ヤーテの明らかに旅慣れてない肉体で、その山脈に踏ふみ込もうとしている。


　止めなければ、とディディウスは思う。


　しかし、メイヴェーラはいざとなれば風を操あやつり、ディディウスを吹ふき飛ばしてでも一人で旅立つだろう。この小さな女神が頑がん固こなのは、もう充分思い知らされている。


　ふと、ディディウスは自分のことを考えた。オドでなすべきこともなくくすぶり、足を引っ張るだけの自分。オドにいても、何かできるわけではない。それはひょっとしたら、神としての肉体をなくし、力を思うようにふるえないメイヴェーラも同じなのかもしれない。オドでできることはなく、いても仲間の足を引っ張る。


　ならば──


「……俺も行く」


「ディディ!?」


　メイヴェーラはディディウスを振り向いて、非ひ難なんするように短く叫んだ。


　だがディディウスは、もう決めてしまっていた。だいたい、こんな思い詰つめたような顔のメイヴェーラを放ほうっておけるわけがないのだ。止められないなら、やることは決まっている。メイヴェーラを一人で行かせたりしない。そばにいて、必要なときは手を差し伸のべよう。


「反対してもだめだぞ。俺を無理やり置いていったりしたら、オドに戻った時に神様にみんなばらして、おまえを連れ戻してもらうからな」


「…………しょうがないわね」


　メイヴェーラは小さく吐と息いきをついた。


「フルアの河はわかるわね？　それを越こえるの。そしたらキスズの町がある。ミュドラネの大きな町よ。昔の名はイゼリド。その町から西に三日行ったところにエーラはあったの。エーラは正式にはエーラ・イフ・ディンっていって、湖の近くって意味。湖はたぶんまだあるはず」


「そのエーラって村のあった場所に行って、何をするんだ？」


「エーラにはギャンの手がかりがあるはずなの。だから、それを探さがすわ」


「どうして手がかりがあるってわかるんだ？」


「エーラはギャンの故郷なの。湖のそばに小屋があるって、風が教えてくれて……前とそっくり同じ……約束……う」


「メイ？」


　メイヴェーラは、突然身体を二つに折り、地面に膝ひざをついた。


　そして、次の瞬間には意識を失ってしまった。







◇◆◇







　それは手紙というよりは、走り書きのメモだった。





『町の人たちが〈滅びの女神〉のことを知っています。誰かが教えたみたいです。


　僕はギャンダルフィッハの生まれたところに行きます。神々にはそのうちばれるでしょうけど、できるだけ秘密でお願い』





　それだけだ。


　麻あさ布ぬのに、炭でそう書いてあった。


　ギャンダルフィッハの生まれたところがどことも書いてない。


　ダークロアは嘆たん息そくした。麻布を脚あしにくくりつけて飛んできた雀すずめは、小首を傾かしげていたが、ダークロアが手で払はらうような仕し種ぐさをすると慌あわてて窓の外に飛んでいった。


「どうしたの？」


　居間の方からノクスが声をかけてきた。ノクスがダークロアを「監かん視し」しやすいよう、扉とびらは開けっ放しだ。──ダークロアは放っておくとすぐ無茶をする、というのがノクスの言い分だ。


「ディディウスから手紙があった。獣けものを手なずける魔法使って鳥に運ばせてきた」


「手紙？　──っていうかダークロア、寝ててよ」


「風邪かぜ引いたわけじゃねえんだから寝てても治らねーよ」


　ダークロアは寝しん台だいの上に、上半身を起こして座っていた。ノクスの視線が怖こわかったので、それ以上は動かなかったが。


　ノクスが部屋に入ってきて、寝台の上のダークロアから手紙を受け取った。


「……ギャンダルフィッハが生まれたところって？」


「知らねえ。ディディウスも知らなかったはずだ。ヤーテが一いつ緒しよだったから、あの子から聞いたんじゃねえか？」


「ヤーテさんが知ってるかな？　……メイヴェーラさんの意識が戻ったんじゃない？」


「……かもな。神々に知らせるなってのは、メイヴェーラの意い図とか？」


「さあ、これだけじゃあなんとも。でも、いったいどうして知らせるな、なんて言うんだ？」


「わからん」


　ダークロアは頭を搔かこうと右手を上げて、痛みに顔を引きつらせた。


「い、いた～……」


　その右の掌てのひらから肩かたにかけて、包帯代わりの布が巻かれている。動かさなくても痛いのに、動かしたらよけい痛い。痛み止めは一応飲んでおいたから、それでもまだマシだったが。


「ま、でもそこに行くって彼が決めたならそれもいいんじゃないかな。ここにいて神々に囲まれてると、どうしても〈女神〉と戦う力のことを考えちゃうと思うから」


「それはまあ、そうだけどよ。あいつが一人旅か……」


「お金は持ってるんだろう？　俺は十三の時には一人で傭よう兵へいやってたよ」


「おまえみたいな特とく殊しゆなやつと一緒にすんな」


　特殊と言われたノクスは、心配しすぎだよ、と呆あきれ気味に言う。


「ディディウスはエルクレイダの言葉だってわかるし、それに、一人じゃないんじゃない？　メイヴェーラさんがいるなら」


「……う。メイヴェーラか……よけい心配になってきた」


「？　でも、ダークロアは気にしないでゆっくり養よう生じようした方がいいよ。もう年なんだし」


「年とか言うな」


「ダークロアはいい年過ぎて意地っ張りだから、ディディウスの前だと『痛い』とも言えないもんね」


　ノクスは朗ほがらかに笑い、ダークロアはその手から手紙を奪うばい返した。


「で、次の問題はこれだな。『誰か』が町の人間に〈滅びの女神〉のことばらしたって？　いったい誰が？　神々がばらすわけがない」


　ノクスの顔から笑みが消えた。


「……アエス・リド」


　その呟つぶやきには、ほんの少しの恐きよう怖ふも籠こめられている。


「だが、神々はあいつには何も教えてないって言ってたぞ？」


「神々の誰かがアエス・リドに情報を密ひそかに流しているって可能性は？　地上の神々じゃないなら、天空の神々は？」


「天空か……」


　天空の神々は、何らかの意図によって、〈滅びの女神〉の問題に介かい入にゆうしたがっている。二万年前、地上の神々が〈滅びの女神〉と戦っていた時に天空は地上を攻せめたが、それもどうやら〈滅びの女神〉の問題が関係しているらしい。結果的に、天空は常に地上が〈女神〉を倒すのを邪じや魔ましてきたことになる。


　天空の目的が地上の邪魔をすることなら、〈滅びの女神〉の情報をばらまくのは効果的かもしれない。うまくいけば、地上の神々と人間たちとの間に亀き裂れつをもたらすことにも繫つながる。


「……そのためにアエス・リドは利用された？」


「確かめてくる」


　ノクスは隅すみにまとめておいた荷物から、マントと、布に巻かれたものを取り出した。布を取ると、中から短剣が現れる。


「ノクス。確かめるって、アエス・リドに会うってことか」


「うん。その前に、ディディウスに忠告したっていう露ろ天てん商しようを捜すよ。その人は、アエス・リドのこと知っている風ふうみたいだから」


「剣は置いてけ」


　ノクスは短剣を太ふと股ももに紐ひもで縛しばりつけた。吊つるしたり腰の帯に挟はさんだりすると、姿勢によって帯剣していることがばれてしまう。


「……剣はお守りみたいなものだよ」


　最後にマントを羽は織おる。夏でも日差しを防ぐためにマントを身に着ける者は少なくないから、不自然ではない。剣も完全に隠かくれた。


「ウィルゴちゃんにはなんて言っておく？」


　ウィルゴはしばらく前から痛み止めと化か膿のう止めの薬草を分けてもらいに、少し離れた隣りん家かに行っている。そろそろ戻るころだろう。


「言わなくていいよ。今日中に戻るから……聞かれたら、知らないって言っておいて。じゃ、ダークロアも無茶しないでね」


「おい！」


　ダークロアは止めようとしたが、ノクスのマントはあっと言う間に扉の向こうに消えた。


「何が、無茶しないでね、だ……！」


　ダークロアは悪あく態たいをつき、壁かべを殴なぐろうとして右腕を上げ、また痛みに悲鳴を呑のみ込んだ。











「あいつが王家に仕える神官だったのは知ってるよ。あたしも昔都にいたことがあったから」


　ノクスが探し当てた露天商は、店じまいをしながらそう言った。


　日が沈しずみ、客の通りは急速に少なくなっていた。


　売れ残った野菜をひとまとめにして荷車に載のせ、露天商は首を振った。


「あいつがここに現れたのは、たぶん一か月か、もう少し前。王宮にいたころとは変わっちゃいたけど、わかったよ。で、あいつはここに居い着ついて、この市場のおこぼれに与あずかるようになった。最初はあたしも売れ残ったものをやったりもしたんだけどね、そのうち、あいつは色々変なことをし始めた」


　露天商は、売場の敷しき布ふを端はしから巻きながら、声を潜ひそめた。


「……『裏』のこと嗅かぎつけたらしくてね、『塔とうの飯屋』の辺りをうろついて、客に色々と吹ふき込んだり、『裏』の話を聞き出そうとしたり」


「吹き込むって、どんな話を？」


「神々の戦争が起こるだのなんだの、そういう話だよ」


　露天商は巻き上げた敷布を荷車に積み、腰の辺りを叩たたいた。


「そして、その戦争が終わったら、神々はいなくなるってね。世よ迷まい言ごとさ。でも、あいつはただの物もの乞ごいじゃなかった。元々は分家筋の神官様だよ？　説教や演説はお手の物さ。表だってあいつに味方する者はいなかったけど、心の中ではたくさんの者が不安に思ってた。あいつをこの町から追い出そうって話も出た。でも、オドラエル様もイトスギのお方も暴力を嫌きらっておられるし、何よりみんな、心の底ではあいつが怖かったんだ。あたしはよく知らないけど、それも説教とか演説とかの一つの方法なのかね？　恐怖を、畏い怖ふを植えつけるっていう……」


「彼が今どこにいるかわからないかな」


「夜は『ミアナの歌』の裏にいるよ。あいつ、最近ちんぴらどもと仲いいから、気をつけて」


　ノクスは礼を言い、売れ残ったリンゴを一袋ふくろ買って、市場をあとにした。


『ミアナの歌』は市場のある表通りと平行に走る寂さびれた裏通りにあった。五階建ての集合住宅の一階に開いている、主に酒を出す店だ。店名通り、店内からは歌声が聞こえてくる。


　店の横の狭せまい路地を身体からだを横にして抜けると、店の裏に出た。四方を別々の建物の壁に囲まれて、狭せまい空き地のようになっている。


　その暗がりに、アエス・リドは蹲うずくまっていた。


「お待ちしておりましたよ、殿でん下か」


　アエス・リドは俯うつむいたまま、そう言った。


　ゆっくりと、その垢あかだらけの顔がノクスの方に向けられる。


「アエス・リド。あなたの目的は？」


　ノクスはアエス・リドから三歩離れたところで立ち止まった。まだ、剣には手をかけない。


「目的！　殿下、私の目的はただ一つ、エルクレイダの復ふつ興こうです」


　ノクスは憐あわれみすら覚えた。この男アエス・リドの中では、過去はまだ生きているのだ。


「エルクレイダの復興？　いったいそんなことが叶かなうと本気で思っているのですか？」


「ええ、叶います。あなたが神々を助け、〈滅びの女神〉の跳ちよう梁りようを止めることができたなら、神々はきっとエルクレイダ復興に力を貸してくださいます。そうすれば、ミュドラネを叩き出して我らが土地を取り戻すことができるのです」


「神々を助けることなど俺にはできません」


「いいえ、いいえ、あなたがするのです。あのミュドラネ人の子どもなどではなく！」


　アエス・リドはそう叫び、ノクスの足にすがりついた。


「アエス・リド、あなたがオドの町の人間に怪あやしげな噂うわさを吹き込んだのは、何故なぜですか」


「あのミュドラネ人が英えい雄ゆうだと言いふらしたわけですか？　私はね、あの子どもに力がないなんてことはもう知っているんですよ。でも、あえてあの子どもには力があると言いふらすことにしました。いいですか、これは罰ばつです。ミュドラネ人のくせに我らの神々を助けるなどと考えた愚おろかなあの子どもに、私が下した罰なのです！　ねえ、あの子どもは苦しみましたか？　自分に力がないとわかっていて町の者から期待される苦しみを、味わったのでしょう？　教えてください。委い細さい漏もらさずね」


「誰があなたにそのミュドラネ人の子どものことを教えたのです？」


　アエス・リドの問いに構わず、ノクスは重ねて聞いた。


　すると、突然アエス・リドの死者を思わせる濁にごった目が、カッと見開かれた。


「聞いているのは私です！　答えるのはあなたです！」


　ノクスは、アエス・リドの手が自分の心臓を摑つかんだような気さえした。かつて教師であった相手の威い圧あつは、十年経たってもノクスの思考を停止させ、その心に恐怖を植え付ける。


　だがアエス・リドは脅きよう迫はくするような調子から一転、猫ねこなで声で言った。


「ねえ、教えてください。あの子どもは苦しみましたか？」


「……知りません。俺は彼に会ってません」


「それは残念。でも、殿下がこうして私に会いに来てくださったということは、殿下は私のしていることに興味がおありということでしょう？　エルクレイダ復興、いかがですか？　勿もち論ろん、お力をお貸しくださいますね？　ああ、昔のいざこざは水に流しましょう。今は味方はあまりにも少ない。あなたの声も戻ったことですし。ねえ、そうでしょう？」


　ノクスは、アエス・リドの手を、自分の足からゆっくりと引き剝はがした。


「俺にはそのつもりはありません。エルクレイダはもう捨てました」


「そのようなことをおっしゃって、民の信しん頼らいを裏切るのですか？　わかりました、認めましょう、私がエレノラ様についたのは失敗でした。民はあなたを待っていたのですから。ねえ、ご存じですか？　民はあなたの戻ってくることを待っていた、あなたを信じていたのです」


「でも、落城から何年経たつと？　もう、誰だれも俺を待ってなどいません」


「おや、そう言って逃にげるのですか。でもこれはあなたの義務なのです。皆みながあなたを信じていた以上、あなたはその信頼に応こたえなければならない。何年経っても、それは変わらない」


「……やめてください。俺には無理です」


「ノルフェウス王子、あなたはこれから何年経ってもノルフェウス王子なのですよ。どんなに望もうと、忘れ去ろうと、別人にはなれない。身体中の血を抜いて他人のものと入れ替かえでもしない限り、あなたには、王にして神、始祖なるエリ・リフ・オルダの血の誉ほまれが……」


「やめろ」


　ノクスは声を荒あららげたりはしなかった。ただ短く命じた。


　その言葉に含ふくまれる命令の響ひびきに、ノクスは自分で違い和わ感を覚えた。


　神官長に命令できるのは王者だけだと、幼いノクスは教え込まれてきた。


　それに気づいたら、急に息苦しくなった。


　生まれるずっと前から、ノクスがはまるべき「鋳い型がた」は用意されていた。それは長すぎるエルクレイダの歴史が造り上げた、歪ゆがんだ鋳型だった。王子として、王族として、エルクレイダ人として、ミュドラネの十倍の年月をかけて造り上げられてきた「鋳型」に、ノクスは生まれてすぐに押し込まれた。幼いノクスは、その「鋳型」を壊こわす術すべも知らず、ただ優しさを求めて王宮を彷徨さまよった。今はもう遠い日々、忘れかけていた日々だ。


　それらをあまりに生々しく思い出してしまい、ノクスはおぼれかけた人間のように喘あえいだ。必死にウィルゴだとか、ダークロアだとかのことを思いだそうとした。それが今のノクスにとっての現実だ。懐なつかしくも忌いまわしい過去は遥はるか遠く、すでにゆめまぼろしと化かした。


　なのに、何故これほど不安になるのだろう。


　堅けん固ごに見えているものが実はとても脆もろい土台の上に立っていて、手に入れたと思ったものが指の間をすり抜けていく。そんな錯さつ覚かくを覚える。


（……くだらない錯覚だ）


　己おのれにそう言い聞かせる。


　今いま更さらアエス・リドが憎にくいわけではないが、どうも調子を崩くずされる。早く話を切り上げたい。


　だが、アエス・リドは猫なで声でくどくどしい話を続ける。


「わかっておりますよ、殿下。あなたが気に掛かけているもののことは」


　そう言って、骨張った手で、ノクスの手をがっちりと握にぎる。


「あなたの心残りをなくすため、あの女を襲おそわせたのですよ」


　アエス・リドは、狂くるおしいばかりの冷静さで、ノクスをひたと見み据すえた。


「あなたがこの町に来た日のことです。し損そんじてしまいましたが、大だい丈じよう夫ぶ。あなたがあの女をおびき出してくだされば、今度こそ息の根を止めてごらんにいれましょう」


　──堅固に見えていたものはあまりに脆く、手に入れたと思ったものは、指の間をすり抜けていく。


　そんなことはさせない。


　誰にもウィルゴを傷つけさせない。


　ノクスはアエス・リドの手を振り払はらった。隠かくし持っていた短剣を引き抜き──


　振り向いて、背後に迫せまっていた刃やいばを、一歩足を引くだけで避よけた。


「何!?」


　背後からノクスに斬きりかかった男は、驚おどろきの声を上げた。仲間がその後ろに二人いるが、場所が狭いので一度に斬り結べるのは一人だけだ。


　ノクスは一人目の男の、大ぶりな剣の軌き道どうの内側に入り、短剣でその手首を切った。


　血が飛び、男は剣を取り落として膝ひざをつく。


　新あら手てが仲間の身体を飛び越こえてノクスに突とつ進しんしてくる。だがそれも軽くかわし、再び手首の内側を切る。さらにそいつの手から落ちた剣を奪うばい、最後の一人の喉のど元もとに突つきつける。


「ひ──」


　三人目の男は、のけぞって喉のどをさらした。


「引け。仲間も連れて行け」


　ノクスの言葉に、男はかくかくと頷うなずき、仲間を引きずって、出てきた時と同じように、窓から向かいの建物の中に入って消えた。


　ノクスは振り返った。アエス・リドは立ち上がっていた。アエス・リドがかなり長身であったことを、ノクスは思い出した。


「何の真ま似ねですか」


「あなたが私にお力をお貸しくださいますなら、あのような手には出ません」


　向かい合うと、アエス・リドの方が拳こぶし二つ分ほども高かった。


　立ち枯がれた古木のような風ふ情ぜいで、アエス・リドはマントを風になびかせていた。


　ノクスにとって、アエス・リドは過去そのものだった。覚えてもいない亡母の白い腕を思わせる、厭いとわしくも懐かしい、幼き日々そのものだった。


「お力を。殿でん下か」


　厭わしくも懐かしい己の過去に、ノクスは言った。


「……すみません」


　ノクスは先さき程ほど男から奪った粗そ悪あくな剣を捨て、自身の短剣の血をマントの縁ふちで拭ぬぐった。


「殿下！」


　アエス・リドがノクスの腕を摑むが、ノクスはその腹に短剣の柄を叩たたき込む。


　呻うめき、膝をつくアエス・リドの髪を摑み、鋭するどく尋じん問もんする。


「言ってください。俺だってあなたを殺したいわけじゃない。知っていることを吐はいてくれたら解放します。……さあ、あなたはどうやって神々に関かかわる情報を得たのですか？」


「私、には、神の……加護が」


「あなたの神とは？　女神イルマ？　それとも天空にいるという神ですか」


「否いな」


　く、とアエス・リドは嗤わらった。呻うめくような笑いだった。


「くくくくく、私は神と出会いました。彼女は神なのです。死を超ちよう越えつした！」


「彼女？　それは誰……」


　突然、アエス・リドの手に針のように細く鋭い短剣が現れた。服の隠しから取り出したのだろう。ノクスはアエス・リドの手を捻ひねり上げ武器を落とさせようとするが、横から飛んできた『何か』がノクスの手に当たり、その動きを阻はばむ。


　その結果、アエス・リドの短剣がほんのわずかノクスのわき腹を掠かすめる。


　ノクスは浅い傷を押さえ、一歩退く。


　ノクスの手にぶつかり、アエス・リドを助けた『何か』は、汚きたならしい声で叫んだ。


「アハ！　誰ダト思ウ!?」


「鳥……？」


　ノクスは一瞬目を疑った。一羽のカワセミが、アエス・リドの手の上に載のっていた。言葉を発したのは、それだった。


「アハハ！」


　それは、嗤いながらノクスに飛びかかってきた。ノクスは短剣を振るうが、素早い動きを捕とらえきれない。カワセミは高く飛び上がり、嗤いながら藍あい色いろの空に消え、そのときにはアエス・リドの姿もまた、消えていた。


　ノクスはアエス・リドの姿を追って路地に飛び込んだが、すでに宵よい闇やみの支配する時間ともなれば、追つい跡せきは不可能だった。
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　山やま間あいに響く鐘の音。


　途切れ途切れの話し声。


　揺れている。ちくちく頰に当たる毛の感触。


　息を吸い、ヤーテは自分が獣けものの上に乗っていることに、突然気づいた。


「!?」


「あ、いきなり動くと！」


　ヤーテは馬の上からずり落ちそうになって、慌ててしがみついた。


「ほら、しっかりして……っていうか、気づいたんなら下りて。馬ももう疲つかれてるし」


　誰かがそう言って、ヤーテの腰と馬の胴どう体たいとを結んでいた紐ひもを解といてくれた。


　ヤーテは、まだぼうっとする頭で、言われたことに従った。


　自分の足で歩くとまだふらついたが、石いし畳だたみに頭をぶつける前に、その誰かが支えてくれた。


「まだ歩けない？」


「ううん、大丈夫……ってあんた！」


　ヤーテは叫んで跳び退のいた。と、背中で人にぶつかる。


「あ、ごめんなさい」


　見知らぬ男は、むっつりとした顔で通り過ぎていった。ヤーテは町の人間なら全員を知っているが、この男は知らなかった。たぶん旅人なのだろう。


　だが、そう思ったのもつかの間、周囲には知らない人間しかいなかった。


　ヤーテは左右を見た。一回転して周囲を見回した。


　見たこともない通りの、見たこともない雑ざつ踏とうの中に、ヤーテはいた。


「どこ、ここ……」


「えっと、ウザエザの町、だったかな。オドの町からは半日のところにあるよ」


　答えたのはディディウスだ。ディディウスは馬の手た綱づなを持って、ごく当たり前の顔でヤーテを見ていた。


「ふ……ふざけないで！　なんであたしがこんなとこにいるのよ！」


　ヤーテの声は通り中に響ひびいた。周囲の視線が集中する。


「あ……」


　ヤーテは口を閉じて、ディディウスを引っ張ってこそこそと通りの隅すみに移動した。


　そこで、あらためてディディウスを問いつめる。


「あのねえ、なんであたしがここにいるの？」


「ギャンダルフィッハの生まれたところに行くんだ。あ、ギャンダルフィッハはわかるんだっけ？」


「え、ええ、わかるわ。〈滅びの女神〉の〈種〉を奪った魔法使い。でも、どうして急に？」


「メイヴェーラが出て来たんだよ。君が気を失っている間に。メイは、ギャンダルフィッハのことを思い出さなきゃいけないからって、その手がかりのある、彼の生まれた村に行くことにしたんだ。俺も、ギャンダルフィッハのことを知りたかったし、メイのことも心配だから、一いつ緒しよに行くことにした。キスズから三日だって言うから、ここからだと十日くらいかかるかなあ」


　ディディウスはすらすらと答える。ヤーテは彼のことがますますわからなくなった。皆みなの前で「信じろ」なんて王様みたいに堂々と言ったかと思ったら、今度はあっさりギャンダルフィッハの生まれた村まで行くという──それも十日もかかるって!?


「あ、あんたねえ、『表』の町には気分転てん換かんに出てきただけだったんでしょ!?　その村とやらに行くなら一度オドに戻って神様たちとかあんたの連れとかに言うべきなんじゃないの!?」


「ダメだって。メイがね、他の神様に知られたら止められちゃうからいやだって。あ、とりあえず手紙送っておいたから、ダークロアたちは大丈夫。それで、えーと問題なんだけど」


「な、何、まだあるの」


「うん。あの、メイは君の中にいるわけで、だからメイが行くって宣せん言げんした以上、君も一緒に旅することになるんだけど──」


　ヤーテは、へなへなとその場に座り込んだ。


「あ、大丈夫？　おなか減った？　ご飯食べて、今日はここに泊とまった方がいいね。その……急で驚いたと思うけど、ごめんね、メイのためにも一緒に来てくれないかな」


「そ……そんなこと言われたって」


　ヤーテはメイヴェーラに肉体を貸すとき、決してメイヴェーラの意思に抵てい抗こうしてはならないとオドラエルから言われていた。だが、メイヴェーラとオドラエルらの意思が対立してしまう事態が起こるとは思ってもいなかった。その場合、自分は果たしてどうしたらいいのだろう？　ヤーテは考え、迷いながら言った。


「……あたしはオドラエル様に仕えていたのよ？　オドラエル様の意向に反はんしてまでメイヴェーラ様の意思に従うのは……」


「無茶なのはわかってる。でも、これはオドの町のためにもいいことだよ。うまく手がかりが手に入れば、ギャンダルフィッハの居場所を突き止められるかも」


「……なら、どうして他の神々は反対するの？」


「メイが言うには、メイにやらせたくないからだって。たぶん、ギャンダルフィッハと親しかったメイヴェーラには、何か辛つらいことがあるんじゃないかな？　よくわからないけど……」


「……わけわかんないわ！　あたし、やっぱりオドに戻る」


　ヤーテはそう言うなり、立ち上がった。


「え、まずいよ、それはやめてほしいんだけど」


「そんなの知らない。あたしは確かにメイヴェーラ様に従うって誓ちかったけど、あんたの言うことがメイヴェーラ様のご意向だっていう証しよう拠こもないじゃない」


「しょーこって……」


　そのとき、不意にヤーテとディディウスの間を突とつ風ぷうが吹き抜けていった。


　割わり合あい強い風で、ディディウスは砂を防ふせぐために目を閉じた。


　がこん。


「がこん？」


　ディディウスは変な音を聞いた気がして、風が弱まったのを確かく認にんして、目を開けた。


　ヤーテが頭を押さえ、そばで蹲うずくまっている。


「あの……？」


「痛い……」


　ヤーテの足下には煉れん瓦がの欠片かけらが転がっている。どうもそれがぶつかったらしい。


「大丈夫？」


「ディディ」


「へ？」


　先程までヤーテだった少女はやけに青ざめた顔を上げ、ディディウスに言った。


「ヤーテは寝たから、今のうちに宿に運んじゃって。朝になったら起きるだろうけど、そのときまでにはメイがちゃんと説明して説得しておくから」


　あ、とディディウスは気づいた。風を起こしたのも、ヤーテの頭に煉瓦の欠片をぶつけたのも、今ヤーテの身体からだを操あやつっているのも、メイヴェーラなのだ。


　だが、次の瞬間ヤーテの身体は一いつ切さいの意思を失って、くたりとその場に倒れた。メイヴェーラも肉体を操るのをやめてしまったのだ。


　となれば、意識を失ったヤーテの身体を宿に運ばねばなるまい。


「……誘ゆう拐かいしてるみたい」


　ディディウスは一生懸けん命めいヤーテの身体を馬──ちなみに、馬車を引かせていた馬の一頭を連れ出したのだ。ダークロアらには悪いが、いざとなったら売って路ろ銀ぎんにするつもりだ──の上に乗せて、ぼそりと呟つぶやいた。


　みたい、ではなく、これでは誘拐そのものだ。


（…………明日にはヤーテが納なつ得とくしてくれてて暴れませんように）


　ディディウスは、屋根の上に昇のぼった月に、そっと手を組んで祈いのった。
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　一夜明けた翌日──


　昨夜ノクスは『塔の飯屋』の主人に頼んで町の人を集めてもらい、アエス・リドの行方ゆくえを捜した。


　報しらせは町の『裏』にも回したので、ノクスがひとりでアエス・リドに会いに行ったことは、ウィルゴにもばれた。駆けつけたウィルゴは、ノクスが黙だまって危険に飛び込んでいったことを無言で怒おこっているようだった。捜そう索さくを優先させて、とりあえずは罵ののしり言葉を呑のみ込んでいたが。


　オドの町中を捜索した結果、アエス・リドのその後の足取りはあっさり判明した。


　夜よ更ふけ、城じよう壁へき越ごえをするアエス・リドの姿を見かけた者が現れたのだ。


　アエス・リドはすでに町を出たのだ。


　それが幾いくつかの証言で裏付けられたのち、ノクスは『裏』で彼らにあてがわれた家に戻り、仮か眠みんを取った。寝しん台だいに入った時には、すでに空は白み始めていた。


　目覚めると、日は東の空に完全に昇っていた。


　ノクスは重い体を起こした。身体が重いのはこれからウィルゴとダークロアに叱しかられるとわかっているからだ。


　憂ゆう鬱うつな一日の始まりだった。


「ノクス！」


　居間に出てくると、ウィルゴとダークロアは今か今かとノクスが出てくるのを待ちかまえていたらしく、一いつ斉せいに視線をノクスに集中させた。


　ノクスは素そ知しらぬふりで椅子いすに座って、卓たく上じようのリンゴとナイフに手を伸のばした。昨日、自分で買ってきたリンゴだ。


「アエス・リドが何者かは、ダークロアに聞いた」


　ウィルゴの声は、ぴりぴりとした怒ど気きをはらんでいた。


　ノクスは言い訳じみているなあと思いながら、一応昨日の自分の行動について釈しやく明めいした。


「……昨日はダークロアは怪け我がしてたし、ウィルゴは出かけてたから、一人で調べに行っただけだよ。今はアエス・リドを取り逃がして、反省してる。一人じゃなかったら逃がさなかったかもしれない」


「私を待つことだってできただろう!?」


　ウィルゴの手が卓を叩たたいた。ウィルゴが怒っているのは、ノクスがアエス・リドを逃がしたからというよりは、襲しゆう撃げきの危険を感じながら、一人でのこのこアエス・リドに会いに行ったからだ。そして、実際浅いとはいえ怪我までして帰ってきた。


「ウィルゴ」


　ノクスは八等分にしたリンゴの一切れにナイフを入れて、皮を部分的に剝むいて見せた。


「ウサギ」


「……何が」


「ほら、耳に見えない？　この皮の残った部分」


　ウィルゴが、ノクスを殴なぐった。


　本気の一発に、ノクスは椅子から転げ落ちた。


「心配……したんだぞわかってるのか！」


「わかってる」


　立ち上がって怒ど鳴なるウィルゴを見上げて、ノクスは床ゆかに座ったまま言った。


「……ただ、アエス・リドは俺の知り合いで、これは俺の問題かもしれなかったから。結局は、俺だけの問題じゃなかったみたいだけど」


「おまえだけの問題だったら私に黙って危険な目に遭あってもいいって言うのか！」


「ウィルゴは、じゃあ、今まで自分がそうしてこなかった、というの？」


　空気が凍こおりつく。


「はいはいはい、そこまで」


　椅子に座って左手で頰ほお杖づえをついていたダークロアが、投げやりな口調でそう言って、一度凍りついた空気を元に戻した。


　ノクスは立ち上がり、椅子を引いて座り、ウィルゴも椅子にどさりと腰こし掛かけた。


「過去に興味はない。これからのことを話し合おう」


　ダークロアはそう言い、ノクスがウサギの形を模もして切ったリンゴを齧かじった。


「アエス・リドは、人語を喋しやべるカワセミと一いつ緒しよにいたんだな？」


　ノクスが頷うなずき、ウィルゴは半月以上前のことを思い出しながら言う。


「カワセミというと、確か天空の砦とりでに行った時、私のやったことをディディウスにばらしたのもカワセミだったな」


「そだね。あれは、俺の知る限りでは天空神エイルセイルの下僕しもべだったんだけど……」


「エイルセイルとかいうのは死んだのだろう？」


「死んだよ。ディディウスの目の前でね。ミューシカも確認したから、間ま違ちがいない」


「……カワセミは、主人が死んだあと、独自の判断で動き出した、ということか？　目的はなんだ？　また他の誰かに仕つかえているのか？」


　ウィルゴの問いの間に、ダークロアはさらに一欠けリンゴを食べた。


「んー、他の誰か、ねえ。そういう雰ふん囲い気きはあったか、ノクス。たとえば、カワセミがアエス・リドに仕えているとか、天空の他の神に仕えているとかというようなことは」


　ノクスは少し考えて、首を振ふる。


「……わからない。ただ、アエス・リドは天空とは無関係に見えた。カワセミの方が天空と繫つながっていて、アエス・リドを操っている、って可能性もあるけど」


「そいつらの目的はなんだ？　たとえば、カワセミだったら、エイルセイルとかいう主人を殺された復ふく讐しゆうとかか？」


　ウィルゴが、この場で唯ゆい一いつエイルセイルとカワセミを知るダークロアに訊きく。


「復讐ねえ。でもエイルセイルを殺した犯人はディディウスでも俺でもない。実行犯の方は俺が始末したけど、計画し、実行犯に命令したのが誰かってことは、わからないままなんだ」


「……じゃあ、これからアエス・リドとカワセミはどこで何をするつもりだ？」


　ダークロアも、ノクスもしばしの間沈ちん黙もくした。相手の目的がわからない状じよう況きようでは、そんなことはわかりっこなかった。だが──


「ディディウスを狙ねらうってことも、あり得るかな」


　ノクスはそう呟いた。


「カワセミの目的はわからないけど、アエス・リドの目的は幾らかわかる。大目的はエルクレイダ復活、小目的はディディウスを痛めつけること。彼は、ミュドラネ人のディディウスが、エルクレイダ人をさしおいて神々から英えい雄ゆう視されていたことが許せなかったんだ」


「……なるほど。アエス・リドはオドでの工作が失敗したのもディディウスのせいだって決め付けてるかもな。しかも、ディディウスはアエス・リドが危険だってことを知らない」


「市場でちらっと見かけただけだからね。目の前に現れてもそんなに警けい戒かいしたりしないだろう」


「おい……おまえらなんでそんなに冷静に話してるんだよ、ディディウスが危ないんだろう!?」


「ウィルゴちゃん」


　立ち上がったウィルゴの腕を、ダークロアが摑つかむ。


「推すい論ろんだよ、あくまでただの推理」


「あの子には戦う方法なんてないんだぞ!?」


「でも」


「剣を教えてって言ったんだ、あの子」


　ウィルゴは、──ぎゅ、と拳こぶしを握にぎり締しめた。


「頭を下げて。でも、私は断ことわった。……だから、守ってやらなくちゃ」


「…………わかってるよ」


　ダークロアは呟つぶやき、自分の右手をそっと見つめた。白い包帯が、やけに鬱うつ陶とうしかった。











　結局、ウィルゴとノクスはディディウスを追って、その日のうちに旅立つことになった。


　ダークロアは残った。ディディウスにはヴェルペイアを張りつかせているし、ウィルゴとノクスにメイヴェーラまで揃そろっていれば、ディディウスの身が危険にさらされることもないだろう。怪け我が人にんがついていって、ウィルゴとノクスの移動速度を遅おそくすることもない。


　それに、ダークロア一人なら、移動手段は色々あった。ヴェルペイアに頼たのめば水中を短時間で移動することもできる。いざというときはそういう魔ま法ほうで、さっと駆けつければいい。それまでは、ノクスやウィルゴが守ってくれるだろう。


　ダークロアは二人を見送ったあと、自分の腕の手当てをしてから、家の外に出た。


　昼だった。影かげは濃こいが短い。


　家の扉とびらにもたれて座るダークロアの辺りは、屋根で丁ちよう度ど影になっていた。


　その影の中に、いつの間にか、黒い人影が蹲うずくまっていた。


　シャラサラだ。


　彼は衣きぬ擦ずれのさやさやという音をさせて、ダークロアの隣となりに立った。


「どこに出しゆ立つたつした」


「さあ」


　尋たずねるシャラサラに、ダークロアはとぼけてみせた。


「今日はあの人間二人。それに昨日からメイヴェーラとディディウスの姿が見えぬな」


「あなたなら、ちょちょいと調べればわかるんでしょう？」


「ギャンダルフィッハの居場所を捜さがすのに全力を捧ささげている。ディディウスらを見つけ出すまでにはしばらくかかろう。まあ、言いたくないのならいい」


「そんなこと話に来たんですか」


「いや。情報漏もれの件だ」


　ダークロアとシャラサラの目の前で、小鳥が舞まい降り、地面をほじくって虫を食べ始めた。


「町の者が、夜だというのに『裏』でカワセミの飛ぶのを見かけていた。おそらくは、そのカワセミが情報を集めて、アエス・リドに流していたのだろう」


「〈滅びの女神〉のことを聞いて荒あれていたオドの町の人たちは、落ち着きましたか？」


「オドラエルが落ち着かせた。しばらくは保もつだろう。だが、そのせいでさらに広い層に情報が広まった。多くの者が、〈滅びの女神〉のことを知ってしまった」


　落ち着いたと言っても、さほど安定しているわけではないだろう。不安はいつ爆ばく発はつするかわからない。


「それで、俺はそういう面めん倒どうな状況で、何か仕事でも押しつけられるんでしょうかね」


「しばらくはヤーテの仕事を代わりにやっておいてくれ。病人の世話と森の結界の見回りだけでもいい。それと、皆みなの動きに注意を払はらうように。〈滅びの女神〉への恐きよう怖ふから暴動など起こる気配でもあったら、すぐに私か他の神に知らせろ」


「それくらいでしたら」


　シャラサラは、伝え終わると去ろうとした。だが、思いとどまって、ぼそりと漏もらす。


「皆がおとなしくなったのは、ディディウスの存在があるからだ」


「…………」


「あの子どもが、皆を安心させた。自分が救うと言った。オドの町の者は、完全に信じ切っているわけではないにしろ、その言葉に、実際に救われているのだ。ありがたいことだ」


「あいつを英雄に仕立てあげるつもりですか」


　ダークロアの声には、はっきりと警けい戒かいが表れていた。


「……それでは、ギャンダルフィッハの時と同じだ。そのようなことはすまいよ。あの子どもが戻ったら、きちんと皆に説明しよう」


　シャラサラは、微かすかに首を傾かたむけて、玄げん関かん前の地面をほじくる小鳥たちを見て言った。


「ギャンダルフィッハが〈滅びの女神〉と契けい約やくを結んだ時も、我らはその事実を隠かくそうとした。まだ〈女神〉を倒たおせたわけではなく、遠くないうちに再び戦うことになるとわかっていたから。だが、やはりどこからか漏れてな、ギャンダルフィッハは〈女神〉の侵しん攻こうを止めた英雄になった。ギャンダルフィッハが〈女神〉の侵攻を止めたのは噓うそではなかったが、民はさらにギャンダルフィッハが最終的に〈女神〉を倒し、それによって完かん璧ぺきな平和がもたらされると信じ込んでしまった。そして、民はギャンダルフィッハが自分たちの期待を裏切ったとき……」


　シャラサラはその続きを言わなかった。


　ダークロアも、聞きたくもなかった。


「あいつを同じ目に遭あわせるつもりはないんですね」


「ない。信じてほしい」


「信じる、ね……でも、その『信じる』ってやつこそが、ギャンダルフィッハを苦しめたんでしょう？　実像と違ちがう英雄像を信じられちまったから、ギャンダルフィッハは苦しんだ。そして今も苦しみ続けている」


　ダークロアは皮肉げにそう切り返した。


　シャラサラは、相変わらず小鳥を眺ながめながら言った。


「だが、今は皆に信じさせておきたい。〈滅びの女神〉が目覚めるまでの間だけでも」


「……英雄話でごまかすのは、せめてこの町だけにしてください。それから、素す性じようも絶対にばれないように。帝てい国こくの皇子だなんてばれたら、一気に半島中に噂うわさが広まっちまう」


　ダークロアは立ち上がり、扉に手をかけた。


　シャラサラは、その背に声をかける。


「そなたも命を粗そ末まつにするな」


　ダークロアはちらりと振り返り、口元だけで笑うと、家に入って扉を閉めた。











　オドを発たったその日の夕刻、ウィルゴとノクスは隣となり町まちウザエザの城門の中に滑すべり込んだ。


　日にち没ぼつの閉門前に、ぎりぎり間に合ったのだ。


　ウィルゴは馬を引いて、店じまいを始めた通りを歩いた。ディディウスとメイヴェーラは、おそらくは昨日の今いま頃ごろ、この町に着いたはずだ。少年少女の二人組は目立つだろうから、聞き込めばすぐにわかるだろう。ヴェルペイアから二人のだいたいの居場所は教えられているが、これからの行き先を把は握あくするにはもう少し情報がほしいところだ。


「ウィルゴ」


　少し後ろを歩くノクスが、躊躇ためらいがちに話しかけてきた。


「あのね」


　だが、言葉を探すように、ノクスはそこで言い淀よどんでしまう。


　ウィルゴは不思議に思い、立ち止まって振ふり返った。声を取り戻した直後ならともかく、最近はこんなふうに口ごもることも少なくなっていた。何か、言いにくいことでもあるのなら別だが。


「……どうした」


「笑う、か、怒おこるかもしれないけど、聞いてくれる？」


「？」


「この国を出てくれないかな」


　がらがらと、壊こわれた陶とう器きが道を転がっていく。強い風が二人の間を吹き抜け、ウィルゴの髪かみを乱し、開きかけた口の中に砂を入り込ませる。じゃり、という砂の感かん触しよくとノクスの言葉に顔をしかめ、ウィルゴは聞き返した。


「…………なんだって？」


「ミュドラネを出るんだ。ピュエラ半島を出て、君だけ違う土地に行くんだよ。君がここを守りたいなら俺が君の代わりに守るから、今はこの国から出て行かないか」


　ウィルゴはまったく何一つ理解できず、しばらくノクスを見つめて、それから言った。


「なんで、いきなりそんなこと……私だけ逃げ出すようなこと、できるわけないだろう」


「……そうだよね、うん、わかってる。ただ、なんだかね、君は笑っちゃうのかもしれないけど、いやな予感がしたんだ」


　ノクスは止まっていた足を、また動かし始めた。ウィルゴの横を通り過ぎ、通りに連なる宿の一つに向かう。


　ウィルゴは馬を引いてノクスに追い付き、その隣に並んで、彼の、いつもより少しだけ寂さびしそうな顔を覗のぞき込んだ。


「……どんな予感だ？」


　ノクスはウィルゴにちらりと笑えみを見せ、答えた。


「君を失う予感」


　ウィルゴは笑い飛ばそうとした。だが、何故なぜかできなかった。


　何をばかなことを、とノクスの背中を叩たたこうとした手は途と中ちゆうで垂れ下がった。


　ノクスはそんなウィルゴを心配して、ごめんね、と呟つぶやいて、左手に手た綱づなを持ち直し、垂れ下がったウィルゴの左手を空いた右手で握にぎり締しめた。


「今俺の言ったことは忘れて。一いつ緒しよにディディウスを捜そう。ね？」


　ウィルゴにというよりは、自分に言い聞かせるように、ノクスは囁ささやいた。





　影かげもない風もない闇やみの中で、〈種〉に入る亀き裂れつは、少しだけ深くなった。














四章　頭ず蓋がい骨こつの牢ろう獄ごく







　漆しつ黒こく山脈は、ピュエラ半島の背骨である。


　険しい山の連なりが半島の南北を貫つらぬき、東西を分断する。雪すら被かぶる峠とうげ道みちと絶ぜつ壁ぺきの重なり合う峡きよう谷こくを抜けねば、半島の東西を行き来することは不可能だ。


　ディディウスは途中までは峡谷を抜ける街道を、途中からは太古の昔に作られた峠道を使って、漆黒山脈の懐ふところに分け入った。


　目的の村・エーラはその痕こん跡せきも残らないほどの昔にうち捨てられ、付近の村や町にもそこへの道を知る人間はいなかったから、時折目覚めるメイヴェーラの言葉だけが頼たよりだった。


　太古の道を見つけだしたのもメイヴェーラだ。


　最初、『ここが道だ』と言われた場所は、ディディウスの目には、木々と下草の鬱うつ蒼そうと生える、ただの斜しや面めんにしか見えなかった。


　だが疑いながらも木々の間に一歩足を踏ふみ入れると、そこに突とつ然ぜん完璧に整備された真しん珠じゆ色に輝かがやく石いし畳だたみが現れたのだ。


　針葉樹の森を切り開いて続く、その真珠色の道を半日ほど辿たどり、ディディウスは木々の途と切ぎれるところ、道の終わるところに着いた。


　そこは、山と山の間、峰みねと峰の間に広がる、広大な台地だった。


　むっとする松ヤニの臭においが、高地の澄すんだ風に吹き飛ばされていく。


「ふへえ……」


　ディディウスは気の抜けたような声を上げ、拭ぬぐっても拭っても噴ふき出る汗あせを拭った。背中は汗でぐっしょり濡ぬれ、荷物は肩かたに食い込んでいた。からからに渇かわいた喉のどに水すい筒とうの水を流し込もうとして、その前に気づいてメイヴェーラを──勿もち論ろん身体からだはヤーテだ──振り返った。


「飲むか？」


　メイヴェーラは、焦しよう点てんの定まらない目でディディウスを見返した。


「……メイ？」


　ふらりと、その身体が草の上に倒れそうになる。


「メイ！　おい、大だい丈じよう夫ぶか!?」


　ディディウスはメイヴェーラの身体を支えて揺ゆすぶったが、反応はない。見れば、額に大おお粒つぶの汗の玉を浮うかべている。白い顔が、ディディウスの不安を誘さそう。


　呼吸と脈みやく拍はくはちゃんとあったので、ディディウスはその身体を草の上に横たえた。小さな布きれを水で湿しめらせて、額ひたいの上に置いておく。


　オドの町から、ここまで九日かかった。メイヴェーラはその間五回ヤーテの身体を乗っ取った。だがそのたびに、どうもようすがおかしかった。具合の悪そうな、熱でもあるような雰ふん囲い気きなのだ。そのくせ実際には熱はない。熱に浮かされたような顔でディディウスに幾いくつか助言をするとまた気を失って、しばらくすると起きるが、そのときには身体を支配しているのはヤーテの方だ。


（今回もすぐに気づいてくれればいいけど）


　ディディウスは立ち上がって、周囲を見回した。


　緑豊かな台地だった。高木は少なく、見通しがいい。雪を戴いただく峻しゆん峰ぽうが、雲の上、青空を背景に長く連なっている。その手前にはそれよりはややなだらかな山々の稜りよう線せん。


「………ん」


　背中で、小さな声が聞こえた。ディディウスは振り向いて言った。


「メイ、気づいた？　この辺りにギャンダルフィッハの──」


「メイヴェーラ様じゃないわ」


　ヤーテは冷たく言った。剣けん呑のんな目でディディウスを睨にらみ付けると、むっつりした顔のまま杖つえを頼りに起き上がって、濡れタオルをディディウスに押しつける。


「悪かったわね、あたしで」


「ごめん。おっかしいなあ、いつもメイヴェーラが気絶したあと目覚めるのは君なのになあ、また間ま違ちがった」


「願望じゃないの、あんたの」


「へ？」


　ヤーテはさっさとディディウスの横を通り過ぎ、台地を見はるかした。


　西からの冷たい風が、ざわざわと草を波立たせていく。


「……で、どこに行けばいいの？」


「うーん、メイが寝ねちゃったからなあ。でもギャンダルフィッハの生まれた村は、昔はこの辺りにあったらしいよ。捜さがしてみよう。もうどうせ遺い跡せきになっているとは思うけど、きっと何か手がかりがあるはずだ」


「メイヴェーラ様がそうおっしゃったんだものね」


　ディディウスは、ヤーテの言葉に含ふくまれる棘とげのようなものに気づいて、その横顔を見た。なんだか、イライラしているようだ。


（あ、またか）


　ヤーテは、メイヴェーラに事情を説明されて、一応納得して同行してくれている。一応、とつくのは、たまに今のような、刺とげ々とげしいような態度を強く表すからだ。まだ色々と不満もあるのだろう。いきなり連れ出されたわけだし。


「あんた、なんでここまで来たの？」


　不意に、ヤーテがそう言った。


「あんたは、本当にここまで来るべきだったの？　こんな何もないところに来るよりも、オドに残ってみんなを安心させたり、神々の仕事を手伝った方が良かったんじゃないの？」


　ヤーテはディディウスの顔を見ず、夏にしては冷たい風の吹ふき抜ぬける草原を険けわしい表情で見つめて言った。


　ディディウスは、その険しさに少し戸と惑まどいながら答える。


「でも、俺が神々に対して協力できることって、もうオドにはないよ。君の言うように、町の人たちを安心させるよう努めることもできたかもしれないけど、そのうち絶対ぼろが出る。それよりは、外に出て自分にできそうなことをした方がいいと思ったんだ」


「ていのいい言い訳ね」


　ヤーテの声が、ひやりとディディウスの心臓を撫なでる。


「あんた、みんなの前から逃げ出したかっただけなんじゃないの？　信じろ、なんて言った責任から逃げたかった、だから理由つけてここまで来たんだわ。メイヴェーラ様を守るんだ、なんて言って、これを機会にオドから逃げ出して戻らないつもりなんじゃないの？」


「戻るよ！」


　ディディウスはヤーテの前に回り込み、強く怒ど鳴なった。


　ヤーテはその声の強さに驚おどろいたのか、目をまん丸くしてディディウスを見上げた。


　ディディウスは怒鳴ってしまったことでばつが悪くなって、ぼそぼそと声を低くして言った。


「……戻るよ。君を送らないといけないし。ダークロアも残っているんだ」


「わ……わかってるわよ、それくらい」


　じゃあなんであんなこと言うんだよ、とディディウスは思い、その思いをこめてヤーテを睨み付けた。するとヤーテはしかめっ面つらのまま視線をふいと逸そらして、そっぽを向いて言った。


「…………オドから離はなれたことないから不安だったの。八つ当たりして悪かったわ」


　だが、その謝しや罪ざいの言葉を、ディディウスは聞き逃のがしていた。


　ヤーテの背後にある森で、獣けものでも鳥でもないものが動いて、そちらに気を取られたのだ。


　木こ陰かげから木陰へと動いたそれは、確かに人だった。


　ディディウスは一瞬、あ、周囲の村の人かな、と思った。


　だが、すぐにそれは違うとうち消した。


（ここには、メイの教えてくれたあの秘密の道を通らないと辿り着けないんだ）


「……ヤーテ。いい、絶対に後ろを振り向かないで」


「なんですって？」


「ヤーテ、お願いだから。いいね、静かに、あんまり態度変えないで聞いて。俺たちが今出てきた後ろの森に、他の人間がいる。ここに来るには特別な道を使わないといけないから、その人間たちは、その道を知っていたか、俺たちのあとをつけてきたってことになる」


　ヤーテは、振り返らなかった。ただ、表情をはっきりとわかるほど緊きん張ちようさせた。


「誰？」


「わからない。ちゃんと見えなかった。でも、剣を下げてる。普ふ通つうの村人じゃない」


「……どうするの」


「逃げるんだ。さっき、向こうに小さな林みたいなのが見えた。君のところからなら見えると思う」


「見える。あんたの後ろの方」


　ヤーテは、青い顔で、しかしはっきりと答えた。


「よし。じゃあ、これから三つ数えるから、数えたら一いつ斉せいに走り出そう。走れる？」


「ええ。大丈夫」


　ディディウスの視界に、先程の人ひと影かげがまた入った。最前より少し近づいている。マントを頭からすっぽり被かぶっていたが、そのマントの下から、重そうな剣が突つき出ている。


「いち」


　人影が、木陰からもう一つ覗のぞいた。そちらも同じような格かつ好こうだ。マントと、剣。


「に」


　二つの人影が寄り添そい、何か話し合っている。


「さん！」


　ディディウスとヤーテは、一いつ散さんに逃げ出した。


　振り返らず、ただ草原を搔かき分け、搔き分け、遠くに見える林に向かって走る。追ってきているかどうかなんて確かめる余よ裕ゆうもない。


　林はやがて目の前に迫せまり、ディディウスはヤーテの手を引いて木と木の間に駆け込む。林の中なら、隠かくれる場所もあるかもしれないと思ったのだ。


　だが、予想に反して林はすぐに終わる。


　林が途と切ぎれ、現れたのは、巨きよ大だいな青い煌きらめきだ。


　目の前の草原がぽっかりと楕だ円えん形にくり貫ぬかれ、その中に真っ青な空と、山々の稜りよう線せんと、雲を貫つらぬく峻峰とが、さかしまに収まって、時折きらきら煌めいている。


　一瞬呆ぼう然ぜんとして、ディディウスは気づいた。


　これは、巨大な湖だ。湖面に空や山々を映して、こんなふうに見えているのだ。


「綺き麗れい……」


　こんな状じよう況きようにも拘かかわらず、ヤーテはうっとりとした声を上げた。


　ディディウスは隠れる場所を探した。湖の周囲には木が生えているが、隠れる場所となりそうなものは見つからない。と──


「？　あれ、なんだろう」


　向かって右手の岸辺に、木と石の塊かたまりのようなものが見えた。


「……家？」


　ディディウスの指す先を見て、ヤーテが首を捻ひねって呟つぶやいた。


　家、確かにそう見える。二階建てに木の屋根を載のせた家だ。だが、それならばいったいこんなところに、誰が住んでいるというのだ？


　ディディウスは背後の林を振り返った。まだ相手の姿は見えない。こちらから見えないよう、どこかに潜ひそんでいるだけなのかもしれない。


「……とにかくあの家に行ってみよう。何か、身を守るものがあるかも」


「さっきあんたが見た相手の家かもしれないわよ？」


「それなら、彼らは俺たちを追ってきたんじゃなくて、ここに元々住んでいるだけだってことになるから、逃げなくてもいいんじゃないかな」


「そ、そっか」


　ディディウスとヤーテは、湖を回り込んで、その家に近づいた。


　近づくと、その家は思ったよりも大きいことがわかった。周囲を囲む石いし垣がきを越こえ、地面に敷しかれた苔こけの生えた平石を踏ふんで、玄げん関かんまで辿たどり着く。


　扉とびらの前には、泥どろのついた靴くつで歩き回ったらしい足あし跡あとがあった。


「誰かいるんだ……」


　思わず呟くヤーテに手で静かにするように合図して、ディディウスはしゃがみ込んでさらに地面を調べた。足跡は一種類、たぶん一人分。家に入った跡と、出てきた跡がある。


　この家は、無人ではないのだ。


　ディディウスとヤーテは顔を見合わせた。


　この家に出入りした「誰か」は、いったいどんな素す性じようの者だろう？　こんな山奥に暮らしているなら、猟りよう師しとか、そういう職業の者だろうか？　そう、そうかもしれない。でも、その「誰か」は、麓ふもとの村の誰も知らない道を知っているということになる。


　そして、さっきディディウスが見た二人組は？　やはりこの家の住人なのだろうか？　剣は用心のため？　でも、何から身を守るというのだ？　獣を相手にするなら、剣より弓や斧おのの方が都合がいいだろうに。剣は、あくまで人間と斬きり合うためのものだ──


「！」


　ディディウスは遠くの茂しげみに例の二人組の姿を見つけた。


　考えられる時間は、ごくわずかだ。


　周囲を見回しても、近くに他に身を隠せる場所はない。ヤーテは疲つかれ切っていて、そう長いことは逃げ切れないだろう。


「入ろう」


「でも」


　ヤーテは、しゃがみこんだまま起き上がろうとしない。


「俺たちじゃ、走っても逃げ切れないよ。賭かけるしかない」


　ディディウスはヤーテの手を引いて立ち上がらせて、玄関の扉をそっと引いた。


　抵てい抗こうも音もなく、扉は開いた。


　中は暗い。開いた扉から入る光だけが、部屋を照らす。


　最初に入ったのは細長い部屋で、家具はなく、扉が二つと、地下に下る階段が一つあった。部屋の隅すみには埃ほこりが溜たまっているが、部屋の中央や扉の近く、階段近辺にはない。最近人が使ったからだろう。


　ディディウスはヤーテに合図して、その扉の一枚を開けた。部屋の中は暗くてよく見えない。


　ディディウスは一歩中に入った。


　そのとき、死角になった階段の方で、床ゆかに敷かれた板の軋きしむ音がした。


「！」


　ヤーテが悲鳴を呑のみ込む気配を、背中に感じた。


　ディディウスは振り向いて、見知らぬ男がヤーテを捕つかまえているのを見た。


　それは、不思議な男だった。


　ディディウスには男の年がわからなかった。二十代かもしれないし、三十代か四十代かもしれない。袖そで無なしの革かわ胴どう着ぎを着て、脚きや絆はんと靴とが一体になったブーツと、身体からだにぴったりした長いズボンを穿はいている。顎あごから上うわ唇くちびるまで走る大きな傷跡が薄うすい唇を切り裂さいていて、口の形をわずかに歪ゆがませている。淡たん黄こう色しよくの肌と、褐かつ色しよくの髪と、黒い瞳と、小こ柄がらだがしなやかな筋肉のついた体は、エルクレイダ人にもミュドラネ人にも見えなかった。


　北方民族だ。


　男は、小柄で、しなやかで、危険な、野生の肉にく食しよく獣じゆうを思わせた。


　男はヤーテの身体を左腕で抱かかえ、右手で刃はの反そった短剣をかざして言った。


「怖こわがらないで」


　出てきた言葉は、ディディウスが想像していたのとは全く違う、とても流りゆう暢ちような、だが僅わずかに鼻にかかったような甘い癖くせのあるミュドラネの言葉だった。


「外の連中は君らの仲間？」


　ヤーテは恐きよう怖ふに引きつる顔でディディウスを見た。正直に答えていいかどうかわからないのだ。返答次し第だいで殺されてしまうのでは、という不安がその表情にはっきりと表れている。


　だが、ディディウスだってわからない。


「答えて。追われているの？」


　問いとともに、ヤーテの白い肌に、短剣の刃がいっそう強く押しつけられる。


　恐怖に負けて、ヤーテは小さく頷うなずいた。


「……じゃあ、奥の部屋に」


　男はそう言うと、突とつ然ぜんヤーテを解放してディディウスの方に突き飛ばした。ディディウスはヤーテを受け止め、何があったのかと男を見た。


　新手のマント姿の人物が、北方民族の男と斬り結んでいた。マントを頭から被った、あの二人組の片割れだ。たった今外から駆け込んできたようだ。そいつは右手にミュドラネ風の剣を持ち、一度北方民族の男の攻こう撃げきをかわすと、左手でマントのフードを跳はねのけ、ディディウスらに怒ど鳴なった。


「隠れてろ！」


「ウィルゴ!?」


　ディディウスは言われたことを実行に移す前に、思わず叫さけんでいた。フードの下から現れたのは、ウィルゴの厳きびしく美しい顔だったのだ。


　ディディウスの声を聞いて、男が顔をしかめる。


「なんだ、やっぱり知り合いじゃないか」


「貴様何者だ！」


　男は剣を引きかけたが、ウィルゴの方はそれに応じるつもりもなく、激しく男を攻撃する。男は仕方ない、といった顔で短剣を操りウィルゴの攻撃を受け流し、さらには攻撃に転じて一気にウィルゴを壁かべ際ぎわまで追いつめる。


「ウィルゴ！」


　だが、次の瞬間動きを止めたのは、その男の方だった。


「剣を捨ててください」


　ウィルゴに続いて扉から入ってきたノクスは、男の背中に剣を突つきつけ、ミュドラネの言葉で囁ささやいた。それから、思い直して違う言語でさらに囁く。


「……ミュドラネの俗ぞく語ごで大丈夫」


　男は言って、ウィルゴの喉のどを切り裂くほどに迫っていた短剣を足下に置いて、両手を挙げた。ノクスは男の身体を調べて細身の短剣数本と、さっきまで男が使っていたのとよく似た、刃の反った大ぶりの短剣一本を取り上げた。


「どうしてウィルゴとノクスが？　森を抜ぬけた時に俺たちの後ろにいたのもウィルゴたち？」


　ウィルゴとノクスは揃そろいのマントを身に着けていた。地味な色のマントは、ディディウスが先程見かけた二人組と同じものだ。よく考えれば背格好もそっくり同じだ。


「そうだよ。俺は黙だまってないで出て行ったら、って言ったんだけど、ウィルゴが、隠かくれて、できれば気づかれないで最後までいられたらその方がいいって言い出して」


　ノクスは申し訳なさそうに言い、武装解除した男の手を、縄なわで後ろ手に縛しばった。


「え、ええと、じゃあ、俺のあとつけてきたの？」


「うん。ダークロアがよく力を借りる女神様がいてね。ヴェルペイアっていう。その女神様が君らの道筋をずっと見守っていたんだ。もしもの時のために、って、ダークロアが女神様に頼たのんでいたんだよ。で、君らが出て行ってからしばらく経って、もしかしたら君らの身に危険なことが起こるかもってことがわかってね、それでヴェルペイアを呼び出して現在地を聞いて、俺たちが駆かけつけたってわけ。追い付いたのは、……実は五日前」


「五日!?　どうして陰かげからこそこそついてきたんだ？　追い付いたなら名乗り出れば良かっただろう？」


「俺もそう言ったんだけどね」


　ノクスは困ったような笑え顔がおを見せた。その視線はウィルゴに向かう。ウィルゴはむっつりとした顔で、捕とらえた男の喉元に抜き身の剣を突きつけていた。


「ウィルゴ、なんで……」


「私は、顔を見たら、君が何を言っても、きっとすぐさまオドの町に連れ戻したくなる」


　ウィルゴは男から視線を逸そらさず言った。


「ギャンダルフィッハとは違う男が、君を狙ねらっているかもしれないから。神々のいるオドの町ならたぶん安全だろうし。でも、ギャンダルフィッハの故郷を調べると君が決めたことを、力ちから尽ずくで曲げるようなことはしたくなかった。だからだ」


「…………本当にくそがつくほど真ま面じ目めだね」


「なんだと!?」


　ウィルゴはディディウスの方を振り返りそうになって、寸前でやめた。


「まあ、とにかく、俺の意思を尊そん重ちようしてくれて、そんでもって守ってくれて、ありがとう」


　ディディウスがそう言うと、ウィルゴは口をきゅっと引き結んで、北方民族の男を睨にらみ付ける目に力を籠こめた。男が微かすかに笑ったのだ。


「何がおかしい!?」


「いや、別に」


　男は悪気はないふうで、短く言った。だがウィルゴはその澄すましたようすがさらに癪しやくに障さわったらしく、切っ先をいっそう男の喉元に近づけた。


「おまえは何者だ！　何故なぜここにいた！」


「……ここは狭せまい。一度外に出よう」


　声を荒あららげるウィルゴの腕を、ノクスが軽く叩たたいて、そう言った。


　男は抵抗することもなく、おとなしく外に引き出された。ノクスが玄げん関かんの前に男を座らせて見張り、ウィルゴは男から取り上げた武器や所持品を調べ始めた。


　ヤーテはやや遠巻きに男を睨み付けていたが、その身体は小さく震ふるえていた。


「どうしたの？　大丈夫？」


「なんでもないわ。ちょっと怖かっただけ」


　それはそうだろうとディディウスは思った。ヤーテは気き丈じように見えてもただの女の子で、実戦経験があるわけではないのだ。剣を持った相手に押さえつけられればぞっとするのも当然だ。


「すまなかった」


　まだ聞き慣れない、わずかに鼻にかかった甘い声が、そう言った。


　後ろ手に縄で縛られた男が、ヤーテに向かって、そう言ったのだ。


　ディディウスは耳を疑った。すまなかった、だって？


「謝るくらいなら最初からするな！」


　ディディウスは男に詰つめ寄って怒鳴った。


「剣士が二人も近づいてきてて、君らと押おし問もん答どうをする余よ裕ゆうはなかったからね。多少強ごう引いんなやり方でもいいから、さっさと情報を仕入れて、敵か味方か見分けたかったんだ。君らを傷つけるつもりはなかったし、そこの剣士二人が君らの味方だと最初からわかってたら、剣を向けたりしなかったさ」


　男は頭を傾かたむけた。


　彫ほりの浅い、どうということのない顔の中で、眼光鋭するどい双そう眸ぼうと顎あごから唇くちびるにかけての白っぽくなった傷きず跡あとが、やけに凶きよう悪あくな色を添そえて目立っていた。


　ディディウスは胸むな騒さわぎを覚えた。なんとなく、怖いような男だった。淡たん々たんとした言動の中に、独特の恐怖を潜ひそませている男だった。


「名は」


　ノクスは穏おだやかに尋たずねたが、短い言葉には強い意志が込められていた。


　尋じん問もんが始まった。


「オザ・オザ」


　男はそう答えた。


　同じ名前を繰くり返すのは、北方民族の特とく徴ちようだ。彼らの言うところでは、悪あく霊りようは名前にとりついてその人物を操あやつろうとするので、名を繰り返すことで悪霊を惑まどわし、その災さい厄やくから逃のがれるのだそうだ。


「君は、なぜここに？」


「頼まれてね」


「誰に？」


「最近まで寝ねてた呑のん気きな方々に」


　ふざけているとしか思えない言い回しだが、オザ・オザとしてはからかうつもりはないらしく、にやけるわけでもなく、相変わらずの淡たん泊ぱくな態度を貫つらぬいている。


「ノクス」


　ウィルゴがノクスに声をかけ、尋問を中断させた。手に、男の所持品らしい、古ぼけた本のようなものを持っている。ノクスが受け取り、頁ページを開いて絶ぜつ句くした。


　言葉を失ったノクスに代わり、ウィルゴが男の前に進み出た。


「なんだ、あれは」


　ウィルゴは視線でノクスに渡わたした本を指し、オザ・オザと名乗った男に訊きいた。


　男はちらりと家の方を見やった。


「あの地下にあった。中身を読んだか？」


「私には読めない」


　ディディウスは気になって、ノクスの手元を覗のぞき込んでみた。


　そしてノクス同様、開かれたページを見た瞬間固まった。


　そこには、見たこともないおどろおどろしい真っ赤な字が、うねうねと曲がりくねりながら並んでいた。ところどころの余白に、非常に精せい密みつな筆ひつ致ちの絵が描えがかれている。鳥や、獣けものや、人間の絵だ。


　だが人間の顔は、何故かすべて頭ず蓋がい骨こつだけのものとして描かれていた。


「……ディディ」


　ディディウスの背後から、そう声がかかった。


　振り向くと、そこにいたヤーテの顔には苦く悶もんの表情が浮かんでいる。


　メイヴェーラが、ヤーテの身体からだを再び乗っ取ったのだ。


「ディディ、奥に」


　メイヴェーラは、駆け寄ってきたディディウスの腕にすがって立ち上がる。


「奥に行かなきゃ。地下、そこでギャンがメイを待ってる」


　その言葉に、ディディウスの心臓がどくんと強く脈打つ。


「地下にギャンダルフィッハが……あの骸がい骨こつがいるのか!?」


　ウィルゴがオザ・オザに詰め寄ったが、オザ・オザは何も答えない。


「ディディウス、俺たちが先に行く」


　ノクスが言い、抜き身の剣を手に、家に入ろうとした。


　だが、メイヴェーラがそれを止める。


「大丈夫。危険はないから」


「でも、ギャンダルフィッハはディディウスの命を狙っているんだろう？」


　ノクスの問いに、メイヴェーラは緩ゆるく首を振る。


「ギャンが待ってるのはメイだもの。メイが最初に行かなきゃ」


「それなら」


　ディディウスはメイヴェーラの手を握にぎり、自分を振り向いたその目を見つめて言った。


「……それなら、俺も行く」


　メイヴェーラは一瞬驚おどろいたような顔をして、それからやけに静かに微笑ほほえんだ。


「……うん。一いつ緒しよに行こう」


　メイヴェーラは立ち上がり、ディディウスの手を引いて扉とびらに向かって駆かけ出した。止めようとするノクスの手を振り払はらい、扉を開けて中に飛び込む。薄うす暗ぐらい部屋の隅すみに口を開けた階段を落ちるように駆け下りる。階下からはわずかな光が漏もれている。背後から、ノクスかウィルゴの追ってくる音が聞こえる。


　ディディウスは逸はやる気持ちに任まかせて、ひたすら階段を下った。


　足あし下もとはよく見えず、何度か転んで身体のあちこちを打った。地面をくり貫ぬいて木で補強しただけの階段は急で、滑すべりやすかった。


（ギャンダルフィッハがいる？）


　ディディウスはメイヴェーラの言葉の意味を考えた。そして思い詰めた彼女の表情を思った。階段はその間も下り続ける。ディディウスはためらわない。オドの町の外でメイヴェーラにこの西への旅のことを聞かされたときから決めていたのだ。絶対にメイヴェーラから離れない、と。


　だから今も、階段を下る。


　この先にギャンダルフィッハがいるのかどうかはわからない。でも、もしもいたら、メイヴェーラがギャンダルフィッハと戦う前に止めようと思っていた。メイヴェーラがずっと悲しそうな顔をしているのは、ギャンダルフィッハと敵対してしまったせいだと、ディディウスは思っている。だからその傷を広げるようなことはさせたくない。


　そして、ついに二人は階段の終わるところに辿たどり着いた。


　床ゆかに獣じゆう脂しを燃やすランプが置いてある。


　ディディウスは、それを手にとって、掲かかげた。


　灯あかりに照らされたそこは、書庫のように見えた。


　周囲の床には、植物繊せん維いの紙や羊皮紙が積つまれている。冊子の形に綴とじられたものもあるし、巻物もある。ランプの投げかける光が、奥の壁かべに当たる。壁には、何か模様が描かれているようだ。見える範はん囲いに人ひと影かげはない。


　背後で足音が止まり、ディディウスは振り返った。


「いきなり、走るな」


　息を切らして、ウィルゴが獣のように唸うなった。


「ごめん。……オザ・オザって男は？」


「ノクスが見てる。問題ない。……おい、ギャンダルフィッハはどうした？」


「わからない。誰もいないみたいだけど……」


　ディディウスは言いながら、足下に転がる巻物の一つを手に取った。柔やわらかななめし革の巻物だ。ディディウスには読めない文字が、細かく、几き帳ちよう面めんそうな筆ひつ致ちで書かれている。


　ウィルゴはまだ周囲を警けい戒かいし、剣を構えている。


「メイ、ここにはギャンダルフィッハはいないみたいだぞ？　どうしてここにいるっておまえは思ったんだ？」


　メイヴェーラはそれまで握り締しめていたディディウスの手を放し、部屋の奥にふらふらと踏ふみ出した。


「メイ？」


「約束したの」


　メイヴェーラはディディウスに背を向けたまま、呟つぶやいた。


「ギャンは言ったの。メイが目覚めるまで〈最果ての森〉の泉のそばで待ってる、でも、もしも運良く死ぬことがあって待ち続けられなくなった時のために、エーラの村のあった場所にメイのための贈おくり物を用意しておくって。そこに自分の分身を残しておくって」


「贈り物……？」


「贈り物よ、ディディ。この部屋全体が」


　メイヴェーラは、背中越ごしにディディウスを見たが、ディディウスの方からでは、彼女の顔は影かげになっていて見えなかった。


　メイヴェーラは、そのあとはもう何も答えてくれなくなった。


　仕方なしに、ディディウスは読める文字を探して、しばらく周辺を探さぐった。


　何冊目かの冊子状に綴じられた本をぱらぱらとめくっていた時、ミュドラネ語で書かれた一枚のメモを見つけた。


「お。これなら読める。ええと……魚？　ネギ、茸きのこ……なんだこれ」


　ディディウスは出てきたメモをよく読んだが、それはどう読んでも、一日の食事のメニューにしか見えなかった。


　しかし、確かにそれも、他ほかのものとなんとなく共通点のある筆ひつ跡せきで書かれていた。


　頭蓋骨の描かれたあのおどろおどろしい本も、辺りに散らばる巻物も、冊子も、そしてこのありきたりのメニューも、すべて同じ人物の手になるものなのだ。


「？　わけわからん、なんでメニューなんか」


「ディディウス」


　ウィルゴに呼ばれて、ディディウスは声のした方を照らした。ウィルゴは奥の暗がりで、壁を見上げている。ディディウスは膝ひざの辺りまで積まれた紙の山を崩くずさないように気を付けながら、そちらへ向かった。


「ここを照らしてくれ」


　ウィルゴは壁を指した。言われて見れば、何か文字らしいものが見える。ディディウスは壁に光が当たるよう、ランプを掲かかげた──


「う」


　思わず、呻うめいた。


　ランプの灯りで照らせる範囲の壁には、ほとんど隙すき間まなく文字が書かれている。赤や黒の文字がランプの光を受けて伸のび縮ちぢみをしているように見える。


　ディディウスは文字列を追って、ランプを上に、上にと掲げた。


　文字は、天てん井じようにまで書かれていた。


　ウィルゴも、ディディウスも、何も言えなかった。壁に書かれた文字にも、やはり他のものと同じ癖くせがあった。同じ人物が、この壁にも、床にも、部屋中を埋うめる紙にも、文字を書いたのだ。


「……誰が、どうして」


　ディディウスは呟いた。


　それに答えたのは、メイヴェーラでもウィルゴでもなかった。


「ギャンダルフィッハが、覚えていてもらうために」


　その声は階段の方から聞こえてきた。ディディウスはそちらへランプを向けた。


　火の入ったカンテラを持つノクスのそばに、オザ・オザが相変わらず腕を後ろ手に縛しばられて立っていた。


「ノクス、何があるかわからないから待っていろと言っただろう！」


「ごめん。オザ・オザが、気になる話をしてくれたものだから」


「話？」


　オザ・オザは頭をわずかに傾かたむけ、斜しや視し気味にしてディディウスを見ていた。その視線を受け、肉食獣に見つめられているような胸むな騒さわぎを感じながら、ディディウスは訊きいた。


「オザ・オザ、あんたギャンダルフィッハを知っているの？」


「そうだ。だが勘かん違ちがいするな、私はあれの手先などではない。あれの行方ゆくえを追っている者だ」


「追って……え、なんで？」


「言っただろう、最近まで寝ていた呑のん気きな方々に頼たのまれたのだと」


　ディディウスも、それでやっとピンと来た。


「じゃあ、あんたは地上の神々に協力しているの……？　でも、あんたは北方民族だろ。北方民族は俺たちと違う世界観を持っていて、違う神様を信しん仰こうしているんじゃないのか？」


「そうだ。だが、こちらにもいろいろと事情があってな。……君のことも、シャラサラから聞いている。君はディディウス。皇子様だろ？」


「しかし貴様がディディウスのことを知っているからと言って、こちらの味方とは限らない」


　ウィルゴは油断なく剣を構かまえ、警戒をはっきりと表に出して言った。


「信じろとは言っていない。ただ、私の知っていることを教えておこうと思っただけだ」


　そう言って、オザ・オザは天井を見上げた。


「君らもこれを読めばわかるだろうさ。これは、おそらくは手紙か何かなのだろう。……そこの西風の女神に残したギャンダルフィッハは自分のことを覚えていてもらいたかったんだ。あるいは、知っていてもらいたかったのかもしれないな。


　……彼の昼の姿を見たか？」


「見たけど……」


　ギャンダルフィッハは、太陽の光の下もとでは皮も肉も神経も眼球も失い、骨だけの姿となる。死を奪うばわれ、生でも死でもない状態に留め置かれたせいだ。


「もしかしたら、これは彼自身のための備び忘ぼう録ろくでもあったのかもしれない。面おも白しろい記述があって、それによると、彼が最も恐おそれたのは忘ぼう却きやくだったそうだ。彼はこう考えたわけだ──この空っぽの頭ず蓋がい骨こつのどこに、自分の記き憶おくやら思考やらといったものはあるのだろう、と。一度抱いだいた疑問は膨ふくれ上がっていく。別に何か忘れそうになっているわけではないが、もしかしたらそういう未来がこれからやってくるのかもしれない。で、彼は日常の細かなことでも書き出して、残すようにした」


　オザ・オザは、後ろ手に縛られていたはずの両手を前に持ってきて、痛そうに手首を擦さすった。


　いつの間にか、縄なわは床に落ちている。


　それを見たウィルゴはディディウスを庇かばって前に出た。


「貴様どうやって！」


「私の主は私にいろいろと教えてくれてね。古代文字の読み方から縄なわ抜ぬけまで」


　オザ・オザは素す早ばやく階段の方に跳び退のいたが、それ以上逃にげようとはしない。


「大丈夫。逃げるつもりはない。ここにいる。ただ、拘こう束そくされるのは嫌きらいなんだ」


「ふざけたことを」


「ふざけているように見えるか？」


　オザ・オザは不ふ服ふくそうに言い、手を挙げて部屋を指した。


「さあ、見ておけ、帝てい国こくの子ども。これが、ギャンダルフィッハだ」


　ディディウスは、言われるままにランプで周囲を照らした。


　今や二つの灯りによって、部屋中が見み渡わたせた。


　そこら中に、ギャンダルフィッハの言葉があった。


　食事のメニューも、買い物のメモも、殺人計画も、医師の診しん断だんの結果も、出さずに終わった手紙も、なんでもあった。


　この部屋全体が、彼の頭蓋骨の中身だった。











　どこから話したらいいのかなあ、とメイヴェーラは呟いた。


　メイヴェーラとディディウスが向かい合って部屋の中央に座り、そのそばにノクスが立った。オザ・オザは少し離れた階段の近くの壁かべに寄りかかって立ち、ウィルゴはそのオザ・オザを睨にらみ付けていた。


「あのね、メイは全部を思い出そうと思って、ここに来たの。うん、おかげで大分思い出した。たぶん完かん璧ぺきだと思う。ギャンが今どこにいるかも、思い出した」


「……思い出したの？」


　ディディウスの問いに、メイヴェーラは頷うなずいた。


「うん。でも、ギャンのところに行く前に、ディディには長い話をしなくちゃいけないの。……ディディには、ギャンのこと、知っておいてもらった方がいいかもしれないから。


　これは、昔の話よ。神々と人間が、まだ近くにあった時代の話」


　メイヴェーラの声こわ音ねは、不思議な響ひびきをもって部屋に響いた。太古の空気がごく静かに部屋に満ちてくるようだった。


「あのね、その時代、神々にはそれぞれ守護する人間の部族があったの。神々は自分の部族を守り、導いていた。部族の人間は神を敬うやまい、その指示に従った。オドラエルと、オドの町の人たちみたいに。メイの部族は、ここ、この村に住んでいた。でも、〈滅びの女神〉との戦いで、みんな死んだり、いなくなったりしてしまった」


「ってことは……」


　ディディウスは、渇かわききった喉のどから、声を絞しぼり出した。


　ということは、ここを故郷とするギャンダルフィッハは。


「そう。ギャンは、メイの部族の最後の一人だったの」


　メイヴェーラは、長く細いため息をついた。


「ねえ、ディディ。あれはひどい時代だった。〈滅びの女神〉が何もかも滅ぼした時代だった。メイはもうメイの部族のことよく覚えてないの。あんまりたくさん〈滅びの女神〉に食べられちゃったから。遠い時代よ。あの頃のメイは今のメイとは違ったの。メイは、あの頃のメイが怖こわい。執しゆう念ねんと執着しか残ってなかった。ギャンが生まれたころ、メイの部族は少しずつ減っていた。近くに〈モドキ〉の巣があったのね。〈モドキ〉っていうのは、〈滅びの女神〉の子どもで、下僕しもべのことよ。〈モドキ〉は人や、獣けものや、木から命をすするの。今もその子孫が、力を弱めて生き延びている」


　その言葉に、ディディウスは、大分前、ダークロアと初めて会った時に、〈モドキ〉という寄き生せい植物について教えられたことを思い出した。つまりは、あれが巨きよ大だい化して、よりたくさんの養分を啜すするようになったと考えればいいのだろう。


「メイは部族の人間を殺している〈モドキ〉を一生懸けん命めい捜さがして、何度も村を移し替かえたけど、無む駄だだった。〈モドキ〉は一度目をつけた獲え物ものは決して逃がさないの、最後の一人まで。そういうときに、ギャンが生まれた。メイはギャンの中に力があるってわかったわ。ギャンは戦いをいやがったけど、メイは逃げ出したギャンを捜しだして無理やり戦場に放り込んだ。そして、ギャンは〈滅びの女神〉と契けい約やくを結んだ……」


　ランプの灯あかりが、相変わらず周囲を照らしていた。壁や天井に書き込まれた文字はランプの火ほ影かげに踊おどっているようにも見えた。


「メイも、ギャンと一いつ緒しよに戦っていて、その場面にいた。でも、そのときメイは〈モドキ〉に囲まれていて、ギャンを助けられなかった。ギャンはね、〈滅びの女神〉が怖かったの。自分が滅ぼされたり殺されたり傷つけられたりするのが怖かったの。当たり前のこと、何も恥はずべきことじゃないわ。ギャンは、だから命いのち乞ごいをした。助けてくれって。でも〈滅びの女神〉は聞き届けず、ギャンをあの怖い斧おので滅ぼそうとした。だからギャンは、怖くて、怖くて、怖さがひっくり返って、笑いながら泣いて言った」


　そのときのことを思い出したのか、メイヴェーラは微かすかに首を振った。


「あと十年あったら、私はきっとおまえを倒たおせるのにって」


　メイヴェーラが息をつき、ランプの灯が一瞬揺れた。


「〈滅びの女神〉はそれを聞いて、笑ったわ。笑って、いいだろうって言ったわ。なら待ってやる、私を倒してみせろって。〈滅びの女神〉はギャンの体内に宿って、そこで十年待つことにした。メイたちには十年は短かったけど、人間たちには長い時間に思えたのね、ギャンは〈滅びの女神〉の力を押しとどめた英えい雄ゆうになった」


　英雄、という言葉に、ディディウスの心の何かが反応した。オドの町の者も、ディディウスを英雄と言った。ディディウスは、あの場を収めるためとはいえ、自分でそれを認めた。


「誰もが彼を頼たより切り、誰もが彼を愛し、誰もが彼を信じた。ギャンは有う頂ちよう天てんだったけど、〈滅びの女神〉との約束も忘れてなかった。ギャンはメイと何度も話し合った。どうやったら〈滅びの女神〉を倒せるのか。メイたちには、それまで通り、〈創造〉の力を引き出して戦うってこと以外思いつかなかったけど、ギャンは他の方法を編あみ出そうとしたの。ギャンは考えたわ──今まで多くの者が女神に挑ちよう戦せんし、散ってきた。ということは、きっと力が足りないんだ、もっともっと大きな力が必要なんだって。じゃあ、その力をどうやって手に入れる？　ギャンは考えたけど、答えは浮かばなかった。答えが出ないまま、十年が経たっちゃって、ギャンは〈滅びの女神〉を戦わずに封ふう印いんした。もう少しだけ時間が欲しかったんだって。そうすれば答えが出るような気がしてたんだって」


　時間が欲しい、それは再戦を先延ばしにするための言い訳だったのだろうか、それとも本心だったのだろうか。


　もう本人も、よくわからなくなっているのかもしれない。


「〈滅びの女神〉はギャンを噓うそ吐つきだって言って、戦わなかった罰ばつとしてギャンから死を奪った。……そして、封印に抵てい抗こうして〈モドキ〉を一いつ斉せいに暴れさせた。半島のいろんなところで〈モドキ〉が暴れて、たくさんの人が死んだりいなくなったりした。封印が完成したあとでさえ、〈モドキ〉は暴れ続けた。ギャンを英雄だって崇あがめていた人たちは、ギャンは怖くて〈滅びの女神〉と戦うのを避さけたんだって言って、石を投げた。〈滅びの女神〉を怒おこらせてこんなひどいことを引き起こした上に、封印なんて、いつ無む効こうになるとも知れないあやふやなものでごまかすなんて、ってね。ギャンが〈滅びの女神〉を封印したから世界が一時的とはいえ平和になったんだってことなんか、誰も言わなかった。だって、みんな、封印がこんなに長く続くとは思ってなかったもの。明日には封印なんて解とけちゃうんだって思ってた。明日じゃないなら明後日あさつて、そうじゃないならその次の日には解けちゃうんだって、怯おびえて暮らした。そういう生活が、一年、二年、十年、百年って続くうち、恐きよう怖ふは忘れられて、〈滅びの女神〉のことも忘れられていった。


　そうして、二万年。長かったわ」


　メイヴェーラは喉を押さえた。声が嗄かれ始めていたので、ディディウスは水すい筒とうを渡わたした。


　水筒の水を一口二口飲んで、メイヴェーラは再び語り始めた。


「この村はもうそのときには滅んでいたんだけど、ギャンが死を奪われて、メイはやっと気づいたの。ああ、もうメイは一人きりなんだって。部族を守りたくて、戦って、戦って、生き残ったけど、もう戦う理由は全部なくなっちゃったんだって。もう、守るべき部族はいないんだって。でも、ギャンはそのあともメイを支えてくれた」


　メイヴェーラは神としてギャンダルフィッハを愛いとおしみ、ギャンダルフィッハは人としてメイヴェーラを慕したった。


　たった一組きりの神と人として。


　ディディウスには口を挟はさめなかった。それが少し、悲しかった。


「女神を封ふうじたあと、メイはギャンと少しの間一緒に旅をした。あちこち見て回ったの。ギャンがどこに住んだらいいかとか、メイがどこに眠ったらいいかとか、調べるために。……メイは〈滅びの女神〉が目覚めたときのために力を蓄たくわえておかないといけなくて、ギャンを置いて長い眠りにつくことになっていたから」


　森を、村を、町を、山を、メイヴェーラとギャンダルフィッハは一緒に歩いたのだろう。彼らの土地を探して。失われた故郷に代わる場所を求めて。


　ディディウスには想像もできないような遠い過去を、彼らは共有している。


　ディディウスは、小さく拳こぶしを握にぎった。メイヴェーラがとても遠い存在のような気がした。いいや、実際遠い存在なのだ。なのに近いような気がしていただけなのだ。


「……そして、メイたちは森の中に小さな泉を見つけたの。綺き麗れいだった。人里も遠かった。ギャンはそこなら静かに住めるだろうって言った。それからギャンはメイと約束してくれた。エーラの村にもう住む者はないけど、自分はこの森の小さな泉のそばに住んでるから、〈女神〉を倒すために目覚めたときはきっと帰ってきてね、って。自分が待てなくなったときのために、エーラの大きな湖のそばに、メイのために贈おくり物を用意しておくよって」


　メイヴェーラはひどく億おつ劫くうそうに汗あせを拭ぬぐった。疲つかれているようだった。


「ギャンはメイに約束をくれた。だからお返しに、メイはギャンに奪うばわれた死をなんとか取り返してあげようとした。でも、結局半分しか取り戻せなかった。メイに力を貸してくれた死の神様の力は、太陽の下ではちゃんと働かなかったから」


　メイヴェーラはそこで長い話を一度打ち切った。


「じゃあ、メイがここにギャンダルフィッハの手がかりがあるってわかったのは……」


　ディディウスは、のろのろと尋たずねた。これ以上メイヴェーラから何かを聞き出したいとは思えなかったが、知らなければならないことはまだ幾いくつもあった。


「ギャンとの約束を思い出したから。ここに来れば、ギャンは『分身』を残してくれているってわかってたから」


「私は、ギャンダルフィッハが消えたあと、〈最果ての森〉の小屋とその周辺を捜そう索さくした」


　そう口を挟んだのは、オザ・オザだ。


「勿もち論ろんギャンダルフィッハはいなかったが、それだけではなく、あの小屋には日常生活の品以外、ほとんど何もなかった。ギャンダルフィッハは〈滅びの女神〉の封印を解く方法を研究していたはずなのに、それに関かかわる資料が出てこなかったんだ。だから、神々はギャンダルフィッハが他に拠きよ点てんを持っているものと考えた。で、私にそれを探させていた、というわけだ」


「……あんた、どうしてあの道知ってたんだ？　あの真しん珠じゆ色の、森の中の道」


「あの古い道か？　教えてもらったよ」


「誰に？」


　オザ・オザは、口元を僅わずかに綻ほころばせただけだった。


「答えろ」


　ウィルゴの剣が、オザ・オザに向けられた。それでもオザ・オザはゆるく首を振るだけだ。


「ディディ」


　メイヴェーラは、ディディウスの手を軽く握った。


「あの時代は、ディディたちにとっては、ずうっと遠い、神話の時代。でも、ギャンの中ではまだ続いているの。そして、メイの中でも。だから、これはメイがどうにかしなくちゃいけない問題なの。メイ一人で」


　ディディウスは、何か言おうとした。けれどメイヴェーラに微笑ほほえまれ、強く手を握られて、開きかけた口を閉とざしてしまった。


　メイヴェーラはディディウスの手を放して立ち上がると、オザ・オザを見つめて言った。


「そこどいて」


　オザ・オザはそれまでの静かな表情を消し去り、口を思い切りつり上げて、顔中で笑った。開けっぴろげな笑い方なのにひどく凶きよう暴ぼうな臭においがして、平へい凡ぼんななんてことのない顔が、このときだけはやけに魅み力りよく的に見えた。


「できません。あなたを暴走させるなと言われましたので」


「メイ？」


　不ふ穏おんな空気を察して立ち上がろうとするディディウスの身体からだがいきなり宙に浮き上がり、次の瞬間、本の山に突つっ込み、壁かべにぶつかった。


「うあ!?」


　叫ぶが、すぐに悲鳴を上げるのも苦しくなる。凄すさまじい風圧が、身体を壁に押しつけているのだ。なんとか薄うすく目を開けるが、見えるのは闇やみだけだ。ランプの灯りは吹ふき消されてしまったのだろう。見えなくても、風が荒あれ狂くるっているのだけはよくわかった。顔や腕や腹に、ばさばさという音を立てる、ところどころ角張ったものが容よう赦しやなくぶつかってくる。たぶん、風に飛ばされた冊子や巻物の類たぐいだ。


　両の耳は風の音に際さい限げんなく打ちのめされ、もう風音以外は何一つわからない。


　風の向こうに手を伸のばそうと、ディディウスはもがいた。


　メイヴェーラが行ってしまう。


　風の作る渦うずの向こう、闇の中に。


　遠い、ギャンダルフィッハとの過去の中に消えてしまう。


「メ──」


　ディディウスは、風に逆らって叫んだ。


「メイ！」


　声は風に飲み込まれた。







◇◆◇







「ア、コラ、待チナ」


　カワセミは飛びだそうとするアエス・リドの耳をつつき、抑おさえた声でそう叱しかった。


　アエス・リドは仕方なくそれまで身を隠していた木の陰に戻るが、不服そうに文句を言う。


「しかし、メイヴェーラという女神はあの子どもから離れました。今があの子どもを殺す機会なのでは？」


　たった今、湖のそばに建つ家から、西風の女神メイヴェーラが風とともに飛び出て、東北の方角に去っていったのだ。


　カワセミとアエス・リドはディディウスらのあとをつけ、その家から百歩ほど離はなれた林の中に身を潜ひそめていた。


　カワセミはばたばたと飛んで、アエス・リドの頭上の枝に止まって言った。


「ソリャアソウダケドサ、何モ強敵ハアノ女神ダケッテワケジャナインダヨ」


「しかし、あとは剣士が二人と北方民族が一人、いかようにでも」


「ダメダメダメ！　剣使イニ懐ふところニ入ラレタラ終ワリダヨ！　何ヨリマズイノハアノ北方民族ノ男サ」


「ははあ、何かおかしなまじないでもするので？」


　カワセミは枝の上を飛びはね、行ったり来たりし始めた。その仕し種ぐさは、人間が考え事を抱かかえてうろうろと歩き回るのに、少し似ていた。


「弓ダヨ」


「弓？」


　カワセミはばさりと翼つばさを広げて、威い嚇かくするときのように自分を大きく見せて叫んだ。


「弓ト矢！　ソノ矢デ射ラレタラ、完かん璧ぺきオダブツナノサ！」


　アエス・リドはそれを聞いて、至し極ごく残念そうに言った。


「なるほどなるほど、では仕方ありませんな、今少し待ちましょう」


「ソウダネエ、仕方ナイネ、シバラクヨウスヲウカガオウ。アイツラガバラバラニナッタ時ヲ狙ねらウンダヨ。ソウシテアノ子ドモヲ殺セバ、ワタリガラスノヤツモ少シハガックリ来ルダロウ」


「は、カラスのやつとは？」


「何、ナンデモナイヨ。アンタハのくす王子ヲ差シ置イテ神々ニ取リ入ッタアノ子ドモヲ殺セレバ満足ナンダロウ？　ナラ待ツンダヨ。ソシタラアノ子ドモヲ殺セテ、アンタノ王子ガ英えい雄ゆうニナル」


　カワセミは枝から飛び立つと、その暗い青緑色と綺麗な空色の羽で風を切って、アエス・リドの頭の上に舞まい降りた。


　頭に綺き麗れいなカワセミを載のせたアエス・リドの姿は明らかにちぐはぐで、おかしみのあるものだったが、アエス・リドも、カワセミも、まったくもって真剣だった。














五章　風の子ども







　ウィルゴとノクスがディディウスを追って旅立って、八日が過ぎた。


　ディディウスは大して旅慣れていない。ウィルゴとノクスが馬で追えば、もう追い付いているだろう。


　シャラサラが七日ぶりにヤーテの家を尋ねた時、ダークロアは居間の椅子いすに座り、卓たく上じように拳こぶし大の水すい晶しよう球のようなものを置いて、幾いくつかまじないをかけていた。


「何をしている」


　シャラサラは声もかけずに家の中に入ってくると、部屋を一いち瞥べつしてそう言った。


　ダークロアは、椅子の背もたれに肘ひじをかけて、背後のシャラサラを振ふり向いた。


「人の家に断ことわりもなく上がり込んで何をしている、はないでしょう」


「そなたの家ではない。ヤーテの家だ。で、何をしている」


「何って、メイヴェーラのために身体作ってんですけどね」


　ダークロアは言いながら、水晶球を懐ふところにしまい、卓の上を片づける。


「そんな余よ裕ゆうがあったのか」


「頼たのまれた仕事は全部きっちりこなしてますよ。その上で他の時間どう使おうがこっちの勝手でしょう」


　ダークロアが椅子を勧すすめたが、シャラサラは黒こく曜よう石せきの彫ちよう像ぞうのようにその場に立ったままだ。


「座ってもらえないと話しにくいんですよ。話しに来たんでしょう？」


　シャラサラは、仕方なさそうに椅子を引いて座った。どうも、あまり慣れてないらしく、動きがぎこちない。椅子の脚あしを卓の脚にぶつけるなど、無む駄だに騒さわがしい。


　ダークロアは面おも白しろがって付け加えて言った。


「やっぱり座る前にお湯沸わかして薬草茶煎いれてください」


　シャラサラは一瞬硬こう直ちよくしたが、気を取り直して座った。


　あ、無視された、とダークロアは思ったのだが、すぐにそうではないとわかった。


　台所で、何やら動く者がある。


「……なんですか、あれ」


「我が分身、影かげだ」


　シャラサラが影と呼ぶのは、彼の姿をそのまま写し取って、掌てのひらサイズに縮ちぢめた者たちだった。小さすぎて竃かまどに手が届かないので、一人が別の一人を肩かた車ぐるまをして、さらに上になった者が別の者を肩車して……という危なっかしい状態で作業しているが、器用なことに、まったく姿勢を崩くずすということがない。


　見る間に、影たちはてきぱきと作業を進め、沸かした湯の中に刻んだ薬草を入れ、煮に立たて、山羊やぎの乳と蜂はち蜜みつを入れ、味を調節したものを、大きなカップに注つぎ、盆ぼんに載せて持ってきた。


「遠えん慮りよなく受け取るがいい」


「……はあ、どうも」


　ダークロアはカップを受け取り、ふうふうと息を吹きかけ、冷さましてから口に含ふくんだ。


　甘いような、苦いような、不思議な味が口に広がる。


　目を上げたときには、もう影たちはどこにもいなかった。


「ええと、それで、何のご用ですか。ギャンダルフィッハから連絡でもありましたか」


　ダークロアは、薬草茶の湯気を通して、シャラサラの方をうかがった。


　シャラサラは足を組み、椅子に深く腰こし掛かけて──この短時間で椅子の座り方を会え得とくしたらしい──ゆったり構えて言った。


「いいや。あいつは前の要求が通るまで待ち続けるつもりだろう。〈滅びの女神〉が目覚めて暴れだしても、困るのは我々であってあいつではない。そのことをよくわかっているのだ。──で、そなた、死にたいか？」


　薬草茶の二口目を飲んでいたダークロアは、むせ返りそうになった。


「えっと、死にたかないですけど」


「ならばこれ以上この件に首を突つっ込むな。あのミュドラネ人の子どもを我らの庇ひ護ご下まで連れて来ることで、そなたの役割は終わったはずだ」


「……ああ、なるほど。そう来ましたか」


　ダークロアはシャラサラから視線を逸そらし、陶とう器きのカップを爪つま先さきで弾はじいた。


「我らはこの件に関かかわるこの地の人間を、最小限にしたいと思っている。それは、機き密みつの保ほ持じだけが目的ではない」


「つまり、情報を知る人間だけじゃなく危険な目に遭あう人間も少ない方がいいってことですね」


「そうだ」


「それはそれは。お気き遣づかいありがとうございます。こんなろくでもない命でも大事にしてくださってんですねえ」


　ダークロアは座り直し、頭を下げてみせた。


　だが、すぐに、「でもね」と言って顔を上げる。


「俺はディディウスの身の安全が保障されるまではこの件から引きませんから」


「忘れるな。そなたはあの子の父でも保護者でもない」


　シャラサラの切り返しは早かったが、ダークロアは苦く笑しようで返した。


「わかってますよ」


　そう、ダークロアだってわかっているのだ。ディディウスを守ったところで、失った想おもい人が戻ってくるわけでもない。


　それでも──


「ディディウスはへなちょこで、俺は世界一の魔ま法ほう使つかい様です。あいつを助ける理由は、それだけで充じゆう分ぶんでしょう」


「……しかし、予言が」


　シャラサラの言葉に、ダークロアも数か月前自分になされた予言の文句を思い出す。


『誰が死ぬか今わかったよ！　あんただ！』


　占うらないを生業なりわいとしていた老いた女魔法使いは、そう言って死んでいった。


「そこまで知ってるんですか」


　ダークロアは、笑ってみせた。


「大だい丈じよう夫ぶです。俺は打たれ強さでも世界一だって、この間ウィルゴちゃんがお墨すみ付つきをくれましたから。簡単にはくたばりません」


　シャラサラは、しばらくダークロアを眺ながめていたが、結局席を立った。


「わかった。これ以上は何も言うまい」


　シャラサラが出て行って、扉とびらが閉まってから間をおかず、台所で水音がした。


　水みず瓶がめの中の水が、蓋ふたを押しのけて溢あふれ出したのだ。水は床ゆかに広がり、やがて一つの形をとって起き上がった。


　それは、半はん裸らの女性の姿をしていた。


　首の上についた細ほそ面おもての顔が、ダークロアの方を向く。


「ヴェルペイアか。動きがあったか」


　ダークロアの問いに、彼女は水の唇くちびるを開いて答える。


『メイヴェーラ殿どのがディディウスから離れたぞ』


「何故なぜ？」


『わからぬ。凄すさまじい勢いで、東北の方角へ駆かけて行った』


「漆しつ黒こく山脈から東北、か。目的地の見当はつくか？」


　ヴェルペイアは、気け怠だるげに水瓶に腰掛けた。


『おそらくは〈最果ての森〉だろう。少なくともディディウスはそう考えている。メイヴェーラ殿のことは下僕しもべたちに追つい跡せきさせているから、違ったとしても見失うことはあるまい』


「……このことを、シャラサラはもう知っているか？」


『知っているであろうな。ディディウスらのそばで、シャラサラ殿の影を見かけた』


「じゃあ、シャラサラも動くつもりだな」


　ダークロアは椅子いすを立ち、荷の準備を始めた。


「ヴェルペイアはディディウスについていて、必要があれば助けてやってくれ。いいか？」


『仕方あるまい。子どもの守護はわらわの本分でもある』


　ヴェルペイアの身体からだを構成する水がぶるりと震ふるえ、次の瞬しゆん間かん、形をなくして水瓶の中に吸い込まれるように消えた。水瓶の周りの床が少しの間濡ぬれていたが、床を塗ぬらした水は徐じよ々じよに一箇か所しよに集まり、水すい滴てきとなって水瓶の表面を這はい上り、瓶の口から中に戻っていった。


　ダークロアは手早く荷をまとめると、いつもの黒いマントを羽は織おり、杖つえを手にして、僅わずかな憩いこいの時を過ごした家を出た。







◇◆◇







（急がないと）


　メイヴェーラは焦っていた。メイヴェーラの激しい感情に、ヤーテの身体は長くは保もたない。身体だけではない。メイヴェーラの忌いまわしい記憶に深く触れれば、ヤーテの心はたちまちのうちに引き裂かれて死んでしまうだろう。他の動物の身体に乗り換かえることも考えたが、おそらくあっと言う間に体調を崩し、死なせてしまうはずだ──器うつわが魔法使いとして幼いころから精神修養を積つんだ身体だから、まだ保っているのだ。


　それでも、影えい響きようは少しずつヤーテの身体に出始めていた。


　身体は憔しよう悴すいし、足下がふらつき始めた。ゆらりゆらりと、夢の中にいるように頭がぼうっとして、熱っぽいのに、体温はひどく低かった。


　メイヴェーラは何度か風を操あやつって飛び、ただ地上を歩くよりはかなり時間を短縮して目的地に向かったが、風を操ること自体が、人間であるヤーテの身体に負担をかけた。


　だが、目的地は、もうすぐだった。


　メイヴェーラは木々の間を飛ぶように駆けた。枝も蔦つたも草も、彼女の肌はだを傷つけることはなく、それでも何故なぜか涙がにじんだ。つい一月ほど前にも、メイヴェーラは同じ道を同じように急いで走った。相手が約束を覚えていないかもなんて疑いを欠片かけらも抱いだかず、ただ走った。


「ぅあ」


　メイヴェーラは息を吸おうとしたが、あまりうまくいかなかった。身体が限界だった。足を緩ゆるめ、喉のどを鳴らして息を吸った。洟はなを啜すすり、痛む足を引きずって前に進んだ。


　その足が、突とつ然ぜんぴちゃりと水を踏ふんだ。


　泉の縁ふちだ。


　着いたのだ。


　メイヴェーラは顔を上げるのが怖こわかった。絶対にギャンダルフィッハは約束を律りち儀ぎに守っているという確信があった。だから、怖かった。スカートの裾すそを摑つかんで、歯を食いしばって、俯うつむいて、しばらく泣いた。


　でも、最後の勇気を、本当に胸の奥に残った最後の勇気の一欠片を振ふり絞しぼって、顔を上げた。


　泉の上には満天の星空。


　いつの間にか、日が沈しずみ、月が出ていた。


　対岸に、ギャンダルフィッハが立っている。


　メイヴェーラは水を跳はねて、泉を回り込んで対岸に走った。


「ギャン！」


　メイヴェーラはギャンダルフィッハの前に立った。あと三歩の距きよ離りだ。


　だがその三歩は、縮めてはいけない距離だった。


　それ以上近づけば、ギャンダルフィッハの杖の間ま合あいなのだから。


　ギャンダルフィッハは、月の光に透すけそうな白い肌をさらして佇たたずんでいる。


　蓑みの虫むしが小枝と間違えてボロ布を集めてしまったみたいなローブから細い首を覗のぞかせて、真っ黒な目で、彼はメイヴェーラを見やった。


「どうしてこんなところにいるの！」


　ここに来れば彼はいると、メイヴェーラは確信していた。それでも、訊きかずにはいられなかった。


「メイこそ、その格かつ好こうはどうしたのじゃね」


　ギャンダルフィッハの瞳ひとみに映るメイヴェーラの姿は、茶色い髪かみの、人間の少女だ。


「ディディ・ディディはどうしたのじゃね？」


「質問に答えて、ギャン。どうしてここにいるの？　みんなすぐに来ちゃうんだからね。ギャンは捕つかまって、痛いことされて、〈滅ほろびの女め神がみ〉の居場所を吐はかされちゃうんだからね！」


「わかっているのじゃね」


「じゃあなんで！」


　一瞬、虫の声がやんで、また再開した。


「なんでなの、ギャン」


「約束したのじゃね。だから我わが輩はいは、神々とその手先の探たん索さくが終わったあと、ここに戻ったのじゃね。ここの屋根裏で、ずっと待っていたのじゃね。メイヴェーラがやってくるのを」


　メイヴェーラの予想通りの答えが返ってきた。


〈最果ての森〉の、ギャンダルフィッハの小屋の前。


　そこでメイヴェーラはギャンダルフィッハと再会を約束した。それを忘れたことはない。


　ただ、湖のそばのあの家で、メイヴェーラは約束の持つ本当の重みを思い出した。


　あの約束は、メイヴェーラの支えだったが、ギャンダルフィッハにとっても支えだった。


　そして、同時に枷かせでもあった。あの約束があったから、ギャンダルフィッハはこの地を逃にげ出し、過去を投げ出し、まったく新しい土地で生きるということができなかった。常に過去の記き憶おくがまとわりつくこの土地で生きる他ほかなかった。


　約束が果たされない限り、メイヴェーラの中でも、ギャンダルフィッハの中でも、あの時代は終わらない。


　メイヴェーラは息を吸い、語気鋭するどく言った。


「〈種〉はどこ？」


　ギャンダルフィッハは、答えなかった。


　メイヴェーラも、彼を説得して答えを引き出す時間がないことは、わかっていた。


　メイヴェーラの周囲で、砂が、小石が、枯かれ枝が舞まい上がる。


　ヤーテの茶色い髪が、頰ほおにかかって踊おどる。


　風が、メイヴェーラの周りに集められていく。


「ギャン。〈種〉を渡わたして。今すぐ」


「メイヴェーラ。それはできないのじゃね」


「渡しなさい！」


　言葉とともに、メイヴェーラは右腕を振り上げ、振り下ろす。空気の刃やいばがギャンダルフィッハの頰を切り裂さき、ぼろぼろのローブをいっそうぼろぼろにする。


　ギャンダルフィッハは人間離ばなれした跳ちよう躍やくで空気の刃の直ちよく撃げきを避よける。


　頭上の枝が揺ゆれ、メイヴェーラは咄とつ嗟さに後ろに跳とび退のく。


　次の瞬間、跳び退く寸前までメイヴェーラのいた地点を、鋼こう鉄てつの杖がえぐる。


　ギャンダルフィッハが枝から飛び降り、全体重をかけて、杖をメイヴェーラの頭めがけて突つき下ろしたのだ。


　ギャンダルフィッハは着地点を蹴けってさらにメイヴェーラに踏み込もうとしたが、急に思い直して後方に跳んだ。手にする杖は、半ばから断ち切られている。メイヴェーラの風の仕し業わざだ。


　距離を取り、ギャンダルフィッハは自分の胸に手を当てて言った。


「我が輩の身体は、日の射さない間は、かりそめの生を与あたえられているのじゃね。だから、夜なら、力を引き出せるかもしれないのじゃね」


「……それは……でも」


「可能性はあるのじゃね。夜についた傷は、治りも遅おそい。夜に重傷を負って、これなら死ねるかもと思ったことも何度かあるのじゃね」


　メイヴェーラは答えに窮きゆうした。確かにギャンダルフィッハの身体は、夜の間はまるで生きているように見える。呼吸もしているし、傷つければ血も流れる。それでも、彼が二万年の間年も取らずに同じ姿を保っていたということは、彼が本質的にはもう生きていないことを表しているのではないだろうか？　死にかけたと言っても、彼は結局死んでいないのだし。


「……ギャン、その話が本当かどうかは、あとで確かめましょう。力を引き出せるかどうか確かめてあげるから、あなたも力がなかったらちゃんと諦あきらめるのよ？　今は〈種〉を返して」


「できないのじゃね。……諦めるなんて」


　今度の答えも、メイヴェーラの予想通りだった。


　それで諦められるなら、最初から神々を、メイヴェーラを裏切るような真ま似ねはしない。


「……わからずやっ！」


　もうどうしようもなくて、怒ど鳴なり、メイヴェーラは再び風を集め始めた。


　ギャンダルフィッハも、杖を手に、踏み込もうとした。


　そして──


「ぶはああああげほっ」


　泉の中から、そういう声が聞こえてきた。


「え……？」


　メイヴェーラは、驚おどろきのあまりそちらを向く。ギャンダルフィッハもつい攻こう撃げきを忘れ、声の主の方を見た。


「げへごほっ、うわ、なんか口に入った！　ぺっ」


『じゃから息を止めておけと言ったであろう』


　メイヴェーラに近い岸に、ディディウスが泳ぎ着いたところだった。ヴェルペイアの透ける身体からだはまだ半ば以上水中にあって、その腕でむせるディディウスの背中を撫なでている。


「ディ……ディディ!?　なんでここにいるの！」


「なんでって……おまえが言ったんだろ、ギャンダルフィッハと約束したんだって。おまえが走って行った方向をヴェルペイアが見てたし、漆しつ黒こく山脈から東北なら、やっぱりここかなって。あ、ウィルゴとノクスも、もうすぐ来ると思うよ。ヴェルペイアの力だと、一度に一人しか運べなくて──」


「それにしたって早すぎるわ！　メイだってものすごい頑がん張ばって、今やっと着いたところだったのよ!?」


「ああ、だってほら、メイは空飛べるけど、ヴェルペイアは水の中を移動できるから」


　メイヴェーラを眺ながめるヴェルペイアの表情は、少し呆あきれたふうにも見えた。


『メイヴェーラ殿どのも、よほどお疲つかれと見える。周囲を取り囲むものの気配にも気づかなんだ』


　そのときになって、やっとメイヴェーラも気づいた。


　泉の周囲には、獣けものでも鳥でも虫でもない気配が潜ひそんでいた。


「誰だれ!?」


　メイヴェーラの声に応こたえて、その背後で、乾かわいたものの触ふれ合うような音がした。


　メイヴェーラは振り返り、背後の木の幹みきが、ゆっくりと縦に裂けていくのを見た。


　幹の裂け目から、一本の腕が伸のびる。褐かつ色しよくの肌のその腕はもがくように空気を摑つかみ、枝を摑み、己おのれの身体を外に引きずり出していく。


　現れたのは、褐色の、樹皮のような肌をした、小こ柄がらな女性だ。


「ミードレース……そっか、あなたとシャラサラは身軽に動けるものね」


「悪いが、さっきから見ていたぞぅ。おまえのあとをつけていたのだ。覗き見するつもりはなかったが、なかなか出ていけなくてのぅ。で、ギャンダルフィッハ、〈種〉はどこじゃ」


「我が輩はメイヴェーラが来たから出てきただけなのじゃね。そっちがディディ・ディディを殺していないなら、交こう渉しように応じるつもりはないのじゃね。でも、一ついいことを教えてあげる……〈種〉は今晩芽め吹ぶき、〈滅びの女神〉が目覚めるのじゃね」


　ざ、とギャンダルフィッハを中心に、月の光の投げかける、あらゆる影が動いた。影の中から真っ黒く細長いものが這はい出てきて、ギャンダルフィッハの手足を縛いましめる。ギャンダルフィッハは倒たおれ、押さえ込まれ、一いつ切さいの身動きを奪うばわれる。


「今なんと言った」


　木こ陰かげから、シャラサラが現れて、這いつくばるギャンダルフィッハの前に立った。


「〈女神〉は今晩目覚める。さあ、早く我が輩の力を引き出すのじゃね。それから、あの剣の持ち主も呼ぶといいのじゃね。それしか助かる道はない」


「〈種〉はどこだ？」


　言うつもりはないようで、ギャンダルフィッハは口を閉とざした。


「……だめだ。持ってはいないぞ」


　ギャンダルフィッハのローブを調べていたミードレースが、そう言って首を振る。


「シャラサラ、ギャンダルフィッハの要求を呑のもう。オドラエルも呼んで、ギャンダルフィッハから力を引き出せるか、やるだけやってみよう。それで本当に力がないとわかったら、ギャンダルフィッハも諦めるだろうて」


「そのことについてはもう何度も話し合っただろう？　ギャンダルフィッハが諦めるわけがない。狂きよう乱らんして、我らの陰いん謀ぼうだと騒さわぎ立てるのがオチだ。〈種〉の場所についても口を閉ざす」


　ギャンダルフィッハをすぐそばにおいて、シャラサラはそう言った。はっきりと聞こえているはずなのに、ギャンダルフィッハは素そ知しらぬ振りだ。


「なんとかしてもう一度封ふう印いんをしよう。〈大地に愛されし者〉が再び地上に生まれ、育つまでの年数封印できれば……」


「封印はギャンダルフィッハにしかできん。こいつの歌声だけが〈女神〉を眠らせることができるのだ。こいつにこれ以上何か要求してみろ、代かわりにまたとんでもないことを言い出すぞ」


「しかし」


　そのあとの神々の言葉は、ディディウスには理解できない、古い言語に変わった。


　ディディウスは嘆たん息そくした。〈滅びの女神〉が今晩目覚めると言われても、不思議なことに、恐きよう怖ふや焦あせりは感じなかった。自分にどうこうできる問題ではないからかもしれない。あるいは、もう感覚が麻ま痺ひしてしまっているのかもしれない。ただ、〈女神〉がいつか目覚めるのはわかっていた。これは、待っていたそのときがやってきただけ──今はそう思えた。ディディウスとしてはメイヴェーラとギャンダルフィッハの戦いに間に合っただけで充じゆう分ぶんだった。


　立ちつくすメイヴェーラの方へ、ディディウスはのろのろと近づいた。


「メイヴェーラ」


　呼びかけに数拍はく遅れて、メイヴェーラがどこか虚うつろな顔を上げる。


「俺もさ、読んだよ。ギャンダルフィッハの書き残したもの」


　人間たちはギャンダルフィッハに石を投げた、とメイヴェーラは言った。だが、実際はそれどころではなかったらしい。


　ギャンダルフィッハが〈滅びの女神〉を体内に留とどめていた十年という歳月は半島に平和をもたらしたが、人間たちは一度与えられた平和が破は壊かいされるのをひどく恐おそれるようにもなっていた。それまでは〈女神〉との戦いしか知らなかった人間たちが、〈モドキ〉や〈女神〉に怯おびえなくてもいい暮らしを急に与えられたのだ。平和の味を知った者が、それを絶対に奪われたくないと思うのは至し極ごく当たり前のことだった。


　だが、平和は奪われた。


　人間たちはまず呆ぼう然ぜんとし、それから恐きよう怖ふし、絶望した。


〈滅びの女神〉は封ふうじられても、まだ各地で大勢の〈モドキ〉が暴れていたし、〈滅びの女神〉だっていつ目覚めるかわからない、もしかしたら明日にでも目覚めて自分たちが十年間積み上げてきた生活を打ち壊こわすかもしれない。そう考えたとき、人間たちは忍にん耐たいを必要とする日々の地道な生活を投げ捨てた。暴動が起こった。


　彼らは、投げやりな恐怖をぶつける対象を求めた。それがギャンダルフィッハだった。


「ディディ・ディディに何がわかるのじゃね」


　ギャンダルフィッハは頰ほおを地面に押しつけられたまま、目だけをディディウスに向けていた。


「あいつらは、我が輩を勝手に英えい雄ゆうに仕立てて、我が輩が自分たちの意思にそぐわない行動を取ると、噓うそ吐つきだとか裏切り者だとか呼んで、色々な不満を我が輩にぶつけたのじゃね。信じていたのに、と言って。信じていた、信じていた、信じていた。そう言えば救われると思っているのじゃね。救われる？　〈酸の海〉にでも落とされればいい。勝手に信じたくせに。いったい誰が、


　──誰が信じてくれと言った!!」


　誰もが、神々ですら、話し合いをやめてギャンダルフィッハを見た。


　ギャンダルフィッハが声を荒あららげるのを、ディディウスは初めて聞いた。語ご尾びはかすれ、裏返り、彼の顔はいつにも増して白かった。


　だが、感情の波はすぐに引いていった。ギャンダルフィッハは諦あきらめきった落ち着きを取り戻し、呟つぶやいた。


「……遠い昔の話なのじゃね。でも、我が輩にとっての唯ゆい一いつの現実だったのじゃね」


　月が雲に隠かくれ、そしてまた現れた。


　ギャンダルフィッハの白い肌に、ディディウスはちらりと骸がい骨こつの虚ろを見た気がした。


「ねえ、ギャン、もう諦めて」


　メイヴェーラは、拘こう束そくされているギャンダルフィッハに近づき、寄りそって言った。


「いつか誰かが〈滅びの女神〉を倒せば、あなただって長い命から解放されるのよ？　ならあなたはその誰かを手助けしさえすれば、それで良いじゃない」


「できない」


「どうして？　劣れつ等とう感？　見返したいの？　でもそんなの無意味よ、あなたを痛めつけた人間たちは、もうとっくの昔に死んでるのよ。ずうっと昔のことなのよ？」


　ギャンダルフィッハは疲れているのか、頰を地面から持ち上げようともせず言った。


「メイ、違うのじゃね、そうではないのじゃね。ずっと昔のことだから忘れろとメイヴェーラは言うけれど、昔だからなのじゃね。我が輩は時の重みにつぶされた。約束をしたときはメイヴェーラを待って静かに暮らそうと思ったけど、そう思うことはほんの少しだけ幸せだったけど、やっぱり無理だったのじゃね。長すぎたのじゃね。我が輩は耐たえられなかった。脳が腐くさり、耳から溶とけ出ていったときに、我が輩は、ああ、もう無理だ、とわかったのじゃね」


　それは一片たりともたとえ話などではなかった。


　ギャンダルフィッハが話しているのは、悪夢のような現実の話だ。


「むき出しになった骨と頭ず蓋がい骨こつは、いつもいつも我が輩に囁ささやくのじゃね。おまえは英雄にならなければいけなかったのに、と。囁きは毎日続くのじゃね。明日も明後日あさつても続くのじゃね。今日も、今この瞬間も聞こえてくるのじゃね。肉と脳が腐り落ちたのは〈女神〉との戦いに怖おじ気づいた罰ばつだと。毎日毎日あいつらは囁くのじゃね。


　……生きながら死んでいくこの毎日が英雄になれなかった罰なら、我が輩は英雄になる」


　メイヴェーラは、言葉では絶対にギャンダルフィッハの心を変えられないことを知った。


　長すぎた時間が、彼を押しつぶしてしまった。彼は理性に従い行動していたが、その理性がそもそも徹てつ底てい的に壊れていた。情け容よう赦しやなく壊されていた。


　メイヴェーラは、ギャンダルフィッハの額に触ふれた。冷たい、なめらかな白い肌だった。


「待たせすぎちゃったのね」


「ああ、少し、待ちすぎた。でもメイヴェーラのせいではない」


　メイヴェーラは、ギャンダルフィッハの中のあの時代を終わらせたかった。


　だが、どうもそれは、ギャンダルフィッハの命ある限り、叶かないそうになかった。


「メイ」


「え？」


　呼びかけに、メイヴェーラはディディウスを振り向いた。


　ディディウスはなんとなく怒おこったような、真しん剣けんな顔で言った。


「おまえの中の時代は、終わったのか？」


「…………メイは」


「おまえ、ギャンダルフィッハの中でも、自分の中でも、あの時代は終わってないって言ったよな。あれ、まだ続いているのか？　続いているなら、今終わったことにしろ」


　ディディウスはメイヴェーラの前に膝ひざをつき、怒ったような、むくれたような顔で言う。


「今、ここで、終わったことにするんだ。そうじゃないと、おまえまでギャンダルフィッハに引きずられちまう」


　メイヴェーラは、自分の胸に湧わいてくる、何かじんわりと温かいものに驚おどろき、戸と惑まどった。


　ディディウスの言葉が、嬉うれしかった。思いやってくれているのがわかったから。


　けれど──


　メイヴェーラはすぐには答えられず、言葉に詰つまり、胸を押さえて小さく呻うめいた。


「う」


「メイ？」


　話したいことはまだまだいっぱいあった。だが、身体からだがそろそろ限界だった。


　メイヴェーラは目を瞑つぶり、やがて地面に蹲うずくまった。


「メイ!?　大丈夫か？」


　ディディウスはメイヴェーラの身体を揺ゆすぶった。瞼まぶたが痙けい攣れんし、やがて開かれた。


「…………あれ？　ここは……」


　だが、そう言って周囲を見回す少女は、すでにメイヴェーラではなかった。


「……あ、ヤーテか」


　メイヴェーラは、おそらくは疲ひ労ろうか何かのためにヤーテに肉体の支配を譲ゆずったのだろう。


　ヤーテは身体を起こし、自分のおかれた状じよう況きように気づいて身をこわばらせた。


「か、神様たちがいる。え、こ、このひと誰!?」


「ヤーテ、落ち着け」


　シャラサラが言い、ヤーテとディディウスのそばに来た。


「いいか、よく聞け。〈滅びの女神〉が、今晩目覚める可能性がある。〈種〉はどこかわからんが、この近くかもしれん。今すぐここからできるだけ遠くに行くのだ。できるな？」


「は、はい。あの、シャラサラ様たちは」


「我らは逃げるわけにはいかぬ。ここでなんとか時間を稼かせぐ。あとのことは、オドに残った神々がやってくれよう。今後の〈滅びの女神〉との戦いも、彼らが指し揮きを執とることになる」


　シャラサラはヤーテの顔とディディウスの顔を交こう互ごに見て、そう言い聞かせた。


「じゃあ、あなたたちはここで死ぬつもりなんですか!?」


「滅べば何もかも失う。〈女神〉に食われることはなんとか避さけるが、命はわからんな」


「でも、ディディウスは戦えるんでしょう？」


　ヤーテが、ディディウスの顔をちらりと見て言った。


（あ）


　ヤーテは、ディディウスに〈滅びの女神〉と戦う力がないことを、知らないのだ。


「いいや、ディディウスは戦えない。その力を武器の形に引き出せなか……」


　シャラサラは説明の途と中ちゆうで、言葉を切った。


　彼も気づいたのだ、ヤーテが今の今まで、その事実を知らなかったことを。


「……戦えない？」


「ヤーテ、そなたには言えなかったのだ。無む駄だにおまえを絶望させるだけと思って──」


「あの、俺、言おうと思ったんだけど、やっぱり言えなくって」


　ヤーテは呆ぼう然ぜんとディディウスの顔を見ていた。


　ディディウスはヤーテの手を握にぎって安心させようとしたが、ヤーテはその手を振り払はらい、座ったまま、ずり、と後ずさった。


「……じゃあ、本当に、もうどうしようもないんだ」


　ヤーテは呟いた。見開いた目に、ディディウスの姿を映していた。


「〈滅びの女神〉を倒せる力のある者は、もう誰もいないんだ」


「ヤーテ、話を聞いて」


「みんな、食べられちゃうんだ……」


　ヤーテは泣けばいいのか叫べばいいのかわからないようすで、ただ目を見開いていた。


「我が輩の時と、同じなのじゃね」


　声を聞いて、ディディウスは振り返った。


　ギャンダルフィッハが拘こう束そくされたまま、目だけをディディウスに向けていた。


「絶望した人間は、そのはけ口を求める。憎にくむ相手を求めるのじゃね」


　シャラサラが舌打ちした。


「仕方あるまい、おい、ディディウス、そなたはヤーテを連れて逃げろ。ヴェルペイア！」


　一度は水中に消えていたヴェルペイアが、再び水で肉体を構成して、泉の縁ふちに現れた。


「この子どもたちを連れ、できるだけ遠くに逃げろ」


『残念ながら、私が運べる人間は一度に一人までじゃ』


「では、先に行って、周囲の人間たちにここからできるだけ離れるように神しん託たくでもなんでも下せ。そのミュドラネ人の剣士の……なんだったか、ウィルゴとか言ったか？　それにも知らせておけ。行け。……おい？」


　シャラサラはヴェルペイアに指示を出し終えると、ディディウスを振り向いた。


「ちょ、ちょっと待って、ヤーテが動こうとしないんだ」


　ヤーテは相変わらず、怯おびえたような表情で疑いの眼まな差ざしをディディウスに向けている。


「ヤーテ、聞いて。俺は、確かに、みんなを救うって言った」


　ヤーテはディディウスどころか、ミードレースの手すら拒こばみ、ずりずりとただあとずさった。


「そうよ、あんたは言った……あれは出で任まかせだったの？　その場をごまかすための……」


「違うよ」


　ディディウスの答えに、ヤーテだけでなく、シャラサラもミードレースもディディウスを振り向いた。


「おい、何を言っている？」


　シャラサラはディディウスの肩かたを摑つかんだが、ディディウスはヤーテの目を見つめて、もう一度はっきり言った。


「噓うそじゃないよ。俺を信じていいよ」


「…………噓だったら？」


「さあ？　好きにしたら？　でも本当だからさ」


　にっこりと、ディディウスは笑う。幼さを残した屈くつ託たくのない笑顔で。


「おい！」


　シャラサラがディディウスを無理やり振り向かせて、ヤーテから引き離し、近くの木の幹にその身体を押しつけて、囁き声で怒鳴った。


「何を考えている？　あのようなことを言って。そなたまでギャンダルフィッハのように永遠の泥どろ沼ぬまにはまることになるぞ！」


「仕方ないでしょ！」


　ディディウスはシャラサラをにらみ返した。


「一度噓ついたら、最後まで騙だまし通すしかないんだから。あの子からオドの町の人間にばれたら、オドで暴動が起こっちまう。そしたらすぐに何の希望もないってことがよその人間にも伝わる。それは絶対に避けたいんでしょ？」


「…………しかしそれでは、そなたへの負担が」


「俺なら大丈夫。俺の仕事は、周りの人間が俺のこと信じている間は、それらしく振る舞まうこと。『あ、こいつ力ないんだ』ってばれたら、いや、ばれる前に、さっさと逃げ出すから」


「シャラサラ！」


　ヤーテについていたミードレースが、シャラサラを呼んだ。シャラサラは一瞬だけ迷いを見せたが、結局頷うなずいた。


「よかろう。そなたに任せる。ただし、まずくなったら逃げるのだ。そなたが犠ぎ牲せいになることはない。……なんだミードレース！」


　シャラサラはディディウスを解放すると、ミードレースのところに行った。ミードレースとシャラサラは大昔の言葉で、なおかつ声を潜ひそめて話し始め、ディディウスには何の話かわからなくなった。だが、一つだけわかった言葉があった。


『天空』


　その言葉だけで、ディディウスは状況をおおよそ察した。


　騒さわぎすぎたのだ。天空が、地上の動きに気づいて、何か行動を起こしたのだろう。


　神々の話し合いはすぐに終わったらしく、ミードレースが地を蹴けり、樹上に跳とんだ。その姿はすぐに緑に隠かくれて見えなくなった。


「よし、ヤーテ、行こう！」


　ディディウスはヤーテのそばに駆かけ寄り、手を差し出した。


　ヤーテは、その手を見つめ、ディディウスの顔を見上げ、立ち上がった。


「……わかった。信じる」


　そのとき、さっと辺りが暗くなった。


　月が雲で陰かげったのだ。


　ディディウスは頭上を見上げた。空の半分が雲で覆おおわれていた。月はちらちらと薄うす雲ぐもの向こうに見え隠れしていたが、やがて風が強かったのか、雲の陰に完全に隠れた。


「…………月が」


　なんとなく、ディディウスは呟つぶやいた。


　月が隠れ、闇やみが濃こくなり、光と影の境界は曖あい昧まいになった。


「え……？」


　ヤーテが、不思議そうな声を上げた。


　ディディウスは、空からヤーテに視線を戻した。


　ヤーテの足首を、白い手が摑んでいる。


「!?」


　ギャンダルフィッハの手だ。


　ギャンダルフィッハは、拘こう束そくされていたはずの上半身を起こしていた。


「…………シャラサラ」


　ギャンダルフィッハを縛いましめていたのは、影だ。


　影は、闇に溶とけていた。雲が月を隠し、月光がなくなったから。


　強い光の下もとでしか、濃い影はできない。


　星灯りだけでは、影はあまりに薄い。


「ヤーテ!!」


　ディディウスは絶ぜつ叫きようした。ギャンダルフィッハは完全に上半身を起こし、右手で半ばから折れた杖つえを摑み、左手でヤーテの足を引っ張り、彼女の身体を引き倒した。


　ディディウスが身を挺ていしてヤーテを庇かばう前に、ギャンダルフィッハは手にした杖の先せん端たんで、倒れたヤーテの背中を突ついた。


　ごぐ、と。


　いやな音を、ディディウスは間近で聞いた。


「…………ヤーテ？」


　ヤーテの身体から力が抜けた。


　俯うつぶせで、顔は見えない。


「つまらないのじゃね」


　ギャンダルフィッハは呟いた。その呟きが、ディディウスには何よりも呪のろわしいものに聞こえた。


「また、ひどい舞ぶ台たいでひどい劇を演じ続けるなんて、つまらないのじゃね」


　ぶつぶつと、ギャンダルフィッハは言った。独り言のように。


「人はつまらないのじゃね。バカで騙だまされやすくて傷つきやすくて脆もろくて、そして簡単に死ぬ」


「ギャンダルフィッハぁああああ！」


　ディディウスは折れた杖の片割れを拾って、ギャンダルフィッハに殴なぐりかかった。


　だが、それはあっさりと相手の杖で受け止められ、ディディウスは反対に腹を蹴られて泉の方に飛ばされる。ディディウスの手から杖が弾はじき飛ばされ、ヤーテの身体のそばに転がる。


　ディディウスは再び泉に膝ひざまで浸つかった。もう一度飛びかかろうとするのを、シャラサラの言葉が止める。


「やめろ。おまえに血の匂いがつけば、悲しむ人間がいるのだろう」


　ディディウスだってそんなことは知っていた。ダークロアもウィルゴもディディウスの手を汚よごしたくない。だから戦い方を教えるのではなく、守ってくれるのだ。それはわかっている。わかっているが、それは、勝手すぎる。


「だからって毎度毎度いい子でいられるかちくしょう！」


　ディディウスは護身用の短剣を抜き、それを見たギャンダルフィッハは薄く笑う。


「ああ、そうだったのじゃね。今ディディ・ディディを殺せば、神々は我が輩の要求を入れるしかなくなるのじゃね。なら──」


　だが、不意に、ギャンダルフィッハの足下に倒れていたヤーテの指先が動いた。


　そして次の瞬間彼女は突とつ然ぜん立ち上がり、ギャンダルフィッハの胸に体当たりした。


　そのままの姿勢で、数秒ヤーテも、ギャンダルフィッハも固まった。やがて、ギャンダルフィッハは足に力が入らなくなったように、いきなり座り込んだ。


　その胸には、杖が突き立てられている。


　ギャンダルフィッハは咳せき込み、口から何か、黒っぽいものを零こぼした。


　ヤーテは立ったままだった。


　彼女の手は、濡ぬれていた。黒く。月の光が再び周囲を照らし、彼女の手を照らし、そしてその手を濡らすものが血であると、ディディウスはやっと気づいた。


「…………メイ？　血……」


　ディディウスは、さっきまでヤーテだった相手へ、そう呼びかけた。


　ヤーテは──メイヴェーラは、すとん、とその場に座り込んだ。


「ヤーテの血じゃないの。さっきのは、肩を打たれただけだから」


　そのときには、ギャンダルフィッハは、もう倒れていた。


「俺、ヤーテが殺されたのかと……」


　メイヴェーラはギャンダルフィッハの頭をそっと撫なでた。


「ヤーテの身体にはメイがいたのよ。ギャンにメイを殺せるわけないわ」


「メイ……」


「ギャンを止めるのは、メイの仕事。メイがギャンをこんなふうにしたから」


　メイヴェーラの目は、地面に広がっていく血の海を映うつして、虚うつろだった。


「来たぞ」


　シャラサラが、そう呟いた。


　月を背景に、小さな黒い点が現れ、点は、やがて翼つばさを生やした獣けものとなった。


　天空神の下僕しもべたる獣は、何頭もいた。翼で風を巻き起こしながら、悠ゆう然ぜんと近づいてくる。


「メイ、行こう」


　メイヴェーラは立ち上がらなかった。ディディウスはメイヴェーラのそばにしゃがみ、その手を取った。表情のない顔を見て、ディディウスは口の中に苦い味が広がるように感じた。自分がメイヴェーラを守りきれなかったのだと思い知らされた。


「メイ、ほら、おんぶしてやるから」


　反応のないメイヴェーラの身体を背負い、立ち上がる。


「…………始めおったな」


　シャラサラの苦にがい呟きが耳に入る。


　夜だというのに、鳥の羽ばたきと、逃にげ出す獣で、森は騒そう然ぜんとなった。


「火をつけられた。おまえたちは行け。森の外へ通じる道がある」


　ディディウスはメイヴェーラを背負って、火の手とは反対方向へ駆け出した。











　ディディウスは走った。煙けむりと熱は驚くほどの速さで迫せまっていた。風が強いのだ。


　木の根に蹴け躓つまずいて転び、毒づく。


「ああ、はあっ、くそっ」


　メイヴェーラを背負い直し、また走り出す。何度も咳き込んだ。目が痛かった。煙のせいだ。


　森の終わりは遠い。走り通しで、夜明けに着くかどうかといったところだろう。ディディウスはくたくたになりながら走った。道を逸それないように注意し、こまめに空を見上げて方向を確かめたが、そのうち煙がひどくて目も開けられないようになってきた。


（まずい）


　ディディウスは服の裾すそで口と鼻を覆い、反応のないメイヴェーラの口と鼻も、同じように布で覆った。立ち止まっている間に煙はどんどん迫ってきて、ディディウスはもつれる足でまた走った。


　突然、目の前の木こ陰かげから光の球が現れて、ディディウスの顔を照らした。まぶしさに、ディディウスは顔を背そむけた。


　さらに、同じ木陰から、それに続いて黒い影が飛び出してくる。


　ディディウスはとにかく逃げようと一歩下がり──


「ディディウス」


　その声を聞いて、立ち止まった。


「ダークロア？」


　魔ま法ほうで生み出されたとおぼしき光球が、こちらに近づいてくる相手の顔を照らし、ディディウスも全身の緊きん張ちようを解といた。


「無事だったか！　ヴェルペイアにだいたいの居場所は見当つけてもらっておいたんだが、見つかってよかった。ヤーテは──つうかメイ？　まあ、どっちだっていい、俺が背負う。ほら」


「無理だよ、ダークロアまだ腕が……ごほっ」


「んじゃ担かつぐ。おまえよりは速い」


　ダークロアはディディウスからメイヴェーラの力の抜けた身体を預あずかり、それを左の肩に負い、思い出して呪じゆ文もんを唱えた。


　急に、ディディウスは呼吸が楽になった。


「風の妖よう精せいに、清せい浄じような空気を確保してもらった。これで少しは保もつだろう」


「あ！　そうだ、ダークロア、〈滅びの女神〉が目覚めちゃう！　どこでかはわかんないけど。あと、天空の獣もやってきてる！」


「知ってる。ヴェルペイアから教えられた……もう火の手が見えるな。急ごう。ウィルゴちゃんとノクスは？」


「ええと、この先にいると思う。ヴェルペイアに伝言頼たのんで、遠くに逃げるようには言ったけど、たぶんウィルゴのことだから絶対にこっちに向かってると思う」


「…………そうだな、猪ちよ突とつ猛もう進しんだからな、あの子」


　しばらく走ると、風の妖精の助けなしでもまともに呼吸ができるようになった。風上に移動できたのだ。


「いた！」


　ディディウスが木々の向こうを指した。そこにはこちらへ近づくカンテラの灯あかりがあった。さらにしばらくすると、その灯りに照らされたウィルゴとノクスの姿を確かく認にんできるようになった。


「ダークロア!?」


　ウィルゴが思わぬ姿を見つけて声を上げた。


「なんでここに」


「ヴェルペイアから逐ちく一いち教えてもらってたもん。来ないわけないじゃなーい」


「うわ、すり寄るなバカ野や郎ろう！」


　ウィルゴがダークロアを殴り、ノクスがディディウスにほっとした顔を見せて言った。


「良かった、無事で。ヴェルペイアから、天空が襲しゆう撃げきしてきたって聞いたから、心配で。怪け我がはない？　メイヴェーラさんは？」


「俺は大だい丈じよう夫ぶだけど、メイが怪我してると思う。血はメイの血じゃないけど。ノクスさんたちも大丈夫？　……あれ？　オザ・オザは逃げた？」


「オザ・オザって誰だ？」


　ダークロアが横から訊きいてきた。


「ええと、地上の神々の協力者とか名乗ってる男で……ああ、そうだ、シャラサラにオザ・オザの素す性じようとか確認しようと思ってたのに忘れてた！」


「詳くわしいことはあとにしよう」


　ノクスのその言葉で、ディディウスらは再び森の外へ向かって走り出した。


　だがそのとき、ディディウスは、背中に何か熱い気配を感じて立ち止まった。


　振ふり向き、絶句した。


　そこに、獅し子しがいた。


　翼を生やした獅子が、低い姿勢で、今にも飛びかかりそうな雰ふん囲い気きで、ディディウスを睨にらみ付けていた。


「!?　ディディウス！」


　ディディウスはたまたま皆みなの最さい後こう尾びにいた。一番近くにいたのはダークロアだったが、彼の声も、腕も、魔法も、間に合わなかった。


　獅子が、跳とんだ。


　ディディウスはその前まえ脚あしの下に組み敷しかれた。


　悲鳴も出なかった。


　首筋に、生ぬるい、生なま臭ぐさい空気が触ふれる。


　あ、食われる。そう思った。


　だが、獅子はディディウスの上にのしかかるばかりで、なかなか首を嚙かみ千ち切ぎろうとしない。


「…………？」


　ディディウスはいつの間にか閉じていた目を開けた。


　獅子は、やっぱりディディウスの上に乗っている。だが、身動き一つしない。黙だまって、ディディウスの胸の上に頭を投げだし、倒たおれている。


　ダークロアとノクスが手を貸してくれて、ディディウスは獅子の重い身体からだの下から這はい出た。


　獅子はやはりぴくりとも動かない。背中から流れ出た血が、腹の下で水たまりを作っている。


　すでに事こと切きれているのだ。


「おっさんが助けてくれたの？」


　ダークロアは首を振り、ちらりと獅子の背後を見やる。


　ディディウスもそちらを見た。


　だが、どんなに目を凝こらしても、ディディウスの目には闇やみしか見えない。


「その木の陰かげにいる男が獅子に矢を射いかけた。見えないのか？　ウィルゴちゃんは？」


「見つけた。あれはオザ・オザか」


「オザ・オザが助けてくれたの？」


「みたいだね」


　ノクスが慎しん重ちように獅子の傷を調べながら言った。


「でも、おかしいな。こいつ、矢で射られたように見えたけど、矢はない」


「おい、その獅子、他にもいるぞ」


　ウィルゴが剣を抜き放ち、周囲を睨みながら言った。ノクスも抜ばつ刀とうし、ダークロアは肩に担いでいたメイヴェーラを地面に下ろした。


　周囲の木々の間から、うなり声や、生臭い匂においが漂ただよい始めていた。


　ディディウスを背後に庇かばいながら、ダークロアは言った。


「ディディウス、メイヴェーラを連れて先に逃げろ」


「でもおっさんは!?」


「時間稼かせぎ」


　翼つばさを生やした四つ足の獣けものたちが、のそりと木陰から姿を現した。一頭、二頭、三頭……ざっと七頭。囲まれた──が、幸い、火の手とは逆の、森の出口に通じる方は空いている。


「早く行け。メイヴェーラが焼け死ぬか食われるかするぞ」


　ディディウスは、「わかった」と応こたえようと口を開いたが、一瞬迷い、結局言葉を声にすることなく口を閉じた。


　背後でディディウスがいつまでももじもじしているのに気づいて、ダークロアが重ねて言う。


「？　どうした、行けよ。ああ、待ち合わせ場所か？　森を出て街道へ出る手前に古い砦とりで跡あとがあるから、そこで落ち合おう」


「でも、なんか」


「なんか？」


　いやな予感がするのだ。


　だが、こんなところでそんなことを言っている余よ裕ゆうはない。


　ディディウスは、ダークロアの、烏からすの翼を思わせるマントの端はしを摑つかみ、怒ど鳴なった。


「わかった、でもおっさんもあとから追い付けよ！」


「ああ、任しとけ。俺は世界一の魔法使い様だからよ」


　振り向かず、ダークロアはそう言う。


　ディディウスは少しだけ安心する。またばかなことを言って、何を基準に世界一だと言っているんだと、そう思う。


　それでも、不安はつきまとって離れない。迷いを断ち切るために、ディディウスはもう一度叫んだ。


「約束だからな！」


「約束だ。ウィルゴちゃん、皇子のこと頼んだよ」


　ディディウスはメイヴェーラを背負い、空いている逃げ道に駆かけ込んだ。ウィルゴがその背中に食いつこうとした一頭の有ゆう翼よくの獣を切り伏ふせ、さらにディディウスのあとを追う。


　ダークロアは左手で杖を握った。呪じゆ文もんを唱え森の妖よう精せいたちに樹木を操あやつらせ、獣の脚あしを引き留める。ノクスは飛びかかってきた獅子の喉のど笛ぶえを剣で貫つらぬき、血を浴びる。


「ノクス、おまえも行け」


「断るよ」


「おまえが怪け我がでもしたら、ウィルゴちゃんまた泣くぞ」


　ダークロアは口を開けて突進してきた獣の角のある顔面を、魔法の風で切り裂さく。


「怪我くらいは勘かん弁べんしてもらうよ。あとで一いつ緒しよに怒おこられてくれる？」


　ダークロアの背中に襲おそいかかってきた翼の生えたウサギのような生き物を、ノクスは一ひと太刀たちで切り捨てる。


「仕方ねえな。相棒だからな」


「そう」


　ノクスはくすりと笑い、ダークロアと背中合わせになった。


　残るは二頭。


　二人は同時に動き、同時に相手にとどめを刺さした。


　だが、ダークロアは舌打ちをする。ノクスも顔をしかめて、ダークロアと背中合わせになる。


　木々の間から、また何頭もの有翼の獣たちが現れたのだ。


　だが、突とつ然ぜん、そのうちの一頭の目玉に短剣が突つき刺さる。間をおかず、喉のどにもう一本。それで獅子は倒れた。残る獣たちの間に一瞬動どう揺ようが走り、その瞬間を逃がさず、ダークロアの魔法とノクスの剣が閃ひらめき、それぞれ一頭ずつの獣を屠ほふる。


　ダークロアは新たな魔法を唱えながら、いきなり降って現れて（実際に樹上から現れたのだ）短剣のみで獣たちと渡わたり合う男に視線を走らせる。


　それは、ディディウスを助けた、オザ・オザとかいう男だった。


　魔法でさらに一頭を地に這はいつくばらせてから、ダークロアはオザ・オザに言った。


「弓はどうした」


　オザ・オザは弓を背負っているが、矢や筒づつは見えない。


「あれはそうそう使って良いものではない」


　返答した直後、オザ・オザは突進してきた獅子に押し倒される。だが、短剣で相手の顎あごを貫き、顎から喉を斬きり裂く。じゃう、と大量の血が顔にかかり、黄おう褐かつ色しよくの肌をしとどに濡ぬらす。


　そして次の瞬間には、屠った獣の下から素早く自分の身体を引き抜き、新たな相手に対面している。顔に浮かぶ笑みはあどけないほどなのに凶きよう暴ぼうで、それでいて綺き麗れいなものだからぞっとする。飢うえた獣に似た凶暴性が、この男に不思議な魅み力りよくを与あたえていた。


（なあんて観察してる余裕は実はあんまりないんだけどさっ）


　ダークロアも、自分の敵に向き直った。


　その後、ダークロアがどれほど魔法を使っても、オザ・オザとノクスがどれだけ剣を振ふるっても、天空の獣は湧わくように出てきた。


「きりがねえな」


　ダークロアは左手の杖を握り直し、額から落ちる汗あせと血の混じったものを拭ぬぐい、そう呟つぶやいた。


　実際、戦いはしばらく終わりそうになかった。











　ディディウスはメイヴェーラを背負い、ウィルゴは周囲を警けい戒かいし、走った。何度か天空の獣たちに遭そう遇ぐうしたが、そのたびにウィルゴが斬り伏せてきた。ウィルゴのかざす小さなカンテラの灯あかり一つに頼たよってここまで逃げてきたが、森の出口はまだ見えない。それどころか、この道が本当に正しい道なのかすらも怪あやしい。


　方向感覚に自信をなくし始めたころ、ウィルゴが急に立ち止まった。


「どうしたの？」


　また敵だろうか、とディディウスは緊きん張ちようした声で、先を行くウィルゴに囁ささやいた。


　だが、ウィルゴの返事を聞くまでもなく、ディディウスも異変に気づいた。


　木々の葉の間から覗のぞく空が、赤い。


「……燃え移った!?」


　前方に広がる空の赤みは、決して夜明けの光ではない。ディディウスにはその光が、前方の木々にも炎ほのおが燃え移ったしるしに見えた。


　同時に周囲の闇の中から、ぐるぐるという唸うなりが聞こえてくる。


　有翼の獣が数頭、足音をさせず木こ陰かげから現れ出て、ディディウスらに向かってよだれのしたたる牙きばを剝むく。


　ディディウスは後ずさり、その背がウィルゴの背中とぶつかる。


「……三つ数えたら、右に逃げろ。いばらに飛び込め。あとは私がなんとかする」


　ウィルゴは低く、早口でそう言い、一、と数え始めた。


「え、ちょっと、でもウィルゴは」


「私はダークロアから君のことを任まかされたんだ！　ほら、二！」


　人間の足で五歩ほど離れた距きよ離りにいる獅し子しが、頭を下げ、一歩ディディウスの方へと近づいてくる。ディディウスは息を詰つめる。


　だが、三つ目が数えられることはなかった。


　唐とう突とつに、何者かの声が、木々の間に鋭するどく響ひびいた。


　その声を聞いた途と端たん、獣けものたちはびくりと身を竦すくませ、一歩あとずさった。再び同じ声が響いたとき、獣たちは尻しりを見せ、我われ先にと森の奥へ逃げ込んだ。


　ウィルゴも、ディディウスも、状じよう況きようを把は握あくできていなかった。互たがいに背中合わせになって周囲を警戒する姿勢を崩くずさずにいると、三み度たび先程の声が響いた。


　だが、今度は先程の、叱しつ咤たするような短い声ではなく、音楽的な響きのある歌声だった。


　しかもそれは、ミュドラネ語だった。


「わーたーくーっしーのぉお、こころぉはあー」


　そう、その声は、確かにそんなことを言った。すると続いてそれを追いかけるように、複数の声が少し違う歌詞を繰くり返した。


「「あーなーたーさまのぉお、みこころはぁあー」」


　ぴったりと揃そろった、美しい声だ。声量からしてかなりの大人数だろう。ディディウスとウィルゴは慌あわてて周囲を見回したが、姿はまだ見えない。声だけが、じわじわと近づいている。


「そらーよりもーひろーくぅう」


「「そらーよりもーうつくしくぅ」」


　わけのわからない歌詞の歌が、森の空気をびりびりと震ふるわせる。


「!?　なんだ、あの赤い光、近づいて来るぞ？」


　そう叫んでウィルゴが指すのは、行く手の空を照らす赤い光だ。


「え、そんなに早く延焼してんの!?」


「いや、それにしては、なんだか……」


　ウィルゴは言葉を濁にごしたが、そういった会話の間にも、空の一方を埋うめる光はどんどん大きく、強くなっていく。そして、ついに目の前の木々の間から、一条の赤い光が射さし込んできた。


「うわあっ、ウィルゴ、逃げなきゃ！」


「でも全然熱くないし煙けむりも出てないぞ」


「え？」


　その言葉通りだった。冷静になってみれば、延焼したにしては熱も煙もないし、そもそも木々の間から差す赤い光は純じゆん粋すいに光だけで、炎は見えない。


「う、眩まぶしい──」


　ディディウスは光の強さに、腕を目の上にかざした。光は今や絶対に炎によるものではないと確信できた。光は、ただ明るいだけだったのだ。


　ちなみに、そのやりとりの間にも、歌声はずっと続いていた。


「わーたーくーっしーのぉお、ひとみぃはあー」


「「あーなーたーさまのぉお、ひとみぃはぁあー」」


「ほしぃよりもーかがぁやきぃい」


「「ほしぃよりもーうつくしくぅう」」


　歌はどうやら最大の山やま場ばを迎むかえたらしい。声はいよいよ高く澄すみ渡り、朗ろう々ろうと森の中に轟とどろく。


「ああぁああああぁあああ～そのぉーうるわしぃいきいかみっのぉーなはぁああ」


「「ああぁああああぁあああ～なんとーうつくぅしきいあなたさまのみなはぁああ」」


　ディディウスは覚かく悟ごを決め、背中のメイヴェーラを下ろし、胸に抱だきしめた。背中に背負ったままではいざというとき守りきれないかもしれないと思ったのだ。ウィルゴはディディウスを守るように、ディディウスと光との間に割って入った。剣を構え、カンテラは地面に置く。


「みゅうううううしいっかあああああああああ」


「「みゅうううううしいっかああああさぁまああ」」


　きらん、と赤い光の中から金色の輝かがやきが火花のように現れて消えた。そしてそれを最後に歌声は消え、光もまた消えた。


　あとには、星と月の光だけが森の中を照らす、静せい寂じやくが戻った。


「…………？」


　ディディウスは、おそるおそる光のあった場所を見つめた。強い光を見たせいで夜の暗さに慣れるのに時間がかかったが、やがて木々の間に立つ者たちの姿がわかってきた。


　それは、一団の美しい人々だった。いや、人ではない。その手足は森の中だというのに汚よごれることなく、長い髪は腰を越えて垂たれるというのに絡からまることがない。ほとんどの者が染しみ一つない純白の古めかしい衣ころもを纏まとい、サンダルを履はいている。


　彼らの真ん中に立つ人物はとりわけ美しい赤あか葡萄ぶどう酒しゆの色に染まった長衣を着て、天を仰あおいで手を挙げている。何かを両手ですくい上げ天に捧ささげているようにも見えるが、その手の上には何もない。


　しばらくの沈ちん黙もくの後、その、髪も目も服も葡萄酒色というやたら派は手でな格好の美人は、手を胸元に下ろし、ぎゅっと握にぎり締しめ、無む駄だに美しい顔をディディウスとウィルゴに向けた。


「今の聴ききました!?　完かん璧ぺきです、完璧なんです！　ああ、さすがわたくし、歌声まであんなに美しいなんて完璧すぎて世の神々の嫉しつ妬とと羨せん望ぼうの的ですわっ、ねえそう思いませんかディディウスさん、ウィルゴさん！」


　ディディウスとウィルゴは、沈黙を守った。ミューシカの背後に居並ぶ神々も、何も言わなかった。


「あ、っていうかお久しぶりですね。お元気でしたか？」


　つい興奮してご挨あい拶さつが遅おくれましたわ、と言って、ミューシカは口元を覆おおって笑った。


　ディディウスは、ぎこちなく首を振った。


「……まあ、いいや。久しぶり、相変わらずだね、ミューシカ。あれ？　ウィルゴさんとも知り合いだったの？」


「ええ、ディディウスさんと会う前に。ウィルゴさん、ノクスさんはどうされたんです？　別れたのならわたくしにくださいね」


「……ノクスは物ではない」


　ほほほほ、と何がおかしいのかよくわからないが、ミューシカは笑った。


「って、それどころじゃないんだ！　ミューシカ、早く逃げなくちゃ」


　ディディウスはミューシカにつられて「あ、あは」と笑いかけたが、自分たちが何故なぜさっきまであんなに緊きん迫ぱくした状況にあったのかを思い出した。


「天空の神々が地上に介かい入にゆうしてきて……え？　天空の神様？」


　ディディウスは、ミューシカを指さした。


　ミューシカは、こくこくと頷うなずく。


「はいはい。わたくしも天空神ですわ。あと後ろにいるのはわたくしの部下で合唱隊です」


　そう。ミューシカは、天空神の一柱だ。


　そして天空は、地上に介入し、地上の神々が〈滅びの女神〉を倒すのを邪じや魔ましてきた。


　ディディウスは、まだ力を失ったままのメイヴェーラの身体からだを強く抱きしめた。


「……ミューシカ、地上に降りた目的は」


　ウィルゴが、剣を鞘さやに収めぬまま問いただした。


　ミューシカは、ディディウスらとともに旅をしていたときによく見せた、小首を傾かしげる仕し種ぐさをして、下した唇くちびるに指を当てた。


「んー。ひょっとすると誤解があるのかもしれませんが、〈滅びの女神〉を倒すのを邪魔しているのは天空の一部の神々であって、この地上への天空獣解放についても天王の許可は出ていません」


「天空の神々は一枚岩というわけではないのか？」


「そういうわけではないです。地上の神々はもう数が少ないですし、非常事態が続きましたから結束が強固ですけど、天空の神々は数も多いですし、平和でしたから、結構内部はぐちゃぐちゃで、権力争いが日常茶さ飯はん事じな感じなんです。……まあ、天空の内部事情はどうでもいいんですけど、とにかくちょっと強ごう引いんな手しゆ法ほうの神々が地上に天空獣を解き放ったという報しらせがありまして、わたくしが出てきたということです。わたくしの目的は、この事態を引き起こした天空神を見つけだすこと……これは至し高こうなる天王のご意思でもあります」


　ウィルゴは、まだ疑いのこもった眼まな差ざしでミューシカを見ながら、念ねんを押した。


「つまり、天空全体が地上を攻せめることに賛成しているわけではないのだな？」


「ええ、勿もち論ろん。まあ、高位の方々が中心になって地上攻めを計画・実行しておられますので、勢力が大きくてなんでもかんでもごり押ししてきてここまでの事態になっちゃったんですけど。でも天空が本気で地上に介入すれば大惨さん事じを招きますから、それに反対する勢力もあります。わたくしは、その勢力の、頭かしらみたいなものです」


「頭……ってことは、一番偉えらいの!?」


「ええ。偉いですよ。偉くなるって、言って別れましたでしょ、わたくし」


「だ、だからってこんな早いとは……」


　えっへん、とミューシカは胸を張った。


「偉くなったのです。ふふ、わたくしがディディウスさんと別れてからまた色々とあったのです。わたくしの手に汗あせ握にぎる冒ぼう険けん譚たんは語りだせばきりがないのですが、それはまああとにしましょう。今はわたくしが以前のミューシカとはひと味もふた味も違うということだけ覚えておいてくだされば結構です」


「…………あ、ああ、そう」


　どこがどう違うのかよくわからないが（服が豪ごう華かになったくらいか？）、ディディウスは深くは聞かなかった。きっと長くなる。


「それじゃあわたくしはこれで。首しゆ謀ぼう者しやの天空神をとっつかまえなくちゃいけませんのでー」


　ミューシカはそう言うと、ディディウスとウィルゴの横を通り抜けようとした。「合唱隊」も、そのあとをぞろぞろついていく。


「ちょ、ちょっと待って、ミューシカ！　ダークロアたちがまだ天空の獣けものと戦っているんだ。助けてくれ！」


　ディディウスを振り返り、ミューシカは言った。


「あら、それなら問題ありませんわ。今のわたくしの歌で、すべての天空獣は天空に戻り始めたはずです。ダークロアさんが天空獣と戦ってらしたのなら、今いま頃ごろはもう一息ついているころでしょう」


「そ、そんなすごい歌だったんだ」


「ふふ、ちなみにミュドラネ語だったのはサービスです。周囲に何人か人間がいるらしいということはわかっていたので、せっかくですからその方たちにも聴かせて差し上げようと……あら、そういえばディディウスさんたちだけですの？　他にも気配があったように思ったのですけれど」


「？　気のせいじゃない？　それともダークロアたちが思ったより近くにいるのかな」


「ミューシカ」


　はい？　とミューシカはウィルゴにもにこやかな笑え顔がおを向ける。


「何故天空神は、地上が〈滅びの女神〉を倒すのに介かい入にゆうしてくるんだ？」


「それを説明している時間がありますか？」


　ミューシカは、空の半分を染め上げる、赤い輝きをちらりと見やった。


「ここは生き延びてください。そうしたら、また会いましょう。お話は、そのときに」


「…………気にくわんが、仕方あるまい」


　ウィルゴはふいとミューシカから顔を逸そらし、ミューシカの行く手とは反対方向に歩き始めた。ディディウスもメイヴェーラを背負って、そのあとに続く。


　ディディウスは数歩歩いてから背後を振り向いたが、そこにはすでにミューシカの姿は見えず、ただ真っ赤な光が、高速で森の木々の間を抜けていくのだけが見えた。


「ウィルゴ、どうしたんだ？　ミューシカのこと信用してないのか？」


　ディディウスはふらつく足で、なんとかウィルゴに追い付いてその頑がん固こそうな背中に話しかけた。


「ミューシカは何か隠かくしている」


「そりゃ仕方ないだろ、ミューシカは天空神なんだ、手の内全部明らかにできるわけじゃない」


「……そうだな。今は急ごう。よし、メイヴェーラさんをこっちに。私が背負う」


「だめだって、ウィルゴは手が空いてないと。戦える人がいなくなる」


　ディディウスとウィルゴは、小さなカンテラと、月と、星の灯あかりを頼たよりに、さらに道を〈最果ての森〉の外へと進んだ。


　破は滅めつは、まだ彼らの背後にあって、彼らに追い付いてはいなかった。











「アノ天空神メ、マッタク邪魔ナトコロニ現レテ」


　カワセミはいつもの汚きたならしい声でそう怒ど鳴なり散らし、アエス・リドの肩に舞い降りた。


「我が主、いかがいたしますか？」


「天空ノ獣ヲ利用シヨウニモ、ミンナ逃ゲチマッタシネエ。仕方ナイ、アイツヲ直接狙ねらウヨ」


「あいつ、とは」


「アア、オマエノ王子ヲ王国カラ遠ザケル一番ノ原因、王子ノ相棒ダヨ」


「相棒」


　アエス・リドは繰くり返し呟つぶやき、その響ひびきを気に入ったのか、けたけたと笑いながら、来た道を引き返し始めた。


　カワセミも「相棒」という言葉と笑い声を気に入り、一人と一羽は、火事の迫せまる森の中を、合唱するように交こう互ごに笑い合って進んだ。











「ぜ、……はっ」


　ダークロアは荒あらい息で、手近の木に背中を預け、そのままずるずると座り込んだ。


　汗が額を玉になって滑すべり落ちていく。ローブの襟えり首くびが湿しめって気持ち悪く、指を突つっ込んでばたばた動かし、ローブの中に外の空気を入れる。


　そこには、ダークロアと、三頭の有ゆう翼よくの獅し子しと、一頭の有翼の蛇へびの他、誰もいなかった。


　獅子と蛇はすでに死体だ。ノクスやオザ・オザとは戦っているうちにはぐれた。


　ダークロアは、戦ううち、道を外れて木々の間に一人迷い込んでしまったのだ。


「くそ……ノクス!?　オザ・オザ！」


　応こたえるものはいない。ダークロアは痛む身体にむち打って立ち上がり、周囲を見回した。


　あるのはただ、獣の死体ばかりだ。


　ダークロアは空を見上げたが、方角くらいしかわからなかった。赤く染まった空を背にして逃げればそのうち森を出られるはずだが、できれば道に戻ってノクスらと合流したい。


「しょうがねえ……ヴェルペイア」


　ダークロアはその場に膝ひざをつき、杖つえを地面に突き刺さした。


　だが、呼びかけても応える女神はいない。


　そのことに違い和わ感かんを覚えた。ヴェルペイアは水のあるところならどこにでも現れる。土中の水分にも、雨だれにも宿り、水から仮の肉体を作り出すことができる。海界でだって、限界はあったにしろ、彼女は力を貸してくれた。


　だが、そのヴェルペイアが呼び出しに応えない。


　誰かの魔ま法ほうが働いているのかもしれない。それが、ヴェルペイアへのダークロアの呼びかけを邪じや魔ましているか、ヴェルペイアがここに来るのを邪魔しているのだろう。


　だが、誰の？


　ここで自分に敵対しそうな魔法使いは──


「アエス・リド？」


　声に応えて、枯かれ枝を踏ふむ音が右手から聞こえてきた。


　アエス・リドが木々の間から現れ、白い顔を月光に輝かがやかせ、にこやかな微笑ほほえみを浮かべて近づいてきた。


「そう。私の名はアエス・リド」


　ダークロアは、アエス・リドの姿に違和感を覚えた。昔一度会っただけだったが、そのころと少し印象が変わっているような気がする。


　アエス・リドは両の掌てのひらをダークロアに見せ、まるで抱ほう擁ようを求めるように腕を差し出してきた。ダークロアは不気味な物を感じて、一歩後ずさった。


　ダークロアは、十年以上前のアエス・リドを思いだそうとした。このアエス・リドには、かつてのアエス・リドにあったものがなくなっている。


　アエス・リドは小首を傾かしげて、懐ふところに手を入れ、鋭するどい針のような短剣を取り出した。


　そして、ダークロアは、かつてのアエス・リドにあって、今のアエス・リドにないものを見つけた。


　溢あふれんばかりの、生命力だ。


「…………死術？」


　死術は、生と死に関かかわる魔法で、人を生き返らせたり、殺したりできる。だが死術で復活させた死体に魂たましいはなく、魂のない死体は七日で崩くずれる。


　そう、死術で復活させた死体は七日で崩れる。ノクスがアエス・リドを見たのはもうずいぶん前だし、オドの町の露ろ天てん商しようはアエス・リドが一月前から町にいたと証言している。だいたい死術で甦よみがえらせた死体には、会話などの複雑な行動はできないはずだ。


　アエス・リドが無造作に短剣を突きだしてきた。ダークロアはそれをかわし、相手の腕を取って短剣を叩たたき落とし、背中に捻ひねり上げる。


　アエス・リドは痛がりもしない。


『何年か前に死んだと聞いておるぞ』


　ダークロアは悪お寒かんとともに、オドラエルの言葉を思い出した。アエス・リドは死んでいる。


　鈍にぶい音がして、アエス・リドの右肩が外れた。


　ダークロアは距きよ離りを取った。思い出さなければいけない。アエス・リドに会ったのはノクスだった。ノクスは、アエス・リドの話したことを教えてくれた。ノクスが情報源を尋たずねると、アエス・リドは女神に教えられたと答えた。


『あの方は死を超ちよう越えつした！』


　そう、アエス・リドの情報源は「死を超越した」「女神」なのだ。だが本当に？　アエス・リドの言葉のどこからどこまでが本当だ？


　そもそも、アエス・リドが自分の前に姿を現すのが、釈しやく然ぜんとしない。ノクスの前ならわかる。ディディウスを狙ねらうのもわかる。だが、何故なぜ自分なのだ？　もしかして、こうしてアエス・リドに時間を食っている間に、ディディウスやノクスの身に危険が迫っているのでは？


　ダークロアは焦しよう燥そうから杖を握にぎり締しめた。左手では扱あつかいづらかったが、なんとかするしかない。


（さっさとけりをつけよう）


　そして、ノクスらと合流し、森を抜け、ディディウスらの待つ古い砦とりでに行こう。ウィルゴなら、きっとディディウスを守ってくれているだろう。あまり遅ち刻こくするとまた怒おこられてしまうかもしれない。メイヴェーラのようすが気になるが、ディディウスがそばについていれば大丈夫だ。


　突然、アエス・リドが声を立てて笑った。ダークロアはいっそうアエス・リドを警けい戒かいし、


　背後への注意を怠おこたった。





「あ」





　気づいた時には遅かった。


　死の女神という存在は天にも地にも海にもいるが、彼女らは概がいして穏おだやかで物静かで優しい。懸けん命めいな選せん択たくをする者には時として情けをかける。だが同時に、彼女らは気まぐれで頑がん固こで非情で容よう赦しやがない。生への機会を逃のがした者には、とりわけ厳きびしい。


　ダークロアの右腕が無事だったなら、結果は違ったのかもしれない。包帯に覆おおわれた右腕は始終痛んで注意力を摩ま滅めつさせたし、左手に持った杖では咄とつ嗟さの攻こう撃げきや防ぼう御ぎよに迷いが生じる。


　いや、もしかしたら、ノクスがオドの町でアエス・リドに二度目の死を与あたえていれば、ここでアエス・リドが出てきてダークロアの注意を逸そらすようなこともなかったかもしれない。


　いやいや、そもそもここに来なければ良かったのかもしれない。ディディウスのことなど放っておいて、またぶらりと放ほう浪ろうの旅にでも出れば、ここで背中から刺されることもなかったのだ。だが、それでも『彼女』はダークロアを追っただろう。何しろ『彼女』の目的は、自分を殺したダークロアへの復ふく讐しゆうだったのだから。


　ダークロアは大量の血が傷つけられた内ない臓ぞうから喉のどへとせり上ってくるのがわかったし、自分がゆっくりと膝をつくこともわかった。だが、不思議と血の味も、傷の痛みも感じなかった。


「てめえ……」


　ダークロアは、首を捻って背後を見た。そこには木があった。そう、彼は木の幹を背にして立っていたのだ。防御はできていたはずだ。なのに背には氷の剣が突き刺さっている。剣は瞬しゆん時じに溶とけて消えた。あとに血だまりを残して。


「ヤア、久シブリダネエ」


　その木の枝に、小さな一羽の小鳥が止まっていた。宝石のように綺き麗れいなカワセミだ。


　それが、鋭い嘴くちばしを動かし人の言葉を喋しやべった。


「あたしだよ」


　姿はカワセミのままなのに、声はそれ以前のカワセミのものではなく、嗄しやがれた老人のものとなっていた。ダークロアはその声に聞き覚えがあった。何しろこの声こそが、ダークロアに死を予言したのだ。


「忘れてないよねえ？　だってあたしはあんたに殺されたんだ」


　ダークロアは憎にくまれ口の一つも叩こうとしたが、口から血が溢れただけだった。


「ああ、あたしがこうして生きているのが不思議かい？　ふふ、あたしもねえ、死術を研究してたのさ。でも、あたしはちょいと年を食いすぎてた。ほら、あれは死の妖よう精せいと契けい約やくして老化を止めるけど、若返りはできないじゃないか。しわくちゃで時を止めても大して面おも白しろくないからねえ。だからあたしは他の方法を探したのさ。で、見つけたってわけ」


　カワセミは、愛らしい姿で、嗄れた声で、毒々しい言葉をさえずった。


「魂を、別の肉体に移し換かえるんだよ！　そう、そうだよ、あたしはあんたに殺された時、自分の魂とこのカワセミの魂を移し替えたのさ。あんたが殺したのは、あたしの肉体とカワセミの魂だったってわけ──おかげで、あたしの魂とカワセミの身体からだはこうして元気ってわけさ！」


　ダークロアは血ち溜だまりに手をついた。息をすると胸が痛んだ。肺を傷つけられたのだろう。


　氷の刃やいばが、さらにダークロアの身体をなぶった。尖とがった冷たい刃が自分の腿ももを貫つらぬくのを感じ、ダークロアは蹲うずくまり、声にならない声を上げた。


「ねえ！　聞いてるのかい？　あたしはねえ、あんたに復讐してやろうと思ったのさ。だからあんたの周りの人間を散々いたぶってやったんだ！　ノクスとかいう男にアエス・リドを接せつ触しよくさせたのも、あんたにあたしのこと思い出してもらいたいと思ってのことさ──ほら、だって似てるだろう、アルバ＝ロンガで、あんたがあたしに再会した時にさあ。で、ついでにあたしがあんた以上の使い手だって、あんたに教えてやりたかったってわけ。ほら、ごらん、あの男」


　カワセミの姿をした魔ま女じよは、飛び上がってアエス・リドの肩かたに乗った。


「この男の死体から、この状態まで復元したのさ。七日どころじゃない、こいつはもう一月も動いている、どうだい、素晴らしいだろう？　勿もち論ろん、この肉に入っているのはアエス・リドの魂じゃないよ。あいつの魂は、今頃海界で〈酸の海〉に焼かれているさ。あたしはね、生きた人間から魂を取り出して、この身体に入れたのさ。で、そいつに自分はアエス・リドだって思いこませたってわけ！　あはははははははは！」


　自じ慢まんしたくてたまらない小さな子どものように、魔女は笑い、飛び、羽ばたいた。


「ひ、ひはは、楽しいねえ、ねえ、楽しいよ、ワタリガラス──あれ？」


　カワセミは、ダークロアの身体の上に舞まい降りて、その背中を、首筋を、頭の上を、歩き回った。


「あれれ、もう死んじゃったのかい？　しまったねえ、血を流しすぎちゃったのかねえ」


　カワセミは嗤わらい、ダークロアの首筋の皮ひ膚ふをキスでもするようについばみ、嘴を血で濡ぬらして、また嗤った。


「ああっと、そろそろうるさい女神が来ちまうね。じゃあねえ、ワタリガラス。もう二度と会ウコトハナイダロウケドネ」


　カワセミが飛び立ち、その直後、血溜まりの中から女性の手が現れた。手の次は肘ひじ、肘の次は肩、肩の次は胸、と上半身が現れた。


　血の色に身体を染めながら、現れたヴェルペイアは叫んだ。


『ダークロア！』


　ダークロアがヴェルペイアを呼んだとき、彼女は呼ばれたことに気づいた。だが、近づこうとしても近づけなかった。土地が何らかの方法で汚けがされ、容易に踏ふみ込めなくなっていたのだ。ヴェルペイアはほんの少し離れたところで、カワセミの言葉のすべてを聞いていた。


　血溜まりから現れたヴェルペイアの涙なみだは、血そのものだった。


　その彼女に、ダークロアは最後の願いを託たくした。


　剣と剣のぶつかる音を聞いて、ヴェルペイアは振り向いた。アエス・リドが、ノクスと斬り結び、そして斬り捨てられたところだった。


「ダークロア！」


　ノクスが駆かけ寄ってくるのを見て、ヴェルペイアはそのかりそめの肉体を液体に戻し、血だまりの中に戻った。彼女はダークロアの願いを果たさねばならなかった。


「ダークロア！」


　ノクスは血溜まりに膝ひざをつき、ダークロアを抱かかえ起こした。


　何度も名を呼び、揺ゆすぶった。


　何度も。











　破は滅めつは血肉を得てそこにあった。


「…………あ」


　ディディウスが立ち止まった。ウィルゴも立ち止まっていた。カンテラの火が、急にちかちかと瞬またたき、そして消えた。


　周囲は闇やみで閉とざされた。闇に目が慣れれば月明かりで色々なものを見られただろうが、ディディウスもウィルゴも、今までカンテラの灯りに頼たよって移動していたのだ。目はすぐには闇に慣れない。それに、今は月が雲に隠かくれ、陰かげとなっていた。


「…………ウィルゴ」


　前方の闇の中で、何かが動いたように、ディディウスは思った。


「わかっている」


　ウィルゴも同じものを察知していた。前方の闇、道の先に、何かが、あるいは誰かがひそんでいる。


「君はここに」


　ウィルゴはすり足で進み、やがて道の先に凝こごる、木々と雲の作る闇の中に消えた。


　ディディウスは、息を凝こらして待った。


　ウィルゴの声は、すぐに聞こえてきた。


「逃げろ！」


「!?」


　ディディウスは後ずさった。だが、身を翻ひるがえして逃げ出すかどうかは、一瞬迷った。だってウィルゴがまだ闇の中にいるのだ。彼女を置いて逃げることはできない。


　その一瞬の間に、「破滅」は目の前に立っていた。


　長い髪は白く、鎧よろいから覗のぞく腿ももは白く、長い髪に挟はさまれた顔は白く、鎧兜かぶとは周囲の闇と同化していた。髪と、肌はだの白さだけが、闇の中にぼんやり浮かび上がっていた。


　そして、その左手にウィルゴの頭を摑つかみ、右手に長なが柄えの斧おのを持っていた。


「あ…………ぁああ」


〈滅びの女神〉は脱ぬいだ衣服を投げ捨てるように無造作に、ウィルゴの身体を道の脇わきの草の中に放ほうった。小さな呻うめき声が聞こえたから、ウィルゴが生きていることはディディウスにもわかった。


　だが、ディディウスにはウィルゴに駆け寄り、無事を確かめる余よ裕ゆうはなかった。


　ディディウスは震ふるえていた。膝が笑うのだ。前にも、ディディウスはこの姿の〈滅びの女神〉と相あい対たいしたことがあった。だが、そのときの彼女と今の彼女とでは、放はなつ重じゆう圧あつが違った。


「私のことを、〈滅び〉だとか、〈破滅〉だとか呼ぶ者があった」


〈女神〉は漆しつ黒こくの唇くちびるから虚こ空くうを覗かせ、そう言い、一歩、ディディウスに近づいた。


「そう。私は〈滅び〉」


〈滅びの女神〉はディディウスの肩に手を置いた。〈女神〉はメイヴェーラの手首を摑み、メイヴェーラの身体をディディウスの背から引きずり落とした。


「あるいは〈裁さばき〉」


　ディディウスは後ずさろうとしたが、足を動かそうとしたその瞬間、〈滅びの女神〉は長柄の斧を地面に突つき刺さし、ディディウスは立ちつくした。


「ギャンダルフィッハは私を二度までも裏切った。二度も私を封ふうじた。知っているか、子どもよ。私が最も憎にくむのは裏切り。背はい信しん。ギャンダルフィッハだけではない、それが始まりではないのだ、子どもよ。根は、もっと深い。裏切りの根は、〈樹き〉がこの半島に張っていた根と同じほどに深く、古い」


〈滅びの女神〉は腰を曲げ、ディディウスの顔を覗き込んだ。


　美しい、表情のない顔が、ディディウスの視界いっぱいに広がる。


「私が怖こわいのか、契けい約やく者よ？　大丈夫だ、恐きよう怖ふなどという感情も、残らず私が喰くらってやろう。おまえは戻るだけなのだ」


「戻る……って、どこに……」


〈滅びの女神〉は微笑ほほえんだが、その内にある暗く澱よどんだ怒いかりは、濃こくなる一方だった。


「私がすべてを生み出した、だからすべては私の内に帰るのだ」


　その言葉で、ディディウスの頭に、色々な問いへの、一つの答えが閃ひらめいた。


「あんたは、三本目の〈樹〉……」


　ディディウスは、掠かすれる声でそう囁ささやいた。


〈滅びの女神〉は、地面に突き刺していた長柄の斧を抜いた。


　ディディウスの身体からだは考えるよりも先に動いてくれた。


　振り下ろされた斧の一いち撃げきを、ディディウスは横に転がって避よける。


　一撃目を避けられた〈滅びの女神〉は、しかし慌あわてたり、悔くやしがったりしなかった。


　何しろ、時間はたっぷりあり、なおかつディディウスを助ける者はいないのだ。











　メイヴェーラは、ぼんやりと、戦いのようすを見ていた。


　散る火花や、跳はねる泥でい水すいは、古い記き憶おくを呼び起こした。


　ギャンダルフィッハがまだ若くて、メイヴェーラがもうすべてに倦うんでいた時代の記憶だ。


　ギャンダルフィッハが生まれたのは小さな家で、湖のほとりにあって、母親が亡くなったあとはメイヴェーラが母親代わりだった。小さな台所でスープを作って、小さな卓たくに皿を並べて、ギャンダルフィッハに食事を摂とらせて、夜は二階の寝しん台だいで眠らせた。


　そして、その他のたいていの時間は、戦せん闘とう訓練を施ほどこしていた。


　足の捌さばき方。間合いの取り方。武器の握にぎり方。突き。払はらい。散る火花。跳ねる泥水。かけ声。


「……ギャン……」


　とんでもなく昔の、ひたすらまっすぐに自分を見つめてきた目を思い出した。


　ついさっきの、血に濡ぬれた自分の手を思い出した。


「ギャンダルフィッハ……！」


　メイヴェーラは涙を流さず泣いた。


　身体中の水分が飛んで、涙も唾だ液えきも出なかった。











　破滅は、いまやすべての者の目の前に、どっしりと腰を据すえていた。












最さい後ごの魔ま法ほう使つかい


西にし風かぜの皇子デイデイウス





喜き多たみどり
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